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第 1部 高知短期大学の理念と百的 E 自撰

I 建学の精神

高知短期大学の設立は、 1951~52 年にかけて開講された、高知女子大学主催の夜間公

開議座に淵源をもっ。この公開諮鹿を受講した勉学意欲のある多くの県民が夜間に学べる

大学の設立運動を良関した。この運動が本学設立に結びついた。

r {!動きながら学べる夜間大学の設立を」と題する請願書芸に本学主主学の理念と設立の趣旨

が明確に述べられている。すなわち、「日本の奥|舎と民主化促進のためには、地方教育文

化の発展が必須の要件でありながら、これに対する施設が少なく、特に働く者を対象とし

た、最終教育音s門がないために、地方産業を担うべき有為の青年が都心にあこがれ、地方

はま、すますすたれていくという傾向がみられるのであります。ここに私たち青年の念願と

して、正規の夜間大学の設震を敢えて請願する所以であります J。ここに、高知という地

域に根ざした、{動く者の高等教育機関とし、う、本学の理念が明確に示されている。

高知1県議会は、請願書の提出を受け、それをき長会一致で採択し、 1953(昭 28)年4月

に、男女共学、社会科学科第2部という 2年制(入学定員 60名)の短期大学として本学

を関学した。当時のJ11村県知事が文部省に提出した設置認可申請書事に、本学の f毘的及び

使命j を f本短期大学は、主として勤労者を対象として、社会科学にE重点を置く一般的な

大学教育を施し、よき社会人を育成するとともに地方文化の向上を図るをもって目的とす

るj と吉日している。

このような経緯で設立された本学は、 2003(平 15)年に関学 50周年を迎え、この問、

5000人をこえる卒業生を議出している。本学は、今日においてもなお、関学当初の建学

の精神を受け継ぎ¥地域に根ざした、働く者に開かれた高等教育機関として、その価値を

維持している。

E 短大の理念・自的の拡充阻発展

50有余年を超す高知短大の膝史において、その建学の理念を生かすべく、多様な努力

が行われてきたが、その主なものを掲げる。

1953 (昭 28)年文部大臣設置認可、本学関学

1956 (昭 31)年教職課程を開設(中学校社会科教諭[2穫]免許)

1965 (昭 40)年入学者定員を 120名に改定

1969 (昭 44)年新学舎完成

1974 (昭 49)年身体障害者の入学試験受験を認める

1980 (昭 55)年南学舎、学生会舘完成

1986 (昭 61)年 定時制高校を対象とする推薦入試制度の採用

1987 (自g62)年 通信制高校を対象とする推薦入試制度の採用・社会人特別入試

制度の採用

1988 (紹 63)年 図書書館の改修の完成
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1989 (平元)年 エレベーター設霞工事完成

1995 (平7)年聴講生市IJ度の廃止と科目等履修生制度の新設

全日制高校のI能楽学科を対象とする推薦入試制度の採用

1998 (平 10)年教職課程の廃止と専攻科の設澄

2001 (平 13)年 全日制普通科高校を対象とする推務入試制度の採用

i高知女子大学との単位]i換制度の開始

2002 (平 14)年総合情報センター開設

2004 (平 16)年長期履修学生制皮の採用

2005 (平 17)年 中澗からの帰問者等を対委員とする民本語講肢の関講

2011 (平 23)年 文部科学大臣設澄者変更認可(高知県から高知県公立大学法人

への移行)

以上に見られるように、本学は定時制・通信制高校さらには職業課稜を有する高校など

に対する挽薦入試を導入し、また社会人を対象とする特別入試制度を設けることによって、

多くの高知県民が高等教育を受ける機会を開いてきた。こうしたなかで、本学の理念と目

的はその都度鉱充されてきたと言言える。

2008 (平 20)年度には、高知綬期大学社会科学科および高知短期大学専攻科応用社会

科学専攻それぞれの「理念・目的を定める競定j を定めた。社会科学科の理念としては、

「社会科学の研究、教育を通じて、地域の文化や地域社会の発展と向上に寄与し、勤労者

をはじめとする多様な学生に対して、将来の地域社会を主体的に拐うことができる人材を

養成するj と規定した。また、その民的としては、 r1 豊かな教養を身につけるための

さま礎的な学力を後成する、 2.社会科学の専門的な力量を養成する、 3.地域社会の発擦

を主体的に担うことができる人材を養成するJことを掲げた。

専攻科応用社会科学専攻の理念としては、「社会科学の研究、教育を通じて、勤労者を

はじめとする多様な学生に対して、これまでの社会科学の学習を基礎に、より深く学ぶ場

を提供し、専門領域の実践的な力量を身に着けた人材を養成するJと定めた。また、専攻

科の隠的は、 r1. ~晃代社会の急速な変化に対応し得る、問題発見能力と問題解決能力を

養成し、政策立案の基礎的能力のある人材を養成する、 2 地域社会の創造的な担い手を

養成するJという 2項箆に整理した。

本学の理念および民的は、建学の理念を貫きつつ、時代の変化と学びへの要請に即応し

拡充してきた。

孤 自己点検・評価の取り組み

教育・研究の水準を維持、向上させるために、その活性化を図り、その質的向上に努め、

高等教育機隠としての、災任を果たすために、教育活動・研究活動に関する自己点検、自

己評価や外部評価・第三者評価を継続的かっ組織的に実施することは重姿な課題である。

本学の自己点検・評価への取り級みは、 1988(昭和 63)停に刊行を潟始した『高知短期

大学年報』に毎年集約されている。各年度末に「教育研究検討会議」を開催し、委員会活
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動を中心に、 1年間の教育・研究・学務・地域貢献活動等を点検・評価し、その結果を『高

知短期大学年報』として発行してきた。昨年度からは、 f教育研究検討会議J'a:前期末と後

期末の年2回線催し、自己点検を深めてきた。こうした活動を通して、『高知短期大学年報』

を「自己点検・評価若手」と位置付けることとした。

短期大学設置基準第2条第 1項において、短期大学の自己評価に隠する規定が鐙かれ、

本学学烈第2条第 1項においては、 f本学は、教育及び研究の水準の向上を図るとともに、

前条の目的及び社会的使命を達成するため、教育研究活動等の状況について自ら点検及び

評価を行うJと定められている。また、学校教脊法の改亙によって、 2004(平 16)年度よ

り認証評価機関による認証評価が義務づけられることとなった。

本学は昨年度に大学評価・学位授与機構に認証評価を申議し、 2010年 6月 3013付で問

機構に「自己評価苦手Jを提出した。 f自己評価替iJの作成には半年以上の待問と多くの作業

を要Lたが、それを作成する過程で、これまで、にはなかった新たな規程を作るなど、大学

運営上の改善がはかられた。 2010年 12月には訪問調査を受け、翌 2011年 3月 2413に、

大学評価・学位授与機構より、「設霞基準を満たしているJという評{簡を受けた。

2010年度には、学外の各j替より委員を委嘱して「外部評僚会議Jを設Eました。本学の『高

知短期大学年報』をはじめとする資料を検討していただき、意見を求めるという方法で外

部評価を受けたのであるが、示唆に富む員一還な意見をいただくことができた。

本学では、 1999(平 11)年皮から、学生による「授業評価アンケートj を実絡し、その

結果を各組当教員に伝えるとともに、その概要を『年報』において公表してきた。 2005(平

17)年度より、 fFD委員会jを設霞し、教育内容の改羨に取り組んでいる。 2008(平 20)

年度には、「四問地区大学教職員能力開発ネットワークJに参加することになり、学外の

FD活動との連携がはかられ、今後の本学の FD活動のいっそうの活性化が期待される。

2010年度の fFD委員会Jは、教育改善の検討対象を拡大し、意欲的な取り組みを行って

いる。教員相互の授業参観を初めて全学的に実施したことも記しておく。
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第2部教 育 E 研究を促進するための自己点検 R 評価

I 2010年度の概況

本学にとって 2010年皮は認註評倒を受ける年であるとともに、 2011年度より公立大学

法人に移行するための準備を行う年でもあった。いずれも膨大な作業をともなう課題であ

るが、それぞれの課題に対応したワーキング・グループを設霞して対応してきた。

こうした諜題を意識しつつ、 2010年度の重点課題として、以下の4点を掲げた。 r1 

学生募集活動、 2 大学改革への取り級み、 3.認証評価への対応、 4 学生支援Jであ

る。以下、本年度の概況をこの4課題の般にまとめることとする。

1 学生募重軽活動

本年度l士、社会科学科の入学定員を越える 122名の新入生を迎え入れたが、学生募集活

動は本学にとってもっとも重要な課題である。特に近年、社会人入試の応募者が漸減傾向

にある点、を重視し、これまで学生部委員会が担ってきた学生募集活動を独立の委員会が担

う体制をつくることとし、広報委員会を設霞した。

広報委員会の役割は、学生募集活動および本学の広報全般とした。また、この委員会の

設霞を機に広報誌の発行も課題とした。

広報委員会l士、これまでの学生募集活動の経験&踏まえ、精力的な活動を展開した。『大

学案内』の発行・配布、入試説明会の関催、オープン・キャンパスの実施、高校訪問、本

学ホームページでの広報、自治体広報紙への学生募集記事の掲載、新開広告、 FMラジオ

放送への出演、等々の諸活動に取り総んだ。学生募集活動に全教職員が参加する体制を整

えたことも今年度の特徴である。また、本学学友会からの強力な支援を得ることができた。

近年、専攻科の応募者が減少している。在学生に専攻科の魅力を伝える試みとして、専

攻科 f地域政策演習j の学生が、 W~高知短期大学学生論集』にまとめた調査報告の内容を

発表するという取り絡みも行われた。

2 大学改革への取り絡み

大学改革については、大きく 2つの課題に取り組んだ。ひとつは、社会科学系の新学部

の設霞についての検討を進めるなかで、本学のあり方および社会人教育の拡充の方向性を

検討することである。ふたつめに、県より提案のあった設置形態の変更(公立大学法人へ

の移行)について検討することである。

社会科学系新学部の方向性については、 2010年3月に f県立大学改革にかかる永国寺

キャンパス検討会」の報告書において、高知工科大学マネジメント学部を拡充して設置す

るという塁走が示された。これを受けて 2010年度には、 f永閣寺キャンパス整備j食言すチーム

会j が設置され、役会科学系新学部の内容、社会人教育の拡充、高知短期大学のあり方が

検討されることとなった。この「検討チーム会」は、高知県文化生活部私学・大学支援謀、

高知工科大学、高知女子大学、高知短期大学の代表によって構成されている。本学からも

2名の委員(学生部長、細居教授)が参加した。「検討チーム会j の活動は 2011年度に継

続される。
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法人化は設置者(県)の提案によって検討が始まった。本学はこの提案を受け入れ、学

内に法人化ワーキング・グループ。を設置して検討を開始した。高知県公立大学法人は、高

知女子大学 (2011年度より共学となり、名称を高知県立大学に変更予定)と高知短期大学

の2大学を運営するものであり、その設立のために f高知県公立大学検討委員会Jおよび

その下に「専門部会jが設霞された。検討はもっぱら「専門部会jで行われ(短大侃1]委員.

学生部長、西津i佳教授)、各大学は、法人定款・諸規程の作成、中期言十酒および年度計額i

の策A:の作業を進めることとなった。こうした経過によって、 2011年 3月に文部科学大

臣による法人設立の認可に至った。

初代法人壊事長(学長)の選考が 2010年秋から始まった。本学は、現事長(学長)候

補を公表し、大学人による意向投票を行う方法を主張したが、その方法は採られず、学内

教員による候補者推薦のみが実施され、非公開の候補者から理事長(学長)選考が行われ、

2011年 3月に南総子氏が初代理事長に就任することが発表された。

3 認証評価への対応

本年度は、大学評{街・学位授与機構による認証言手仰を受ける年となった。

学内の自己評価委員会のなかに「認証評価ワーキング・グループJを設置し、全学の教

職員の協力体制を築く形でこの課題に対応した。認証評価の対象となる「自己評価苦手j を

とりまとめる作業のなかで、本学の教育・研究・管環遂営のすべての側面を点検し、教授

会の遂営に関する規稜や委員会規程などを互設備することができた。

「自己評価:m:Jは2010年 6月に関連資料(エビデンス)とともに大学評価・学位授与

機構に提出し、 12月には訪問誠遊をと受けた。 2011年 1月に評価の内示があり、内容の修

正や意義申し立ての機会を経て、 2011年 3月 24i'lに認証評価結果が本学に提示されると

ともに、社会的にも公表された。「評価報告若手j の本文では、「高知短期大学は、短期大学

設置基準をはじめ関係法令に適合し、大学評価・学位授与機構が定める短期大学評価基準

を満たしているj との評価を受けた。また、「主な優れた点j として、「社会人入試を重視

し、幅広い年齢腐の学生を受け入れているJ等、 4点の指摘があった。「主な改善を要す

る点」としては、「建物の老朽化への対策J 1点、が挙げられた。

4 学生支援

大学にとって教育の充実と改善は本質的線量重である。本年度もこの課題での前進を図っ

た。特に本年度は、短期大学二lごとしての質保涯を実現する教育のあり方(専攻科について

は、専攻科修了生としての質保証)を意識的に追求し、学生部委員会、専攻科委員会で検

討と改善に努めた。また、 FD委員会とも連携をばかり、教育内容を更に改善する方策を

さぐった。

本年度新規に f消費生活論j を開設した。この科目は、 i高知県立消焚生活センターと連

携し、一般的な消焚者教育の機会を設けるとともに、消費生活専門相談員の資格取得への

準備ともなるよう企闘された連携講座である。本学においては、この科目を、社会科学科

と専攻苧!との共通科呂とした。受講生は 222名という盛況であった。

本年度にE重点的に取組んだ学生支援課題は以下の 3点にまとめることができる。

第1に、就職支援に意識的に取組んだ。 2011年 4月に短期大学設箆基準が改lEされ、「社

-5-



会的職業的自立を図るための教育j 体節目を整えることが要請されるとの見通しのもとに、

今年度は「社会人基礎カ養成講座J(全 12回)を実施した。また、就職を希望する学生の

ためのゼミを開講し、就臓相談の体制も強化した。 f社会人基礎力養成講座」は、 2011年

度には正規科医とすることも決定した。

第 2の学生支援課題として、 4年節目大学への 3年次編入学を希望する学生を対象とした

ゼミの改善と光実を図った。また、編入学の指定校推薦枠の拡大に取り組んだ。その他、

科目登録の 1T化、オリヱンテーション資料の充実化、保健室の磯保などの取り組みを過

して学生の支援を行った。

第3に、全学のバリアフリー化を進める活動を進めた。この課題を進めるにあたって、

学生部委員会のなかにバリアフリー・ワーキンググループ。を置き、隊寄のある学生への支

援体制宏継続した。また、本年度は予算がついたため、エレベーターに音声ガイドを設置

し、階段の位樫を示すための点字ブ‘ロックも各階に設置した。

5 その他の取り組み

上記の重点課題以外では、これまで本学が取り組んで、きた地域賞献活動をいっそう発展

させるため、 2011年 4月に f地域連携センター」を附註することを決定した。本山町の

公開講座を運営し、 fj高知学jの充実を図るほか、公開講座をいっそう多様化し、新たに

「出前講座jや共同研究、地域協働を進めることを目的としたものである。

国際交流活動では、本年度は2名の教員の引率により、 6名の学生が'i'f'HI産業大学校を

訪問し、ホームステイを含む資重な交流と体験をした。晋什|産業大学校からの高知訪問は、

相手校の事情により実施が見送られた。

6 教職員人率

教員人事では、小林度三滋教授(~Ì:去・行政法担当)および梶原太一講師(会言|学・企

業分析論担当)が、 2010年 4月 1日に採用された。年皮中に小林准数綬の次年度におけ

る教授昇任が教授会で承認された。また、次年度の学生部長として、教授会の意向を踏ま

え細居俊明教授が選任された。来年度の採用人事として、民法担当教員と財政学担当教員

の採用が教授会で主主認された。 2011年 3月をもって、水谷手IJ亮准教授、商i翠希久男准教

授、杉浦勉准教授が転出した。

職員人事では、職員人事では、 2010年 4月 11=1に吉良lE彦事務局長、千矢lE三事務局

次長の兼務が発令され、問JEi総総務企画課長兼学生課長兼改革推進室長が転入し、 2011

年 3月31日に水閃卓i等主任が退職、窪添美智主幹が転出した。
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E 大学組織と運営

1 率務組織

事務局は、認、託評価、大学改築等を所管する「改革推進室」、人事管理、組織管理、施

設管理、予算決算等を所管する「総務企闘課j、学科、課程、学生サーどス、就職編入学

支援等を所管する f学生課J、図蜜一館、総合情報センタ一等を所管する「阪香情報課Jか

らなり、事務局長が統括している。

総織図
改主主推進言霊

事務局

総務全幽課

学長代理 学生部

学生課

悶君主情報課

総合↑古級センター

2 今年度のとりくみ

事務局の取経み

2010年皮は、 2011年4fJ 1日からの公立大学法人化に向けての規程の整備等準備に取り

絡んだ。また、伎の大学評価・学位授与機構による認証詳悩受審に向けて取り総み、自己評

価警の提出、訪問調資の受入を行い、言平悩報告を受けた。

3 教員・磯員数及び名簿 (2010年4月1日現在)

( 1 )教員・職員の現員

教員 事務職員等 合計

区分 学長 セン 学長 教授 准妻女 講師 小言十 その 小計
タ ー

代J'!ll t受 他
E主

現員 (1) (1) 教授 (2) (1) (9) (10) (12) 

1 2 6 5 1 4 6 6 20 

， 
)は外数で、高知女子大学との旅務職員数
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(2 ) 教主主名義草

職名 氏名 l'E! 55 科 自 備考

学長 山根洋指
高知女子大学

長兼務

学長代理
問機猪一郎

経済原論E、金融論 I、消費生活論、地域金徽

教 t受 システム論

総合情報
1111] 党

雨知女子大学
センター長 者談学部教授

学生部長
大井方子

経淡学 I、労働緩済論、経済政策論E、情報処

教 授 君主応用演習

経済学E、経済学史上国際経済論 1 ・豆、~

教 授 細j苦俊明 易論特i降、社会科学基礎淡習、社会科学波留

1 ' II・聞

行政学 1・E、地方自治論 1' II、地方自治論

准教授 水谷利苑 特ji降、社会科学主主礎演習、社会科学j演習 1・II• 
N 

准教授
商j翠希久男 民法(総刻・物権)1 . II、民法(償援)1 • II、災

務民事法、社会科学基礎演習、社会科学演習N

准教授 青木宏之
経'話学 1. II、現代援策論 1. II、地域政策綴

習、経営さ手特議

准 数 J受 ?育水 在主総 長期研修

激教授 杉浦 免主
財政学 1. II、日本経済論n. II、地域財政論、

社会科学2主総淡習、社会科学演習 1. II . N 

J任教授 小林夜三
慾i宏1• II、行政法 1. II、5京法特議、行政法

特務、社会科学基礎j演習、社会科学波留N

講師 問中康代
刑法総論 1. II、JlIJi去各滋s]. II、刑法4持者寺、
社会科学基縫波留、社会科学演習 I・立 .m
法学 I、問際法 1. II、国際関係論 I、悶際法

議師 下山 特j位、社会科学基礎淡習、社会科学演習 I・耳・

皿

商法(総刻・商行為)1 . II、商法(会社)1 • II、

81誇師 菊池箆人 実務総:;:)f.法、社会科学基礎淡習、社会科学演習

IV 
法学H、労働法 1• II、社会保障法 I、労働法

講師 線岸忠、 特畿、社会科学基礎j寅習、社会科学語気溜 1. II . 

E 

講師 梶原太一
企業分析論 1. II 会計学 1• II、財務諸表論l
1 . II、社会科学演習 I.II.N
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(3 )職員名簿 ( (兼)は、肉知女子大学との兼務職員)

a 事務局

l織名 氏名 職名 氏名

事務局長(兼) 吉良疋彦 学生課長(液) 岡島 聡

次長(兼) 千矢 JE::=' 主任 島津通子

改事推進言室長(兼) 田島 1mま 主任(兼) 小松 平日子

主幹(兼) 窪添美智 斡(兼) 山崎 議事

総務it街i課長 田島 聡i 主幹 小野栄典

主任(派) 玉井教裕 |浅香十古報課長 西森将E寺

主任(主主) 町閃綾子 主三{壬 ノk田卓博

主任(完走) 浜III 安子 言1主主 (兼) 波i愛 j金子

主幹(兼) 山由~Í 害警

主幹(派) ) 111::1 明子

主三斡伐長) 間]ー凶 '1'n代

日三幹 主筆I義 主主智

b 

h 
学生部

i織 名

一一四
名

c 総合情報センター

)1議 名

総合情報センター長

(高知女子大学兼務)

氏名

|山岡党
(潟知女子大学教授)

(4)名誉教授

(2011年 4月 1日現在)

氏 名 {語 考

梅原

森井淳古 阪潟大学名誉教授

本田玄白

鈴木文芸長

芹沢 良

仮谷

問中 雪量

弥永南三郎 高知短期大学非常'勤講師

福田善乙 高知短期大学非常勤講師

イ中 哲生 愛知学院大学教授 l 
玉霞雄次郎 i高知短期大学非常勤談師
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4 意思決定(教授会審議率項)

2010年度教授会において審議・決定した事項を掲載する。議題には継続審議事項を含む。

第 1回数授会 (2010年 4.Fl2日) 7 高知1女子大学からの特別聴講学生受け入れ

1. 2010 年度社会科学科・専攻科入学生のfI{g~'t， 8 休学

2.社会科学基礎演習(基礎ゼ、ミ)の綴成と進路 9 退学

ゼ、ミの関rtl~数と.f.ê.当等 10.夏季緩や非常勤講邸

3. 2009年度卒業式および2010年皮入学式にお 11. 専攻科説明会及び入試日程

ける学生代表挨.fgi 12. ;高知短期大学委員会設鐙規定訴さ

4. 2010年度度長期履修学生

5. 教員の対外活動

6. 2010ギ度の課題と学務分担

第 2回数授会 (4月 15日)

1. 2010年度科医等履修生申務

2 休学

3 休学終jjlJ延長

4、退学

5 地域貢献委員会の名称変更について

第3回数授会 (4.Fl28日)

1 教員の担当科目

2. 夏季集中講義

3.科目等履修生申請

4.休学と休学特別延長

5.本学学生の特別聴講学生顔

6 教員の対外活宣言j

第4回数授会 (5.Fl13臼)

1.学生の逮捕事件

第 5沼教授会 (5月20日)

1 予算委員会の報告と提案

2 就職支援について

3. FD委員会の報告と提案

4. 2011年度学生募集嬰項

5 長期履修学生の期間変更駁

6 科目等履修生申請

第6沼教授会 (6月3日)

1 予算執行計画

2 ハラスメントに関する規程

3.委員会設霞規程と各委員会規程

4.公開講J?Aと学生大会に伴う専攻科授業短絡に

ついて

5.科医履修免除

6.休学

7. 退学

第 7回数授会 (6月 17日)

1.自己評価委員会提祭

2 各委主主会規程

3.学生募集姿項

4 専攻科授業負担変更に伴う措霞

5. FD委員会提案

6 休学

7 退学

8. I捻籍

第 8 @教授会 (7月 1日)

1 永閣寺キャンパス整備等検討チーム委員選出

2 ハラスメント関連続程

3 夏季集中講義

4. FD委員会提言さ

5 インターンシップf住民慾

6 教員の対外活動

7. 科目等履修生募集姿項
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8.進路及び就職状況アンケート

9 休学特別延長

第 9司教授会 (7月22目)

1.法人化検討委良会および同専門部会委員

2‘第三者評価委鼠会(仮称)の設置について

3. 学生の処分

4. 4年制大学編入学推務者

5.夏季集中専攻科「地滅政策特議J

6. r消資生活論J

7. r高知学IVJ

8. 休学

9. 教員の対外活動

10. ハラスメント防止燦定について

第 10匝教授会 (7月298) 

1.法人化基本方針

2.法人化に伴う中期目標・中期計画の策定に向

けて

3.復学

第 11lii1教授会 (9月26日)

1 外部評価会議規定

2.校舎侵入問題調王革委員会の設霞

3. 法人化実施方針および公立大学法人移行の

時期

第 12回教授会 (9Fl12 8) 

1.卒業判定と卒業式日程

2. 単位認定の訂正措置

3.前期科目の追試

4. 1年後期進路ゼ、ミ担当

5.入学資格審資実施姿領

6.科目等緩修生申請

7.休学

8.退学

9.教員の対外活動

10. 法人化定款および災施方針等

11.法人初代学長機応について

12. 永国寺キャンパスさ整備さ事

13 地域貿献委員会からの提案

第 13回数授会 (10月14臼)

1. 2011年度役務入試実方面繋綴等

2 科目等履修生申請

3.長期履修学生の期間変更

4. 4年制大学3年次編入推謀容

5. 成績評価への学生の問合せへの対応

6 来年度行事予定 オリエンテーション日様、

補議、試験期間の変更

7 夏季集中の開講科目回数

8 校舎侵入問題調査委員会提議室

9 本山町公協議sl!_について

10 地域協働・ i高知学研究センター(仮)構想につ

いて

第 14回数授会(10月28日)

1. 20日年度推務入試合否判定

2. 子宇佐人事委員会設霞

3 女子大への特別聴講学生

4 科目等履修生申請

5 休学

6 法人化問題

7 学生・教可能員身分誌の 1C化

8 地域協働・高知学研究センター檎想

9 専攻科関議科目(法律系)

第 15問教授会 (11Fl11白)

1.割愛

2. 11IilillJ入学資格審査

3.科目等緩修生

4.休学

5.退学

6. 学生・教職員身分証の 1C化

7.校舎侵入学生の級い

8.学生のモラノレ向上

9.法人化対応
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10 来年皮の専攻科閲議科目

第 16回教授会(11月 25日)

1. 2011年度社会人入試実施嬰領

2. 昇任人事委員会設霞

3. 中期目標

4. 2011年度オリエンテーション日程・年間行

事予定

5. 20日年皮カリキュラム

6. 休学

7. 2011年度専攻科法律系科目

第 17司教授会 (12月 9B) 

1. 2011年度社会人入試(前期)応募者縫認と

合否判定

2 昇任人事委員会

3 割愛

4. 20日年度年間行事予定とカリキュラム

5 科目等総修生申訪

6 休学

7 専攻科の科同名の変更

第 18回数授会 (12月 16B) 

1.自l愛および採用人事

第 19沼教授会 (12月 22日)

l 昇任人事委員会の設立霊取りやめと新たな設援

2 採用人事

3. ~手則改正(法人化問迷)

4. 20日年度カリキュラム

5 就業状況調査

6 退学

7 専攻科科目名称変更

第 20回数授会(1月 13日)

1 学則改正(法A1ヒ関連)

2 専門部会への対応

3. 2011年度カリキュラム

4.休学

5.授業料納付の方法と間数の変更

第 21凶教授会 (1.1'1 27 B) 

1 昇任人事委員会の報告と提議

2 採用人事委員会設怪

3. MI51I)入学資格緩まま

4 専攻科入試筋受領

5. 2011年度カリキュラム

6.退学

7‘除名?

8. 副学長i窪寺

9. 半終式・入学式式次第

10. 地域頁i欲センター(仮称)

11.聖子攻科の科目名称変更

第 22回数授会 (2月 10日)

1.専攻科応募者機認、および専攻科入試災脳要領

2. 専攻科2次募集および社会人 2次募集

3.専攻科 2次募集、社会人2次募集にかかわる

側別入学資絡後査~Jtt!Î~鎖

4. 2011年度科隠等股修生募集室主項

5. 2011年度委託さ主募集要項

6. i星学

7.民法採用人事委員会の報告と援護さ

8. 副学長問題(法人化関連)

9. 非;哲ljijJ講師

10.年報

第 23国教授会 (2月 17日)

1 専攻科入試合否判定

2 社会人入試(後j切実施要領

3. 社会人入試銀自1)入学資格答:査

4. 昇任人事委員会の扱い(学長代攻)

5 財政学採用人事委員会の報告と箇後委鼠会

の設i蚤

6.非常勤務師

7. ~苦規程の見i笈し(法人化関連)
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8. 副学長問題(法人化関連)

第 24回数授会 (2Fl 25日)

1 民法採用面接委員会の報告と提案

2 財政学採用面接委員会の報告と提案

3 財政学採用人事委員会の報告とJiE案

4 法人諸規程

5.学郎改正(法人化関逮)

6. 工科大の新学部品等怒

7. 社会人入試(後期) I;G紘一者と災総嬰領

8 退学

9 長期研修

第 25司教授会 (2Fl 28尽)

1.社会人入試(後期)合否判定

2. 財政学採用函銭委員会の報告と提案

3 法人諸規定

第 26田教授会 (3月3日)

1.本科卒業判定・専攻科修了判定

2 卒業生代表、修了生代表、答妹、送静の担当

{炭補

3 学長気

4 一般入試笑絡皇室領

5 入学試験ガイドライン

6. 2011年度非常勤諮師

7. 2011年度カリキュラム

8.規程見直し(法人化関連)

9.停学処分の解除

10. 間l学長凋題(法人化関連)

-l3 

第 27隆教授会 (3月 10日)

1.地域迷苦言センター

2 アドミッションポリシー改訂

3 国際交流委員会の学外協力者の扱い

4 学生部長問題(法人化関連)

5 管淫職の次年皮数若草負扱

6 ゼミ魚但

第 28回数授会 (3月 19日)

1 .一般入試合否判定

2. 専攻科第 3次募集

3.社会人入試の応募者確認

第 29組教授会 (3Fl 20日)

1.社会人入試2次合否判定

2. 2011年度待問書j

3.休学

4.退学

5. 2011年度約縁体市IJ

第 30回教授会 (3Fl24 8) 

1. 専攻科 3次募集応募者機認

2 入学式の夜校生代表

3 規程見直し(法人化関連)

4. 2011年度体制

5 休学

6.退学



5 財政状況

( 1 ) 2011年度歳出予算の内容説明

1 人件費 165，737千河 85.8% 

2 管恕運営費 9，612千円 5.0% 

3 教員研究費 9，610千円 5.0% 

4 実験実習授 7，614千円 3.9% 

5 各種負拠金 556千円 。.3%
(※人件授には報鮒を含む)

(2) 土地及び建物

(2011年 4月 1日現在)

土 地 建 物

区分 所夜i由 i雌! I IK分 所在地 箇存i

ni ni 

講義棟 高知市永沼寺田Tl5即時 1703.59 

数民宿舎 i衛知市幸IlIT36~2 171.07 I附苗 高知市栄町 36~2 66.22 

11 I同知市来i町 37~2 134.94 

11 高知H-rキ'11倉本町 1丁目 210.3 253.00 

言1 559.01 

(3) 2011年度予算

1 )歳入

苧↓ 問

8 使用料及び手数料

1 自吏 用 料

9 教育使用料

( 1 ) 庁舎等使用料

( 3) 短期大学授業料

2 手 数 料

9 教育使用料

( 3)短期大学入学料

(4 )短期大学入学手数料

14 諸収入

8 雑入

6 政策企間部収入

(2)私学・大学支援良県l浪人

11 

11 

言十

14 

尚知市霊長町 37~2 66.22 

高知市制l倉本町 l丁拐 210民3 134.02 

2010年度

65，230 

55， 055 

55，055 

3 

55，052 

10， 175 

10， 175 

7，914 

2，261 

2 

2 

2 

2 

1970.05 

(単位.千円)

(2011年4月 1日現在)

対前年度

2011年度 増減額

68，678 3，448 I 
58， 109 3，054 

58，109 3，054 1 

3 。
58， 106 3，054 

10，569 394 

10，569 394 

8，211 297 

2，358 97 

2 。
2 。
“ つ 01 

2 。



2)歳出

科 関
対前年度

2010年度 2011年度 増減額

1 0 教
十

Eを 204，526 193， 129 ム11，397円

6 大 学 塁号 204， 526 193， 129 ム11，397

3 短期大学焚 204， 526 193， 129 I ム11，397
( 1 ) 報酬 12，659 14，050 1，391 
(2) 給料

(3) 職員手当等 160，110 151，687 ム8，423
(4) 共済まを

(7) 賃金 622 。
(8) 報告3Eを 557 692 135 
(9 ) 1氏~'( 7，329 6， 153 ム1，176 

(1 1)需用毅' 16， 141 14，728 ム1，413
(1 2)役務芸者 1，562 1，548 ム14

(1 3)委託料 1，089 1，089 。
( 1 4)使用料及び賃借料 329 460 131 

( 1 8)備品購入費 1，861 1，544 ム317
(1 9)負J賞金補助及び交付金 2，267 556 I ム1，711

6 施設・総合情報センタ一樹属図書撃鍍

( 1 )図審鎮の概要

図書館は、主として収蔵スペース及び閲覧スペースを改善するため1987年6月に構改

築に着手し、 1988"1三10月3日より新しく関館した。これにより当宣告は地上4階、総面積1，

470nfで、産霊祭収若手能力220，000fll}、関!絞席数95席と整備された。その後1998年4月女子

大池キャンパスの設践に伴い闘志司室(殺害数80，0001ll}・隠覧席数60席)が関設され、講義

喜子収容能力は合計300，000冊となった。池図書室は、 2010年10月には場築により現犯の2

倍の広さ (1，300ni')となる。

また、 2002年4月からは、総合情報センター図言書館として情報設備・システムを拡充

し、学習・教育・研究に、図書資料と情報の提供ができる図審査官として利用されてい

る。

主な特色としては、次のものが学げられる。

1) 1階ラウンジにはソファー腐を設け、新開・娯楽雑誌を置き、談話スペースを配澄した。

2) 2階には視線賞;室を設けている。

3) スロープ・エレベーター・身衛者用トイレの設澄により、車イス害事で利用できる。

4)他の図書館との相互利用が行える。

5)各階・各コーナー・各書架に総合案内・資料配置・手Ijffl案内などのま提示板を設けている。

6)センター長の許可を得れば、学外者も学生と同様に利用できる。

(2 )蔵著書構成

本学図翠館はi高知女子大学図芸書館と共用しているので、女子大学所蔵の資料も問Il寺

に利用できる。平成22年3月末における両図書芸館の蔵若手は総冊数243，623附で、このう

ち短期大学蔵委は54，578冊(うち洋書2，275IITt)で、その多くは社会科学関係図書であ

る。 平成21年度の受入冊数は3，775ffi}で、うち短期大学受入附数は430附である。また、
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受入雑誌数は750タイトルで、うち短期大学は107タイトル(うち洋雑誌4タイトル)で

ある。

また、特色として、女性関係閣若手の収集に努め、 「女性学・ジェンダー」コーナー

を設霞しており、その利用者も多い。

(3 )利用状況

1) 1盟主干館利用者数(女子大、学外者を含む)

2010 2011 

年 5月 6月 7)'J 8月 9月 10月 11月 12月 生手 2月 3月 A口、

4)'J 1月

言l'

4，870 5，4司7 5，571 5，267 2，874 3，013 4，154 4，514 2，742 7，233 6，990 3，344 56，009 

2)館外貸出fIli数(女子大、学外者を含む)

2010 2011 

年 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年 2月 3月 合

4月 1 )ヨ

1，562 1，978 2，098 2，503 1，363 1，353 1，724 2，069 1，433 2，242 2，233 1，054 21，612 

3)学外まを録者の職業別、地域内訳 (2011年 3月3Hl現在)

職業 学生 公務員 会社員 自営業 写雪談師 その他 合計

等

登録者 186 16 4 2 410 280 898 

上記のうち高知市619人、高知市以外279人

(4)視聴、党釜(設置ー機縁及び資料) (2011年 3月31日現在)

卜¥
マイク ピデオ CDプ CD RO  カセット LD7。レ テレピ DVD 

ロリー デッキ レーヤ M デッキ ーヤー

ダー

機器数 2 8 7 12 9 1 3 8 

資料数 1，110 1，304 215 434 104 34 ~ 917 
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7 各穏委員会報告

a 予算委員会

1 予算委員会の課題と今年度体制

予算委員会活動の柱は、当年度予算を適正に執行すること、前年度予算に対する

決算内容を確認すること、来年度予算案を編成すること、にある。特に今年度は、

2011年度より本学が法人化されるのに伴い、法人の中期計画を踏まえ、年度計画に

即した予算案を作るという新たな課題があった。

今年度の委良会は、学長代理(委長長)、学生部長、総務企閥課長(学生課長兼務)、

図書情報課長、総務企廼i課主幹の 5名で構成した。検討談題によって、他の教職員

の出絡を求めた。

2 主な活動

予算執行に関する主な活動は以下のとおりである。

第 1に、教員研究費について、新任教員と若手数員に予算を厚くする傾斜配分を

行った。これに関連して、共伺綿誌購入分担の明機化を図った。教員研究授から出

資する方法によって、学生のために「社会人基礎カ養成講座jを開設するとともに、

外部評価委員会設置のための予算を確保した。

第 2に、全学バリアフリー化という方針ーのもとに、予算措霞を受けて、視覚障答

のある学生のためにエレベーターに音声ガイドを設置した。また、階段からの転落

を妨止することを目的に階段の位燈を示すための点字ブロックを数設した。

第 3に、学生課の 1T化を図るため、残予算を用いることとした。来年皮より学

生課の事務合 1T化できる見通しである。

前年度決算については、資料が整った段階で、予算委員会で内容を確認、する作業

を行うとともに、その結果を教授会に報告し、決算状況に関する理解を共有するこ

とに努めた。

来年度予算の編成には、 2つの点に配慮する必要があった。

第 1は、法人に移行することを想定し、年度計画に即した予算案を立てることで

ある。この聞では、教員数に欠員が生ずることに対応した非常勤講師予算の磯保、

本学広報誌発行にかかわる予算、社会人基礎カ養成議j坐の予算化、就職相談窓口新

設のための予算、学生教育用のパス借上げ予算等を昔1-上した。

第 2は、法人化に伴う予算簡での変化に対応することである。複式総記への変更

とそれに伴う法人財産の明確化など、の議論を行った。

3 来年度委員会の課題

来年度の委員会活動の最大の課題は、法人会言十涼則に即した予算編成および予算

執行を確実に実施することである。この課題を進めるにあたっては、全学の教職員

の力を結集するとともに、設置者(県)の協力も得て進めることがE重要である。

また、予算案の編成にあたっては、年度計闘を踏まえた予算策定が必要となるた

め、本学の重点諜類はもちろんのこと、各委員会が取組む課題を把握することが課

題となる。適正な予算執行、決算確認、次年度予算編成という課題は従来どおりで
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ある。

4 自己評価

大学の事業や経営が予算の3塁打ちによって進められるという点で、今年度の予算

委員会は求められる役割を来たした。バリアフリー化の推進や学生教育での改善な

ど、日艮られた予算を有効に執行するという点で委員会はト分に機能したと評価でき

る。

反省点としては、予算執行頭で、学生募集のための新関広告費が 1回分不足した

ことがある。原因を明らかにし、持発を防ぐことが来年度の課題となる。

b 学生部委員会

1 委員会の概要、体制と今年度の課題

( 1 )委員会の概要

学生部委員会の職務は、教務、厚生、編入、就職である。また入試や専攻科に

関しでも入試委員会、専攻科委員会の職務とされていないものはすべて学生部委

員会の所数とされており、取り扱う範閣は広範である。

09年度までは、広報活動も学生部委員会の職務に含まれていたが、一部の教員

が過重な負担を強いられるという問題が生じていた。このため学生部委員会の職

務から広報活動を分離し、それぞれの職務の強化を図ることを目的として、 10年

度に広報委員会が設置された。これによって、広報活動は新しい広報委員会で行

われることになった。

なお、 10年皮は、学生部委員会の中にバリアフリー・ワーキング、グループ。が鐙

かれることとなった。

( 2)今年度の課題

学生部委員会の設置慾旨は、本学の教育を円滑かっ適正に運営することにある。

10年度は認証評価の受言寄生存でもあるため、短期大学士としての繁を保証する教育

が実現できているか、精査することを今年度の第lの課題とした。この中には、事

務体制等を改善し、 I彼られた陣容の中で所要の業務をこなすための業務見直しも

含まれる。

さらに、短期大学設霞基準の改正 (11年4月)に則して、 「役会的職業的自立を

図るために必婆な能力を養うための体制J (第35粂の2) を整える必要がある。ま

た、 09年度米に行った卒業生満足皮アンケートでも就織支援の姿望があったこと

も踏まえて、就職支援体制の充実を第2の課題とした。

10年度は、高校新卒者の学生の審IJ合が増加し、これに伴い編入学を希望する学

生が備えている。このため、今まで以上に編入学支援体制の充実を図ることを第3

の該調とした。

( 3)今年度の体制j

10年度の学生部委員会は、大井学生部長(委員長)、青木准教授、小林准教授、

下山講師、綴岸講師、回烏学生課長の 6名から機成された。学生部委員会の中で

は、各服務について主なJ旦当者を設けることとし、パヲアフリーは根岸講師、教

務は小林准教授、就職は青木後教授、編入学は下山講師とした。個々の業務につ

いては、内容に応じて学生部長、担当以外の教職員が協力した。また、下山訴事部
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を書記として、毎回委員会の議事録を作成した。

バリアフリーについては、 II.7. nバリアフリー・ワーキンググループで述べる。

2 今年度の活動の経過と到達点

委員会は、 22限開催した。具体的な活動内容は以下の通りである。

( 1 )全体に関すること

①受講・成績履修システム

11年度からは受講府議手続きから目覚絞交付に至る履修システムを改めることに

した。これは、事務体制を改善し、限られた隊左手の中で所姿の業務をこなすため

である。なお、この改善によって学生の利{受性も向上することができる。

従来、学生の履修は、次のように行われていた。学期初jめに、各学生が受講し

たい各科目の担当教員に、受講申請票(成綴交付票付)を提出する。問符に、学

生は学生課に受講腐を徒出する。これは、当該年皮の仰曜日の何時間尽に何を受

講するか、いわば年間の時間割を記入したものである。このように、学生は別々

のところに異なる様式で届出を出す必要があったo

受講申請EZを受け取った教員は、学期終了後に、成綴交付緊に成績を醤き込み、

学生課へ提出する。その際、各教員は各科目について、受講者数や単位修得者数

を成綴総括表に書き、学生課へ提出する。

学生課l土、その成績を、各学生の成絞涼終に記載する。その後、各学生に各科

目の成絞交付紫を渡す。成綴原j容は、各学生には原則隣覧のみ許されている。成

績原簿をもとに、卒業に必聖書な修得単位数や推薦11寺に使う平均点が言卜t，iされる。

この方法では、いくつか問題があった。まず成績原簿の処理が手作業で行われ

ているため、iIiLi記ミス、計算ミスが生じやすい。また、学生側にとっては、 f喜々
の科目の成績が示されていても、修得単位の一覧表にまとめられていないために

見誤りが生じやすい。

また、学生課に提出される受講届は仮の申請屈にとどまり、受講申請票と一致

するものではなかった。

以上の問題点を解決するため、受講申請手続きから成綴交付までの履修システ

ムを 1Tを活用し一元化できるよう検討した。 11年度よりこれが稼働される予定

である。

②学期、諸規程等、中期計画

6月に学生部委員会規程を作成した。

11年4月の法人化を見据え、 1~3月に規程等の見直しを行った。学則には今まで、

授業科目とそれぞれの単位数が示されていたが、 i高知女子大との整合がとれるよ

う、 lllJに「教育課程の授業科目に関する規程Jを設け、そこに記載することにし

た。これは、法人化以降に施行されるo

また、諸規穫のうち学生部委員会の担当とされた学生便覧に掲載されているも

のについて点検し、必重きな訂正を加えた。

その他、法人化に対応して、 2~3月に、中期計画を作成した。

(2) 教務

①アンケート及び各種調査
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卒業生就職進学アンケート、卒業生満足度アンケートを実施した。なお、調査

票の質問項目、戸、J察を事前に見直し、いくつかの修工Eを行っている。新入生アン

ケートについては、広報委員会の設置に伴い、本年度から問委員会が実施するこ

とになった。

就業状況調査、編入学・就職希望務舎をl年生を対象lこ7月と 1月に実施した。

就業状況調査は県議会調査において「働きながら学べる夜間の学校として、学生

の就業状況を入学時と卒業時だけでなく、在学中についても把握すべきj との指

摘を受けてのことである。進路の希望調査は、学生の進路希望を早めに知って進

路ゼミの講義に反映させるため、就業状況調査と同時期に行った。なお、データ

入力は基礎ゼミ担当教員に依綴した。

②学生使覧・シラパス

学生便覧を全般的に見直し、学生生活で生ずる疑問に答えられるようにした。

具体的には、各穣申請手続期限一覧表、授業料と奨学金、授業料の減免の詳細、

地箆や津波等の災害時の対応などを追加した。また、記述上の不空襲合や重複等も

産した。

シラパスについては、 09年度同機、委員会で詳しくチェックを行った。また10

年度から、 web上で各科目のシラパスを公開した。

③行事:日程

ア)オリエンテーション

オジエンテーションは、 4Jl5日から713までの3日間実施した。 10年度は、オ

リエンテーションの説明内容を冊子にまとめた「履修ガイダンス(オリエンテ

ーション)資料」を整備した。これによりポイントを絞って説明することが可

能になったので、次年度からは、オリエンテーションの日程を従来の3日間から

2日凋に圧縮できる余地があることがわかった。

イ)学内行事に伴う授業短縮と休講に関する取り扱い

毎年恒例となっている、学生による学生大会と短大祭、社会科学会による公

開講座の日穏は、前年度のうちに決定してもらうようにした。その結果、 10年

度は、年度初めに配布する学生便覧の行事予定表に、これらの行事を裁せるこ

とができた。

学生大会、公開講座に伴う授業の時間短縮や休講に関しては、従来は、実施

約1か月前に教授会で承認を受けて、学生や教員に知らせることになっていた。

10年度は、日程が前年度中にわかるようになったため、予め一括して授業時間

短縮や休講の承認を受け、学生便覧の行事予定表に載せるようにした。

専攻科においては、学生大会、公開講座に伴う綬業の時間短縮や休講は従来

担当教員の裁殺に任されていた。しかしながら、専攻科生も本科生向様、自治

会費、社会科学会授を負担していることでもあり、 10年度からは、本科生と問

様の取り扱いをすることとした。

ウ)補講・試験期間

10年度は補講期間を短縮して2日間とした。同年度は補講が多かったせいか、

同じ時聞にいくつかの科目が重なり、学生によっては補講を受けられないこと
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が生じた。そこで11年度は、補議期澗として、原則同じ綴日に受講できるよう

にするためl週防分確保し、この後に試験期間としてさらに1週間設けることと

した。なお、補識が不要な科目では、補講期間の終了を待たずにすぐ試験でき

ることとし、そのため呼称も「補講・試験期間Jとした。

エ)夏季集中講義

夏季集中講義l士、休日の土曜日・日限日も開講している。休日の開講の際の

教職員体制など検討を進めた。従来、:1[2罪集中講義の準俄は当該年度が始まっ

てから行っていた。本年度からは、通常の授業科目同様、これを繰り上げて講

師の選任は可能な限り前年度中に行い、シラパスも作ってもらうことにした。

これによって11年度からは、学生に早めに周知できるようになった。

④科目

ア)開講科目

第二外国語である中国語、韓国語、フランス語、ドイツ諮は4単位科目である。

しかしながら今までは、講師の関係でフランス語、ドイツ諸については2単位の

開講にとどまっていた。最近は編入学する学生が犠加しており、第二外国語の

重姿性が高まっている。このため、 11年度からはフランス語を4単位開講するこ

ととした。

イ)専任教員の科目負担と担当科窓

科目負担については、 08年度までは一般教員は原則14単位で、学長代理・学

生部長は6単位少ない8単位で、あった。 09年度は、それぞれ2単位ずつ増やし、一

般教員は16単位、学長代理・学生部長は10単位負担とした。しかしながら、学

長代理・学生部長については、次第に学務が増加する傾向にあるところから、 1

0年度は2単位減らし、 8単位とした。さらに11年度は、法人化に伴う学務の繁忙

化を考慮して、国l学長は6単位とすることとした。

( 3) )組織支援

10年度は、就職の拡充が大きな柱とされており、さまざまな企画を立案し、実

行した。就職支援については、 11年4月予定の短期大学設霞基準の改正(第 35条

の2 r社会的職業的自立を図るために必要な能力を養うための体制J)に対応し

て、また、 09年度末に行われた卒業生満足度アンケートの結果からみて就職支援

の要望が大きいことなどに緩みて、支援体制を強化することにした。

4月の就職ガイダンスでは、外部からキャリアコンサルタントを招いて講演して

もらった。

10年度の新しい試みとして、社会人基礎カ養成講座を年間12回実施した。前半7

剖(第 I部6月9，16，23，30日， 7月7，14，21日)をキャリアコンサルタントに依頼し、

社会人としてのきめ細かな指導を行った。後半をジョブカフェから講師を派遣し

てもらった(第H部9/1，8，第血部10/6，13，20，第N部1/12)。今年度のジョブカフ

ェからの議締派逮頻度は従来の3f音機に当たる。この社会人基礎力主主成講座は、従

前通り単位外の科目としていたため、他の:iE式科医の受講に支隊ないように、水

綴日 15:55~17 ・ 25 (通常の授業時間外)に設定した。受講生の数は期待された都

にはあまり多くはなかった。これは、受講しでも単位認定がなされないこと、 i鼠
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常の時間幣から外れていることなどが原因であると忠われる。次年度からは、単

位認定を行うとともに主主施11寺聞を通常の時間帯にずらす等の改善を行う方針であ

る。

10年度の学生には、編入学志望だけでなく、公務長志望者も多かった。そのた

め、 4月2313に、 f現役公務員と公務員試験を受ける学生の座談会Jを設け、学生

が公務員試験の勉強方法などを聞く機会を設けた。また、公務員試験用の図書を

購入し、図誉総にコーナーを設霞した。

就職希望としながらも活動していない学生も見られた。 10年度においては、個

別の基礎ゼミや進路ゼミで、早い段階から就職活動について自党を促すよう、対

応することとした。 11年皮には社会人基礎カ養成議l墜を単位化することで、キャ

リアデザインとあわせ受講を促すように努めるとともに、就職相談日を設け、就

職のカウンセリング・個別相談の体制を整える。

編入学志望者と合間で、 12月9日に懇談会を開いた。

就職・編入支援窓においては求人情報や就職説明会などの情報を掲示した。

6月23日に、岡山市で行われたリクルートフォーラムに教員1名が参加し、今年

度の就職概況について総議した。

(4 )編入

10年度は、 09年度までの絞験をふまえ、編入支援体制jの充実をはかった。

編入先の拡大を検討し、複数の大学に推薦枠検討を依頼した。 11年度には推薦

枠の摺加が期待できる。

編入学後の情報収集や、過去問の集積・整理を行った。いくつかの間題には模

範解答を付ーした。また、編入学受験者からの体験談を収集した。

1年生を対象に、 12月9日に編入学合格者、就職内定者との懇談会を開いた。 2

月9日lこ編入学模燦試験を実施した。就職・編入支援室では編入学の募集に関する

情報を閲覧に供した。

( 5)入試

入試日程を作成した。ただし 2次募集、 3次募集の日程は入試委員会が作成し

た。

社会科学科、専攻科の学生善まー集要項、 2次学生募集要項、科目等履修生募集華客項、

委託生募集華客攻を作成した。

( 6 )厚生・学生支援

6月の学生大会、 12月の学生大会ではそれぞれ、自治会役員が新しく選ばれた。

学生大会では、学生からの婆皇室(厚生・施設関係が多し、)が出された。今年度も

各学生大会終了後、新自治会役員と懇談し、学生の姿惑を闘いたりした(6/24、12

/21)。

3 目標に対する評価と残された課題

認証評価を受若手し、無事、基準をお記iたしていると詳価されたことは一定の成果で

ある。

教務については、新しい瀦査や既存のアンケート等により、学生の状況把握に努

めた。集めたアンケート結果を、今後も活用していくことが課題であろう。また、
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次年度、履修システムを改善し、 1T化することによって、①繁雑な事務処理が簡

素になり、②ミスを防ぎ、③学生の受講行動が把握しやすくなり、さらに④学生に

とって二重に届けを出さなくてもよくなると期待されている。

教育の質の向上を図るためには不断の努力が必要である。中期計画にも記したこ

とであるが、①現行のカリキュラムが学生の能力向上に寄与しているかどうか、例

えば就職先や卒業生から聴き取りやアンケートで誠宝まする、③オフィスアワー制度

を設けて、教員と学生の問のコミュニケーションの機会を増大させるなどの工夫が

E重要であろう。

就職支授に関しては、①社会人基総力養成講座を始めた、②公務員希望者を対象

に、懇談会を開催し、また受験参考図書を購入した。 11年皮は、社会人基礎カ養成

講座の単位化や、就職相談日を設定して個別の指導も強化する方針である。これに

よって一層の支援拡充がなされる見込みである。

編入学支援については、情報収集等を強化した結果、過年度より一廓適切な指導

が出来るようになった。しかしながら、編入学については残念ながら10年皮は15名

となり、 2年連続21名となった昨年度の水準には届かなかったo

なお、 11年度 4月からは、学生部委員会はなくなることになる。代わりに創設さ

れる学生委員会と教務委員会で分担して、厚生、教務、編入、就職を所管すること

になっている。また、入試募集要項、入試日程等については入試委員会が、専攻科

関連については専攻科委員会が所管する。

c 広報委員会

1 広報委員会の間的と今年度の体制

広報委員会は、商知短期大学の諸活動を広報することを目的としている。具体的には、

様々な媒体を利用して短大情報や各種の詳淡等の告知、進学相談会への参加、また短大

において入試説明会を開催して、入学を検討している県民に対して入試情報等を説明し

ている。

今年度の委員会は、商主事(委員長)、杉浦、菊池の 3名によって機成した。

2 主な活動

活動としては、大きく二つに分けることができる。第一は、高校や専門学校などの教

育機関に在籍する生徒または教員を対象とする広報活動である。まず、民間業者によっ

て開催される進学説明会に参加し、来場する生徒や保護者に対して短大情報を説明した。

高校生に対する説明については、民開業者主催の説明会だけでなく、度後高校に委員が

出向いて行う場合もあった。今年度は、高知京高校 (6月 16日)、 i高知北高校 (7月 14

日)におLて行ったo 高校生に対する短大情報の屑知に隠しては、進路相談扱当の教員

がZ重要な役割を果たしているので、進路担当者向けの説明会を 7月 7臼に関{援した。ま

た、全教員により、県内の高校を訪問し、短大の活動や状況について説明することが例

年の活動であるが、広報委員会としては、その訪問i高校と訪問者の選定を行った。

第二には、高校生宏含めた形での一般に対する広報活動である。短大情報及び各穏入

試に関する紹介をするために、入試説明会を開催すると共に、短大における学びを理解
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してもらうために、通常の講義に参加できるオープンキャンパスを例年通り開催した。

広報については、入試情報を中心に、様々な行事の告知を短大HP、ポスター、地方公

共団体広報誌、ラジオ、テレピ、新開を利用して行った。その他、大学案内を作成し、

高知県内の高校はもとより、全国の定時制、通信号itlの高校に送付すると共に、図書館や

コンビニエンスストアなど、県民が利用する施設に配布して、短大の活動についての周

知を行った。

3 来年度委員会の課題

来年度の課題としては、社会人入試志綴者減少の原因が、広報の方法に存するのか、

それともその他に原悶があるのかの詳細の分析をする必要がある。また、広報誌の新規

の発行やHPの充爽など、主主大からの情報発信をより平交機的に行う必要‘がある。

4 自己百平fiffi

高校訪問やオープンキャンパスの受付業務において、全教員が協力して活動したこと

は評価できる。

社会人入試募集活動については、県内各施設に募集にi鶏するポスターを配布するほか

に、社会科学会の公開講座が開催される際には、ポスターの一部に入試説明会、入試情

報を掲載し、そのポスターを配布した。また、 12月には在学生に対して募集協力の依頼

をすると共に、学友会の協力のもと、ラジオ、 TVにおいて学生募集の広報を行った。オ

ーブ9ンキャンパス、入試説明会には、多数の参加者があった。また、社会人入試につい

ては、入試案内単独のポスターを作成し、配布した。しかし、社会人のオープンキャン

パス等への参加や志駁に大きくはつながらなかった。広報を時限的余裕をもって行うと

共に、大学案内の設霞場所、媒体等を再検討する必要がある。

短大情報の外部への発信については、総合情報センタ一巡営委員会委員等の担当者の

尽力により、広報委員会からの依頼のものも含めて、必要情報は更新されている。しか

し、広報委員会が主体となった新たなコンテンツの掲載は行われなかった点は、課題と

して残る。

d 専攻科委員会

1 今年度の体制と課題

(1)体制

青木准教授(委員長)、水谷准教授、田中准教授

(2 )課題

今年度の専攻科委員会の課題の第一は、学生支援と教育内容の充実である。専攻科

生からカリキュラムや授業内容に関する意見を開き、それを教育内容に反映させる

ことである。

第二に、学生募集活動を強化することである。近年、専攻科入学者数が低迷してい

る。そうした現状を改善するために、とくに本科生に対して、専攻科の教育内容を

伝えることが必要であると考える。

2 専攻科委員会の活動内容
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( 1 )学生支援と教育内容の光案について

1 )専攻科オリエンテーションと交流会の実施

学生支援活動の一環として、専攻科オリエンテーションを実施した (2010年 4

月4日)。その後、今年度入学の専攻科生と長期履修の専攻科生や教員有志による

夕食をかねた交流会を実施し、親日段を深めると共に入学生からの各種の相談を受

けた。

2)専攻科生に対するアンケー卜調査の実施

専攻科の教育内容を改善幸するために、専攻科生に対するアンケート調査を実絡

した。専攻科生全員にアンケート用紙を配布し、 r1、良かったこと、評価できる

こと」、 「豆、不I満前に

3点に関して、然記名の記述式のアンケートを行った。その結果を今後の教育活

動に反映させるために、専攻科委員会及び教授会において検討した。

3) W専攻科学生論集』の発行

年度末に地域政策演習や特別研究の成果をまとめて『専攻科学生論集』を発行

している。今年度は、地域政策演習担当の青木准教授が“高知県の紙産業の歴史

と現状 4社の事例調査一"というタイトルで論集を編集した。 2011年 3月に発

行され第 13号を数えることとなった。

(2)学生募集活動の強化に関して

1 )本科生に対する専攻科研究発表会

専攻科の魅力を伝えるために、毎年行われている本科生に対する学内の専攻科

説明会の前に、専攻科地域政策演習履修者 5名による研究発表(タイトル「高知

県の製紙産業J) を行った。本科主主 20数名が会場に足を遂んだ。

2) リーフレットの作成と配布

学生募集のためのリーフレット作成に当たって、専攻科教育の魅力をより伝え

られるようにき登記上の工夫を行った。履修モデルの説明、在学生からのメッセー

ジなどを掲載した。

3 自己評価と来年度の課題

( 1 )学生支援と教育内容

学生支援と教育内容の充実については、着実に改善された。アンケート調査で

は丁惨な指導体制に対する満足度の高さやフィールドワークについての関心の高

さが伺えた。しかし、専攻科生が少ないことは、きめ細かい指導というメリット

と同時に、専攻和|授業の活気が低下するというデメリットの双方があることが判

明した。少人数指導体制を維持すると共に、さらに学生募集を強化する必要が再

認識された。また、受講生によって学力レベルが異なるために、授業淫営の難し

さがあることも判明した。とくに法律系科目では、資格試験を!"1mす学生とそれ

以外との学生との院で学習速度やレベルの違いが見られた。個別指導を通じて、

こうしたニーズの遠いにきめ細かく対応してくことが求められる。
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( 2)学生募集活動

学生募集活動においては、リーフレットの改善や本科生に|向けての広報活動を

行ったにもかかわらず、 2011年度の入学生が 2名にとどまった。アンケート調

査には本科生が専攻科に進学する場合の入学金の免除の要望が出されていたが、

本科生からの募集を強化するためには、経済的な支援体制が必要であると考えら

れる。

e 入試委員会

1 入試委員会の体制l

今年度入試委員会は、関級学長代理(委員長)、細居教授(副委員長)、問中講師、

娘岸講師、梶原論部の 5名で構成された。昨年に引き続き、入試薬務の厳正・公正

な実施という社会的な交任を果たすことのできる体制を明篠化するという趣旨から

学長代海が委員長となったが、委員長を繍佐する体制をとる必婆が指摘され、今年

度から副委員長今を夜くこととなった。

2 2011年度入試の状況

入学試験は、推薦入試、社会人入試(前期)、専攻科入試、社会人入試(後期)、

一般入試、社会人入試 2次試験を実施した。専攻科は 2聞の追加募集を行ったが、

応募者はいなかった。入試にともない、 2名の個別入学資絡審査の申請を受け、審

議し、教授会への提案を行った。

社会科学科および専攻科の応募状況と入試結果は以下の還をのとおりである。

入試応募状況の特徴を概括すると、社会科学科については応募者も合格者もほぼ

昨年皮なみとなった。内訳を見ると一般入試と縫務入試の応募者を合計すると昨年

度と変らず、社会人入試の応募者が 3名減となった。昨年同様、本学からの4年制

大学 3年次編入の成果と、経済状況を反映し、授業料負担の少ない本学の魅力が増

したためと分析できる。また経済状況の怒化は授業料トを自己負担して学ぼうとする

社会人には応募を隊隊させる要因となっていると推測される。

また専攻科は応募者が昨年からさらに減少し、 2名となった。 広報宣伝のあり方

だけでなく、専攻科のあり方自体についての検討が求められている。
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( 1 )社会科学科の応募状況と入試結果

く役会科学科の入試形態別応募状況>

年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 

捻重喜 4 1 1 5 27 23 1 8 14 

社会人前期 24 1 7 1 9 1 3 1 4 22 

社会人後期 3 1 3 1 30 25 2 1 1 3 

社会人2次 8 8 5 7 7 

一般 39 39 4 1 37 54 60 

一般2次 1 

計ー 135 1 1 0 1 25 1 03 115 1 1 6 

く2011年度入試形態jJlJ応募者・合絡者・入学者>

2011年度 応募者 受験者 合格者

十住民号入試 23 23 23 

社会人前期 7 7 7 

社会人後期 20 20 

社会人2次 5 5 

一般入試 8 1 79 76 

1 34 1 3 1 

( 2) 専攻科の応募状況と入試結果

く専攻科の応募状況>

年度 I 2006 2007 2008 2009 2010 

応募者数 1 1 9 4 7 5 

<専攻科の応募者・合絡者・入学者>

20日年度 応募者 受験者 合格者

入試 2 2 2 

入試2次 。 。 。
入試3次 。 。 。

3 入試委員会の活動のまとめと自己評価・来年度課題

( 1 )活動のまとめと自己評価

単伎・人

2010 2011 

2 1 23 

1 0 7 

1 7 20 

5 

8 3 8 1 

1 3 9 1 36 

単位人

入学者

2 1 

7 

1 9 

4 

64 

115 

単位人

2011 

2 

単位人

入学者

2 

。
。

最初に新!日合同委員会を開催し、入試業務の総括と引継ぎを行い、以後、年度

を通じて合計 15回の委員会を務催し、以下の取り組みを進めた。

1) 2011年度入試を厳正・公正に実施した。さらにその改善のために以下の取り組
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みを行った。

①文科省からの提起を受け、入試実施にかかわるガイドラインを策定した

②一般入試の監替者マニュアルを策定した

③入試情報開示に関連する規程などを再度明確にし、規程集に掲載するとともに、

過去問や入試関連データの1-1P上での開示を進めた。

④選後方法と基本方針を盛り込む形でアドミッションポリシーを拡充した。

2) アドミッションポリシーにふさわしい入試実施にむけ、問題作成、評価基準な

どを委員会で充分審議して進めてきた。推薦や社会人入試についても評価基準な

ど蛍見交換をしながら評価を進めてきた。

3)本学の入試のあり方の1食言すを進めた。特lこ入試成績と入学後成績の関係につい

て、いくつかのデータをまとめ、検討を行ったが引き続き検討の必要が確認され

た。

(2) 来年度の課題

1 )入試のあり方について基本的な検討を引き続き行う必要がある。すなわち、

般入試問題の水準設定・評価基準の検討、推薦入試、社会人入試における基礎学

力評価、議類の採点基準などの検討、さらに入学後の追跡調査と合格基準の検討、

学力考査の位霞づけ、一般入試における面接導入などである。

2) さらに今年度入試がアドミッションポジシーにふさわしい学生確保につながっ

ているかどうかなどの検討を F D会議などで検討していく必婆がある。

f 将来機想委員会

l 将来構想委員会の目的と今年度の課題

将来構想、委員会は、高知短期大学の改革問題を識変、検討することを目的としてい

る。具体的には、基本的な制度、カリキュラムに係る改革を調査、検討すると共に、

その他の大学改革に関わる事も対象とする。

今年度の委員会は、細居(委員長)、商漆(事務局長)、下山(事務局員)、梶原(事

務局員)によって構成した。しかし、今年度は法人化等の重姿な案件があるため、

学長代理、学生部長を加えた形での委長会開催が通常であった。

2 主な活動

今年度の主な活動としては、大きく二つに分けることができる。第一は、法人化

に関する活動である。法人化に関する議論を教授会において行うために、その議論

の素材を提供することである。そこで、他大学の制皮や状況を調査し、また、私学・

大学支援課から提案される定款案等について分析し、修工E提案を行った。また、法

人化検討委員会専阿部会には、委員会から 3名(綿庭、西i察、下山)が参加し、 短

大の考え方を表明すると共に、積極的に議論に参加した。また、法人化に伴う、中

期計画、中期目標の策定に関係して、各委員会への検討依頼を経て、中期目綴、中

期計画を教授会において議論する素材を提供した。

第二は、短大の将来構怒との関連における社会科学系新学部の内容検討である。
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この活動については、永国寺キャンパス整備等検討チーム会に提出する、社会人教

育のあり方を提案する素案を作成し、教授会懇談会に提出した。

3 来年度委員会の課題

来年度の課題としては、新法人のもとでの短大の将来構想、と永国寺キャンパス護

備等検討チーム会への対応をあげることができる。

4 自己評価

法人化に関連した作業においては、教綬会において議論するための素材を提供す

ることができていたが、その議論の結果を法人化検討委員会専門部会においては反

映させることはできなかった。

社会科学系新学部に関連した作業においては、社会人教育のあり方を提案する若者

案を作成し、教授会懇談会に提出することができたのは評価できるが、実際の検討

チーム会での議論においては、積極的に協議に参加することができない状況となっ

てしまったので、短大祭を反吹させる点については、問題が残った。

g 地域貢献委員会

1 委員会の密的と事業

地域貢献委員会の沼約は、本学の教育研究機能を広く地i或社会の発展のために生

かすこと、また地域と連携して本学の教育研究機能を高めていくことであり、その

ための取り組みを推進することである。

具体的な事業としては、県内各自治体と連携した公開講座の開催、地域と連携し

た授業科呂「高知学」の隣議などである。

2 本年度の課題と体制

本年度の体制は水谷(委員長)、青木、梶原の 3 名で檎成された。主な五~J預は、①

本山町主催潟知短期大学公務講座の企画と実施、②本学専門科目「高知学NJの企

画と実施、③県内の集務における地元学の取り組みと遼携の模索(短大サークル「入

河内・丸ごとキャンパス」との連携)、④「地域協働・高知学研究センター(仮称)J 

設立の検討・提案で、あった。

3 本年度の取り組み

①本山町主催高知短期大学公開講座は、これまで 26回を重ね、 2010年度の今年

度は第 27回毘を迎えた。近年は公開講座への参加者の減少や、マンネリ化といった

点が指摘されていたが、昨年度より、これまでの公開講座のあり方を抜本的に検討

し、新しい形式として「地元学」によるフィールドワークを組み入れた内容とした。

テー?を『地元学で再発見!本山町の fあるもの探しj 第 2弾』とし、以下の 2日

間の取り組みとなった(参加人数本山町からお名、短大学生・教員 8名)。

12月 11日(土)本山田}‘行J11 (なめかわ)流域における「地元学J・フィールドワー

ク、絵地図作りグ、ループワーク

12月 17日(金)公街講座 rr商人道j が担う、地域の“発主主"J
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②「高知学Jではこれまで体験実習を含めた取り組みを行ってきたが、今年は本

格的に体験実留を中心にすえた授業として「高知学NJを企画・実施した。テーマ

を「高知県の燦業の現代的課題と街路市の役割IJJ とし、高知県の主要幾度品の一つ

である生美に注目して、アグリビジネスの現代的課題について学習した。また、受

講生が日 l壌市で実際に肢を開き、生美の加工品を販売することを通じて、日日程市な

どの街路市が高知県の農業において果たしている役害IJについて学習した。

9月 17日(金)高知市農協園芸部部長の諮義と朝食地域での生美j設場及び工場見学

9月 18日(土)有機のがっこう「土佐自然襲J(土佐町)での燦業体験

10月 16I=l (ニlニ)ショウガの加工方法に隠するデイスカッション、日日翠市出応計額i

グループワーク

11月初日(土)街路市の役割に関するテ‘イスカッション、日 11護市出庖計画グ、ルー

プワーク

11月 27日(土)日曜市出版準備ゼミ

11月四日(日)臼緩市出J百体験

③地域と連機した数脊の取組みとして、安芸市入河内地岐における地元学の取組

み「入河内・丸ごとキャンパスj との連携を行った。入河内地区の幾度品である「入

河内大級j の栽培を行い、 2011年 1月 30日(日)に日畷市において販売した。

④短大の地域連携・地域貢献の活動内容を整理し、地域との連携の取組みをさら

に充実させるため、地域賞献委員会を「地域協働・高知学研究センター(仮称)Jに

転換することを検討し、教授会への提案を行った。

この{也、高知学のHPへの掲載などの取組みを進めた。

4 EI己評{衡と課題

①本111町公僚講座の取組みで、は、本山町住民と本学学生・教員との協働で地域資

源の豊かさを再発見できたことは有意義だ、った。参加者の篠保や公開講座のあり方

については、今後の検討すべき課題である。

②高知学の地域と連携した体験実習型授業は、地域との新たなつながりを形成し

た点、また学生が生き生きと積綴的に参加し、通常授業では見ることのできないカ

を学生が発揮しているなど教育効果という点でも大きな意味をもつものだと考えら

れる。体験型授業を充実させつつ、従来行われていた公開講義の部分をいかに発展

させていくか大きな課題となっている。

③入河内での取り総みは、地区住民の方たちにアドバイスとこ、教示をいただ、きな

がら入河内地区の農産品である「入河内大根」の栽府と日耀市での販売を行うこと

ができた。活動をいかに維持していくか等が今後の諜是重である。

④地域貢献委員会で提案した「地域協働・高知学研究センターJ案については、

2011年 4月に、地域貢献委員会を改組して、新たに「高知短期大学地域連携センタ

ー」を設立することが決定した。これまで地域寅献委員会が担ってきた地域連携・

地域貢献活動を、具体的にどのように充実させていくかが課題となる。
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h 総合情報センター遼営委員会

1 今年度の課題と体制

2010年度の総合情報センター運営委員会は、水谷J徒数授(委員長)、菊池講師の

2名により構成された。

総合情報センター運営委員会の呂的は、高知短期大学における図書館資料及び情

報システムの管理、運営を行っていくことにある。今年度の課題は、 (1)短大とし

ては年度内に行われる大学評価・学位授与機構認証評価に向けて短大ホームページ

の充実を図ること、 (2) 高知女子大学と合同の「総合情報センタ一巡営委員会j に

おいては、①高知女子大学の大学名変更に伴うドメイン変更作業の検討、②池キャ

ンパス共用棟情報演習室のパソコン購入および設定、③専任情報処理技術職員の配

霞、④電子ジャーナル (EBSCO)購入、⑤池キャンパスへの図書館増築作業で、あっ

、た。

2 今年度の活動内容

( 1 )短期大学「総合情報センター運営委長会j における活動

高知短期大学では、 2010年度に、大学評価・学位授与機檎による認、証評価を災!j苗

した。この認証評価に向けた短大のホームページの充実は昨年度からの継続課題で

あった。自己評価委員会を始めとする各委員会と協力し、規定集・年報等の必要な

情報をホームページに掲載することができた。ホームページ更新作業については、

昨年皮若干混乱が見られたため、決裁方法を縫認し、作業の一元化を図ることがで

きた。

新入生向けの IPアドレスの作成作業を例年通り行った。

学生用の参考図書;として、教員がJ並立害する図替を、前期・後期に熔入した。

(2) 女子大学・短期大学「総合情報センター運営委員会Jによる活動

2010年度女子大学・短期大学「総合情報センタ一巡営委員会」 は 10回開催され

た。

a)情報処理‘部門

2011年度、高知女子大学は高知県立大学へと校名の変更を予定している。学校

名の変更に伴い、従来使用してきたドメイン名も変受する必要があるため、新ド

メイン名と移行作業が議論された。新ドメイン名への完全移行は 2011年 9月を予

定している。具体的な作業については情報処理部会で議論された。

図書情報課に専任情報処理技術1議員が配置されていない点、は、女子大の認証表

評鏑結果でも指摘されており、継続的課題である。例年通り予算申誇を行ったが

認められなかった。

b)図察部門

女子大池キャンパス図書館が増築された。これに伴い、今後の永国寺図芸書館と

池図書F館の機能の1食言す作業も行われた。新たに電子ジャーナルとして EBSCOが

導入され、学内ネットワーク上で利用できるようになった。
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3 自己評価と課題

認証評価に向けて、自己評価委員会と協力し、規程集・年報告事を HPに掲絞する

ことができた。また、各委員会から依頼された情報の更新を随時行うことができた。

昨年度若干滋乱が見られた縄裁経路について確認作業を行い、一元化を図ることが

できた。

学内のネットワークシステムは老朽化が進んでおり、機器の故障などトラブ、ルが

続出した。女子大総合情報センター運営委主主会の情報処理部会員や非常勤職員によ

り対応が行われたが、要T用や人的リソースの問題から十分な対応ができたとは言い

難い。永国寺キャンパスの将来構郊にも関わってくるため、見通しが出来にくい状

況ではあるが、機器の受業Ifや専門技術職員の記霞等がE果是重である。

倫理・人権委員会

1 今年度委員会の体制

問中講師(委員長)、彼岸議柄、梶原講師の 3名で構成された。

2 今年度の活動内容

-各種ハラスメント規程・ガイドライン等の作成

従来のセクシャル・ハラスメントに関する規程等に替えて f高知短期大学ハラ

スメントの防止等に関する燦稜j， f高知短期大学ハラスメントガイドラインj、「高

知短期大学れラスメントに係る問題の苦情及び相談の対応手続実施規則Jを新た

に作成した。

・ハラスメントの外部相談窓口について

外部相談窓口としてソーレとの関係を正式に復活させた。今年度の相談件数は

0件であった。法人化後も 22年度と問一条件で外部相談窓口になることについて

の了承を確認した。

-学生のモラル向上についての提案

11月に各教員に学生のモラル向上のための呼びかけを講義関始時に行ってもら

うように要請した。

3 諜題

・啓発活動

本年度l土、(昨年度委員会による)ガイダンス時のリーフレット配布と、ハラスメ

ント規程及びガイドラインの改定後のリーフレット配布を除くと、特別な啓発活

動を行わなかった。また、教職員に立守するものを含め、どのような活動が有効な

ものかについての検討が必要と思われる。

j 匿際交流委員会

1 体節目

今年度国際交流委員会は、細居教授(委員長)、杉j街並教授、彼岸講師の 3名で構

成された。 1999年に始まった韓国晋件|進言葉大学との悶際交流の実施を主な課題とし
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ているが、同大学の慶南科学技術大学への改組 (2011年 3月)に伴い、今後の伺大

学との交流のあり方検討も大きな課題となった。なおi司大学との交流は、本学科目

「韓国語j の徐息卿l非常勤講師の多大な協力を得て進められている。

2 今年度委員会活動と国際交流の取組

1)韓国研修旅行

8月 1813から 22日まで韓国研修旅行を実施した。参加は在学生4名、卒業生2

名(現科医履修生)、教員3名(専任 2名と非常勤講師 l名)の合昔1-9名となった。

例年通り、管州産業大学の学生宅へのホームステイと学生との交流を中心に、韓国

の歴史文化祝祭を行ったが、今年度の新たな取り組みとして市場調査(スーパーな

どにおける食品の市場価格調査)を行った。取り緩みが遅れたこともあって、参加

人数は例年より少なかったが、者い学生の参加割合は例年より高かった。公式行事

を抑制し、簡素となったが、相手校の親身で暖かい受入れにより、参加が学生には

大きな経験となった。

なお事前の準備、反省会などを行うとともに、研修報告会を行い、報告書蓄を作成

した。

2) その他の取り組み

毎年 2月には普州庭業大学からの訪問受入れを行っているが、今年度は相手校の

改組なと、の若手情により、線国からの訪問はや止となった。

なお韓国からの訪問受入れの際に様々な協力をお願いしている国際交流クラブは、

悶際交流参加者によって組織されたものだが、国際交流委員会としてクラブとの意

見交換を進めている。

3 今年度の評価と今後の諜題

韓国研修旅行については、取り組みの遅れなどもあり、参加者は少なかったが、

学生にとっては大きな学びの機会となった。参加者を広げるための工夫など、継続

する場合の線題も少なくないが、より大きな課題は、晋州産業大学の改組に伴う伺

大学との国際交流のあり方の検討である。改組によって、これまで交流相手であっ

た同大学土木工学科夜間諜程が溌止され、社会人学生間の交流とし、う性格が変化し、

交流をどのように進めるのか改めてj食言せが必要になっている。また徐講師や国際交

流クラブから得ている協力のあり方も引き続き検討課題となる。

k 自己評価委員会

1 課題と体節目

今年度の自己評価委員会の課題は大きく 3点に集約される。 1点目は、今年度最

大の課題でもある、 f大学評価・学位授与機構Jによる認証言手悩の実施とその対応で

ある。 2点目は、認証評価の評価項目でもある、外部評価の実施である。 3点目は、

昨年度の委員会で年度ごとの自己評価書として明確に位置付けた、『高知短期大学年

報』の第 22号を発行することである。

こうした課題を実行するため、今年度の委員会は関根学長代理、大井学生部長、
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細蔚教授(委員長)、西襟j校教授、菊池講師、田島総務企鴎課長の 7名で構成された

(協力:茂松高知女子大学総務企闘課長)。また昨年度に引き続き、認証評価ワーキ

ング・グループを設怪し、喜朗居教授、 illil事佐教授、菊池講師の 3名で牛蒋成した(協

力:明神高知I女子大学大学改革推進室主事)。

2 委員会の主な活動

( 1 )認証評価への対応

今年度の委員会の活動の中心は、まさに認、証評鏑への対応であった。委員会の開

催は年湖沼周に及んだ。昨年度より、本委員会および認、経評価ワーキング・グルー

プを中心に、認、註評価に対応する体制を鐙えてきたが、本年皮は、「自己評価苦手Jの

作成・提出、「自己評価苦手」に記載された内容が事実であることを確認するための別

添資料(通称、エピデンスと呼ばれる)の整備、関連規程の繋備、情報公開のため

のホームページの怒備、認証評価機関による訪問調査に準備等、課題が緩めて多岐

に及ぶため、全学的な取り組みで認証評価に対応した。

「自己評価書Jの作成、エビデンスの確認と整備には多くの時間と作業を婆した

が、提出期限の 2010年 6月までに無事作成・提出することができた。自己評価書ーの

作成にあたり、既存の規程の見渡しゃ新たな規程の作成が行われ、これを『規程集』

として発行した。また、認証評価に向けた大学の各種情報の公開については、総合

情報センター遂営委員会と協力し、『規程集』や年報等の必婆な情報をホームページ

に掲殺することができた。

「自己評価審j の提出後l士、認証評価機関による訪問調査の受け入れ準備の対応、

を行った。具体的には、評価機構からの質問事項・姿諸事項の縫認、対応担当者の

選定・および事前打ち合わせである。訪問調査は 2010年 12月行われ、各施設や授業

現場の祝祭、本学老女職員、在校生、卒業生に対するヒアリング調査が行われた。

(2 )外部評価の実施

今年度の課題に、認託評価の評価項目でもある、第三者・外部言利回の実施があっ

た。外部評価に向けて、 ri潟知短期大学外部評価会議室規程jを作成し、本学の外部評

価機関を「高知短期大学外部評価会議」とした。高知県の各界から外部評価委員を

選任し、本学『年報J等の資料に基づいて、第三者の立場からの評価を委嘱した。

2010年 11月8日に2010年度高知短期大学外部評価会議が開催され、教育研究活動、

大学改革と将来構想、i、地i或主主献、管理運営等を評価項留として、検討・審議がなさ

れた。外部評価の結果をまとめ、報告した。

( 3) W高知短期大学年報』の編集・発行

今年皮は、『高知短期大学年報J第 22号を編集・発行した。編集担当は菊池委員

で、あったo W年報』は認証評価での別添資料でもあるため、発行期日を早める必要が

あったが、自己評価望書提出期限である 2010年 6月発行には至らず、 8月発行となっ

た。なお、学位授与機構には昨年度年報を別冊資料として送付した。

今年度も『年報』の合評会を委員会で実施し、改善点を検出することとした。
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3 自己言利融ー

自己評価委の提出、訪問調査の受け入れを終えて、 2011年 3月に、大学評価・学

位授l子機構より、「設霞基準を満たしている」とし寸評価を受けたことがなによりの

成果である。また、認証評価の実施を通じて、本学の改善幸すべき点、課題が抽出さ

れ、これらへの取り組みが前進したことも大きな成巣で、あったo

外部評価会議を実施することにより、高知県の各腐より示唆に箆む段重な意見を

頂くことができた。

f年報』については、自己評価舎としての性格をさらに明磁化し、各穣エピデン

ス等を『年報』中に蓄綴していくことを篠認した。

4 来年度の諜題

認証言、f-価結果を整壊して、全学的に業務をいかに改善するかが大きな課是重である。

、また、『高知短期大学年報』を自己詩価審として、編集・発行することも課題である。

外部評価会議については、今後いかに実施していくかlこついて検討していく必要が

ある。

FD委員会

1 体制と課題

2010年度の FD委員会は、杉浦委員長、問中委員、小林委員の 3名体制で出発し

た。

本年度において重点的に取り組むべき課題として、①教員による授業参畿と意見

交換、②活動範囲の拡大、の 2点を設定し、これを達成すべく活動した。

2 活動の概華客

上記の課題①については、 FD委員による講義見学を、 5月 27日(木)から 6月 9

日(水)までの 2週間にわたって実施した。また、問時期に、 FD委員が担当する講

義を見学用に開放した。全体で 13科目の講義で見学が行われ、累計ーで 31名からの

コメントを集めることができた。その結果をまとめた文書を教員に配布し、講義方

法の改善に活用するよう愛読した。

課題②については、非常勤講師との懇談会を、 7月8日(木)から 7月 14日(水)

までの 1週間に実施した。 9名の非常勤講師が参加し、講義方法や学生の状況に関

する意見交換を行った。

これら以外の活動として例年返り次の 3点を実施した。第 lに、'授業評価アンケ

ートを、 7月 16[:1 (金)から 7月 23[:1 (金)までの期間で実施した。アンケート

は総務企画課および学生殺の協力を得て、夏休み期間中に集計作業が行われた。集

計結果は 12月、各教員にそれぞれ配布し、授業改警に役立てるよう要請した。その

際、各系と全体との数値を合わせて配布し、館iJlJの集計結果がより多角的に把握さ

れるよう配慮した。

第 2に、 FD会議を 7月 8[:1 (木)と 12月 16日(木)に僚催した。議題は、次の

3つであった。 1つ聞は、社会科学基縫演習(基縫ゼミ)の参加者の状況と特徴、内
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容と進め方、評価と改善点である。 2つ闘は、社会科学演習N(進路ゼミ)の参加

者の状況と特徴、内容と進め方、評価と改善点、社会科学演習皿(進路ゼミ)への

課題や期待である。 3つ目は、各教員が担当する講義の受講生の状況と特徴、進め

方や工夫点、詳価と改善点である。これらに加えて、新入生を始めとする学生状況

の把握を交流し合うことで、現状と課題に関、する認識の共有化を進めた。

第 3に、 FDセミナーへの参加である。具体的には、日月 10日(火)に高知学園短

期大学で開催された、 SPOD(四悶地区大学教職員能力開発ネットワーク)の FDセミ

ナーである「学習評価の基本」に、杉浦と小林が参加した。

その他、認日正評価のための自己評価若手を作成するにあたって、 FDi景観Jを通じた授

業改善事例を縄載するための編集作業に協力した。また、 SPOD事務局より 3年間の

活動報告書を作成するよう急逮重要請があったため、これに迅速かっ的確に対応した。

なお、上述の活動を磁実かっ円滑に遂行するため、 FD委員会を 7回開催した。日

程は、 4jJ 6日(火)、 5月 11日(火)、 5月 25日(火)、 6月 16S (水)、 6月初

日(火)、 7月 6S (，く)、 12月 15日(水)であった。

3 評価と課題

例年の活動に加え、講義見学および非常勤講師との懇談会を実施することができ

た。多くの;意見が寄せられた点も成果であるが、これらの活動を通じて授業改善へ

の取り組みを参加教員に意識させることができた点も収穫である。今年度の課題と

して設定した内容を十分に透成したことになり、この点は務織的に評価できる。

その一方で、多くの教員が FD活動の主体となるよう支援していくことが必要で、あ

ると恩われる。例えば、講義免学において見学する側を経験していない教員は少な

くない。また、 FDセミナーへの参加は基本的にぬ委員に限定されている。これら

の活動は授業己主主審に決定的に貢献するため、来年度は FD活動への参加教員の範殴を

より拡大していくことを課題としたい。

m 社会科学会

l 今年度の課題と体制

2009年度の社会科学会は、下山及び小林の 2名の体制で出発した。

今年度の活動課題は、第一に、社会科学会費の納入率を上げることであった。第

二は、公開講座を春と秋に実施し、参加者の橋大をはかることで、あった。

2 今年度の活動内容

今年度は合計4 回の運営委員会、2 聞の公開講~委員会及び4 回の公開講座(春季、

短大祭、 2図の特別公開講座)を実施し、その他、泰季公開講座の開催後に社会科学

会総会(6/10)を開催した。併せて、過去 3年間実施していなかった研究会について

も、今年度は外部より講師を招き、実施することができた。

( 1) W社会科学論集』の編集・発行

今年度は 98号(2010年 12月 22S)を編集し、発行した。 99号については、原稿

が規定'数集まらなかったため、発行を見送った。掲載論文の等の詳細については、
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後掲N3を参照されたい。

(2)公開講座の関催

今年度は、若手季公開講座として第 36回(2010年 6月 1013)を秋季の短大祭公開講

座として第 40回(2010年 11月 4日)を濁催した。いずれも 80名以上の参加者(一般

参加者は、若手季が 9名、短大祭が 10名程度)を数え、講演終了後は活発な質疑応答

がなされた。また、今年度も昨年度に引きづづき、学生募集の一環として特別公開

講座を実施した。

1) 第 36回公開講座(2010年 6月 10日)

講師大)11紀男氏

演題:アナウンサ一生活 35年

2) 短大祭第 40回公開講座(2010年 11月 4日)

講師・下山王室二(本学講師)

演題・尖関諸島をめぐる諸問題

3) 特別公開講座 (2010年 12月 12日)

講師:大江一平氏(東海大学専任講師)

演題.定住外国人の政治参加と地方自治

特別公開講座 (2011年 3月 7日)

議締:宮下修一氏(静岡大学准教授)

演題:おまとめローンの畏

( 3)研究会の実施(2010年 12月 1213) 

大江一平(東海大学専任講師)

「定住外巨人の政治参加はどこまで可能かつ 慾法学の観点から j 

小林直三(本学准教授)

「走塁法上の後手1]としての中絶権ーその正当性と積極的意味づけ-J

(4 )会計報告

高知短期大学社会科学会 2010年度(2010.4.1 ~201 1. 3. 31) 会計報告

<収入> (単位円)

陸前年度繰越金 627，700 (普通預金) I 
11 14， 193 (現金)

学生年会費

教員年会費

通藍型主主

計

639，000 

142，000 

229 

1，423， 122 
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<支出>

τ高注(春)
公開談s[(短大祭)

公開講座(特別)

雑'I1t(発送望号含む)

広告焚(学友会)

vz年度繰越金

(単位円)

ーヨ一ロ

137，645 

36，090 

18，000 

26，060 

127，575 

1，054，329 (普通預金)

笠」立i翠金i
1，423， 122 

11 

3 自己評価

第一の課題であった、社会科学会授の納入については、学友会、学生自治会と共

に記載された納付舎を入学関係書類に含めていただいたため、 8割近い納付三与を達

成することができた。また、第二の課題である公開講座については、春季及び短大

祭の公開講座のみならず、特別公開講座を二回開催することができた。社会科学論

集については、 98号の発行のみにとどまった。

4 来年度の課題

以ヒのように今年度の課題については、ある程度達成できたように思われる。し

かし、府u寺に来年度への課題も残ったように思われる。公開講座については、外部

の講師への依頼に拘泥することなく、本学の教員の専門知識をより一般に頒布する

ことを霊視すべきと考える。よ主体的には、本学教員を講師にした公開講座をより積

極的に実施することが考えられる。また、公開講座に関する広報活動については、

可能な限り TVコマーシャル等の活用を考慮し、より効率的かっ効果的な方法を検

討していく必要がある。

n バリアフリー圃ワーキンググループ

l 課題と体制

本年度はバリアフリー・ワーキング、グループ.O;/)I設置されて2年目であった。

昨年度にひきつづき、障害を持つ者も充分な教育をうけられるよう「バリアフリ

ーキャンパスj の実現を呂指して、就学支援等に関する具体的な要援を関き、方策

を検討した。検討に当たっては、障害のある学生が就学において不利益を受けない

ように配慮することを基本とした。

ワーキング・グ、ルーフ。は本年度から学生部委員会の中に霞かれることになった。

その主たる担当を根岸講師とし、ワーキング・グルーフ。の構成長としては学生部委

員の全員が参闘している。ワーキング・グ、ループρの担当からは、学生部委員会開催

11寺に報告を受け、必、嬰があれば、学生部委員会内で審議し、教授会へ提案するとい

う形式をとった。
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2 委員会の主な活動

昨年度作成された f障害のある学生のための就学支援に関する基本規程J、「灘害

者の入学試験及び修学に関する規程Jに基づき、本年 6月、在学生 2名より「入学

試験・就学配感綴」の申請があった。当該学生や家族とは定期的に面談し、本人の

要望を聞きながら必要かつ実現可能な方策を検討した。要望があったのは、主にノ

ートテイクと移動介助で、あった。

ノートテイクについては、当該学生が就学において不利益を受けないようにする

ため、今年度も、すべての教綴員に対して協力を要議した。特に講義担当の教員に

は、授業や試験日寺の配慮を褒請した。さらにこれらの担当教員とは随時連絡を取り

合いながら支援の効果を確かめた。 4寺に、タト書購読受講に際しては、英語の受講に

ついて盲学校からのヒアリング、他大学の状況を翻ままし、講義担当者へ情報提供を

行った。

学生たちの支援団体である「ともに学ぶ会j と話し合い、ノートテイクや学内移

動の介助が円滑に行われるよう話し合いを行った。ノートテイクに関しては大学fp.lJ

からの支援状況などについて、平日光大学、四留学院大学、流通経済大学、法政大学、

三重短期大学などを調査した。

その他、 f障害のある学生のための就学支援に関する基本燦程J、fI滋答者の入学試

験及ひ，{til'学に関する規稜Jの見i直しを行った。また、ハード面では、 10年度は、エ

レベーターの奇声ガイドが設歯された。

その他、新校舎設計におけるバリアフリー対応短大原案を作成し、永国寺キャン

パス整俄害事j食言すチーム会に提出した。

3 自己言平{商

10年度も、障害をもっ学生が就学するに不自白しないよう、教職員一丸となって

就学支援に取り総み、また在学生の協力も得ることができた。波平呈も整い、ハード

商の整備も進んだ。認証評価機械からも、 i高知短期大学の主な後れた点として、 f学

生による自主的な支援組織『ともに学ぶ会Jとの協調によって、ノートテイク、教

室移動等の障害のある者への支援を実施しているj と評価された。

4 来年度の諜題

ひきつづき、隊設を持つ者も充分な教育をうけられるよう「バリアフリーキャン

パスj の実現を目指し、降答のある学生が就学において不利益を受けないように配

慮するとともに、就学支援等に関する兵体的な方策を検討することとする。
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E 学生教育に関する現状と課題

1 総論

( 1 )学生の状況

①入学生

2010年度の社会科学科入学生は 122名で、昨年度より 104名から 18名地JJDし、 2004

年度新入生以来、 6年ぶりに定員 120名を超えた。専攻科入学生は 5名で、昨年度より

2 名減少した(付属~を料N 4-2ー① 2参照)。科医等j到底生の新規受講件数は社会

科学科で 19件、専攻科で 1件で、継続受講している者を含めると、それぞれ 64件、 10

件となる。科目等履修生の多くは外国語科目の受講者である。

上掲の資料を参照して本年皮の社会科学科入学生 122名そ概括すると以下のようであ

る。平均年齢は 24.6 綴である。このうち 18~20 歳が 81 名であり、昨年よりこの年齢

層の入学者が場加した(昨年 57名)。

新入生アンケート調査(回答数 112名)から見た新入生の特徴は次のとおりである。

就業状況については、有業者は合計で 46名、 41.0%(昨年 44%)である。内訳は、

正競雇用または自営業者が 13名、契約社員・派遣社員が 6名、パート・アノレバイトに従

事している者が 27名である。契約社員・派遣社員・パート・アノレバイトに従事している

学生のうち週 30時間以上勤務している者は 14名である。若年層が増加したせいであろ

うが、入学時点で働きながら学ぶ学生は以前から比べると減少した。

入学動機(複数回答可)は、「学EEが比較的安し、jを挙げた者が 68名、 61%(s宇年 46%)

で最も多く、次いで、「就職・編入学へのステップアップ」が 53名、 47%(昨年 53%)

「夜間開講j が 41名、 37%(昨年 47%)であった(付属資料E 新入生アンケート参

照)。

入学さ主数が 6年ぶりに定員を満たした背景には、第 1に不況の影響がある。就職を希

望していたが、思い通りの絡がなかった、県外進学よりも経費節減を重視したなどの状

況が反映したと考えられる。第 2に、 4年制大学への編入学の成果が上がって、進学関

係者に評価されるようになったと考えられる。本学では編入学向けにカリキュラムを編

成しており、昨年度は 2年連続で編入学進学のべ 21名を途成した。草寺 3に、募集を強

化した点にある。具体的には、例年よりも高校などへ募集協力依頼にし、く時期を早くし、

また回数も織やしたこと、編入学の結果や授業料が比較的安いことなどのセールスポイ

ントを強調したことがあげられる。

②在学生の就業状況

2010年度は就業状況調査及び進路希望状況調査をl年生を対象lこ7月末と l月末の

2回実施した(付属資料皿 就業状況調査参照)。

③単位修得率、退学者、徐籍者、休学者

本科と専攻科の単位修得率は、 2010(平成22)年度は、それぞれ77.9出と88.9唱であ

る(付属資料N 6-1 ② 1 )。

本科の卒業生の状況を最近の 5年間について見ると、別表のとおりである(付属

資料 6 - 1 ー②ー 2) 。退学・除籍率で見ると、平成16~21年度入学者に対して 1

2. 5~22. 8%である。
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長期履修学生を含めた卒業率(修業年限内)は、 64.6~7 1. 6出となっている。 4年

制大学の全国平均は、平成22年度は76.7%である(文部科学省 学校基本調査 平

成22年度(確定値)結果の概要(高等教育機関) )が、これと比べると、本学の卒

業率(修業年限内)は幾分下回る。しかしながら夜学であることの事情を考慮すれ

ば止むを得ない面もあろう。

専攻科の修了の状況を最近7年間について見ると別表のとおりである(付属資料

6-1-② 4)。修了率(修業年限内)は、年により変動が大きいが、この 7年

関の平均で見ると68.2% (= 30/44)である。

2010年度の退学者は30名(専攻科は0名)であった。退学者のうち11名は仕事上の

問題、 6名は家庭の事情、 4名は経済的な理由をあげている。また、進路の変更のた

め退学をした者は7名であったo (付属資料 6-1ー②-3、5参照)

除籍者は2名であった(阻 2 r入学定員及び学生数j 参照)。

休学者は41名(うち専攻科生3名)であった。休学理由でもっとも多いのが仕事上

の問題としており 13名であった。その他、健康上の障答は7名、経済的理由は6名、

家庭の事情は7名、進路変更のためが5名であった(付属資料 6-1-② 3、5

参照)。

④教育罰的からみた学生の修得状況

本科の教育目的は、 1)基礎的学力、 2)専門的知識、 3)主体性の修得と要約できる。

これらの自的の達成状況を調査するために、 2010年度の卒業生に対して満足度アン

ケートを行った。その結果が表 lである。教育目的に即して、それぞれどの程度身

に付いたかを質問したところ、 3獲目とも68.2~86. 2%が fとてもJ、または「ま

あまあJ修得できたと回答しており、教育の成果が上がっていると考えられる。

表 1 教育自由甘からみた学生の修得状況

(単位(覧) ) 

回答
できない

数
ど できた

ち
lま

あ
ら

と
と ま

と
やや て

ん り
も

も
ど

1)豊かな毒主主主を身につけるための基
65名 3. 1 3. 1 0.0 10.8 86.2 63. 1 23. 1 

礎的な学力

2)校会科学の専門約な知識 65名 3. 1 1.5 1.5 10.8 86.2 58. 5 27. 7 

3)地域社会の発展に興味をもち、主
66名 7.6 1.5 6. 1 24.2 68.2 51. 5 16.7 

体的に担うカ

i主)卒業生満足度アンケート(回収数66名)2011年3月 21日実施
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⑤卒業生の進路

2010年度の卒業生は、社会科学科77名(内訳 :3月卒業72名、 9月卒業5名)、専攻

科6名で、あった。

2010年度卒業生について卒業生就職進学アンケート(回収数65名、表 2 卒業後

の進路参照)で見ると、次の通りである。

就職が決まった者は7名、合格者数はのべ8名であった。内訳は、国家公務員H種

(国立病院機構)、高知県職員(一般行政事務)、土佐市職員(一般行政可能)、高

知市消防局(消防職員)、小中学校事務、 (株)サンプラザ、アイフルホーム、(株)

ニチイ学館、各l名である。なお、小中学校事務は過年度決定者である(I証 3 r卒業

生・修了生の進路」参照)。その他、卒業後契約社員となる者、非正規雇用から五

社員へ転職できた者等が3名いる。卒業後の進路は未定で無職のままだが引き続き就

職を志望している者は7名である。したがって就職率でみると 17名中10名 (58.8%=1

0名/17名)が志望通り就織できたことになる。なお、全体に占める就職希望者の割

就綴

合は26.2% (ヱ17名/65名)であった。

4年制大学へ編入学する者は13名、合格者数はのべ15名である。内訳は、国公立大

10名(高知大学3名、愛媛大学5名、香川大学1名、高知県立大学l名)、私立大学5名

(京都援業大学1名、駿海大学1名、和光大学1名、南九州大学l名、京都学園大学l名)

である(取 3 r卒業生・修了生の進路j 参照) 0 4年制大学編入学希望者の増大に対

応して教育を充実させてきたが、編入学合格者数は、昨年度の21名から2010年度は1

5名に減少した。これは、 2010年度は、編入学と就職の両方を希望していた学生が、

就職の方で成果が出せたこと、また、昨年度に比べて受験生が志護大学を絞った結

果、重複合格が減少したことが原因と考えられる。なお、本学専攻科(正規雇用者1

名を含む)、 1設業訓練校等へ進学する者は6名である。卒業後の進路は未定で進学先

が決まっていないが引き続き進学を志望している者は5名である。したがって進学率

でみると24名中19名 (79.2%=19名/24名)が志室星通り進学できたことになる。なお、

全体に占める進学希望者の劉合は36.9%(=24名/65名)で、あった。

回答者64名中24名は現状のままで特に進学や転職の意向は示していない。その理

由としては、現状の勤務を継続、主婦、高齢 (60歳以上)、病気療養などが挙げら

れる。

表2 卒業後の進路 (65名中)

(単位名)

卒業後進路決定 卒業後進路未定・無職 言十

就職(新規) 契約社員、転職(正規) 無職、就職志望

または

就職志望 7 3 7 17 

進学
進学 (4年制大学) 進学(専攻科、職業訓練校等) 無1哉、進字志望

または

進学志望 13 6 5 24 

-42-



勤務継続

または

現状のまま

自営・正規援用・パート継続、主婦、 60歳以上、病気療養など

24 

注)卒業生就職進学アンケート(悶収数65名)2011年3月21日実筋

(2)学生教育

① 教育課程

ア)オリエンテーション

オリエンテーションは、 4月5Sから 7臼までの問、次の日程で実施した。

1 S目は駿修説明に当てた。特に重要項目である単位履修の仕方、卒業要件、成績

評価方法などについては詳しく説明した。また情報処理関連科白に関しては、パソ

コンの習熟度に応じて適切に科目選択ができるようにすることに力点を置いた。 2日

目に、法律、経済・経営、総合社会の系ごとに、履修順序や科医院の関係について、

図解も交え説明した。その後、編入学・就月後ガイダンスを行った。 3S 1"1は、健康診

断に続いて、学生自治会と各クラブの説明のために待問を設けた。 10年度は、オリ

エンテーションの説明内容を f履修ガイダンス(オリエンテーション)資料j とし

て冊子にまとめ、学生の理解が深まるようにした。

イ)授業・試験

規定では、大学の授業は 15s寺院又は 30時間を 1単位として行うこととされてい

る。従来は、試験も授業に該当すると解してこの時間中に行っていた。しかしなが

ら2010年度からは、中教審答申を受けて、授業時間はすべて授業に当てることとし、

試験は、授業外の時間に設定した試験期間の 1週間の間で実施することとした。

ウ)夏季集中講義

専攻科では、従来、夏季集中講義が設定されていなかった。 2010年度から、一部

科目を夏季集中講義に移動させ、できるだけ多くの専攻科生に受講の機会が与えら

れるようにした。これによって、科目が重なることで受講できないことがないよう

になった。

エ)科目

短大設置基準では、「主要授業科目については原則として専任の教授又は准教授に

担当させるもの」とされているので、講義体制もこれに沿って改善を進めた。

消費生活センターからの要請により公開講義 f消費生活論」を 2010年度に開設し

た。本学ではこれを本手|生の各系共通科目、また専攻科生の総合科目として位置づ

け2単位当てることとした。 20日年度も継続して濁議する。

体験実習裂の「高知学j を 2010年度も継続して実施した (II.7.g地域貢献委員

会参照)

2009年度末に、科目の名称に数字を使うことは出来るだけ避けて、具体的な内容

で示すよう学則の変更を行った。 2010年度からの名称は次のように変わっている。

刑法 Iは刑法総論、刑法廷は刑法各論、民法 Iは民法(総員IJ・物権)、民法廷は民法
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(僚機)、民法班は民法(家族)、商法 Iは商法(総員Ij.商行為)、商法Eは商法(会

社)とした。ただし、 4単位科目を前期と後期に分ける場合は前期を I、後期をHと

表記することとした。

2011年度からはフランス詩を 4単位関議する。国民所得論 (4単位)を廃止して、

ミクロ経済学 (2単位)、マクロ経済学 (2単位)とする。経営情報システム論 (4単

位)を、経営情報システム論 (2単位)と、統計学 (2単位)に分割する。社会人基

礎カ養成講座を 2単位開講する。

オ)その他

学生証が 2011年 4月より ICカード化される予E主である。

FD活動については、 FD委員会により前期科目を対象に学生の授業評価アンケート

が実施された。また、相互授業参綴、非常勤講師との懇談会が実施された (ll.7.k 

FD委員会参照)。

② 長期履修学生制度

長期履修学生制度の利用者は、本科で股修期間 3年が 31名、 4年が 24名、専攻

科で履修期間 2年が 11名で、あった。

高知女子大の講義科目を履修する特別聴講学生は、前期に 2年生 6名、後期に 2

年生以上 4名であった。

③ 学長賞受賞者

本年度は、本科及び専攻科で学んだことを活かして起業した学生 l名が学長賞を受資

した。

④ 日本語講~(中級)

本学では社会人向けに日本語講座(中級)を開講している。本学学生の正規科目では

ないが、高知夜住の外国人、特に留学生や研修さ主に日本語習得の機会を与えている。本

年度の受講者は 14名であり、中国語圏 6名、英語圏 8名(うちフィリピン出身者 6名)

であった。短大関係では、卒業生が l名であった。

( 3)学生生活への支援

① 畿かな学生生活実現のために

学内でのハラスメントを防止するために、オジエンテーションにおいて大学としての

取り組みを給介するとともに学生自身の意識の向上に努めた。大学としては相談窓口を

設けるとともに、倫理人権委員会を設霞してこれに対応する体制をとっている。

また、心身の健康のために、毎月保健相談日を設け、カウンセラーによるカウンセリ

ングを受けられるようにしている。

永医寺キャンパスの保健室そ短大の学生も共用で利用できるよう根拠のき重備に取り組

んだ。

② 恵主戦支緩

2010年度は、支援体制を強化した。

4月の就職ガイダンスでは、外部からキャリアコンサルタントを招いて講演してもら

った。

-44-



2010年度の新しい試みとして、特別講皮(単位認定を行わなし、)として社会人基礎カ

養成講座を、年間 12問、実縮した。(詳細はII.7. b学生部委員会2 (3)就職支援参

照)。

4月に「現役公務員と公務員試験を受ける学生の座談会j を行い、学生が公務員試験

の勉強方法などを湖く機会を設けた。公務員試験用の図書を購入し、図書館にコーナー

を設置した。

1年後期進路ゼミ(r社会科学i演習即J)、 2年前期進路ゼミ(r社会科学演習NJ) 

の学生の組分けや面接の練習日程などについては、 09年度までは学生部委員会で行って

いたが、 2010年度からは、 I年後期進路ゼミは組l活教授、 2年前期進路ゼ、ミは商i翠教授を

総括者として扱当教員で話し合って決めることにした。また、 lo1j三後期進路ゼミ、 2年前

期進路ゼミにおいて、就職希謬若手向けのゼミを各期間にIゼミずつ設けることにした。

編入学志望者と合同で、 12月に懇談会を関いた。その他、就職・編入支援室に求人情

報や就職説明会などの情報を掲示した。

法務省fのインターンシップに学生を機隠した。不採用とはなったが、短大としてはこ

れは、初めての試みである。

20日年度には社会人基礎カ養成講座を単位化することで、キャリアデザインとあわせ

受講を促すこと、また、就職相談日を設け、就職のカウンセリング・個別相談の体制を

整える。

③ 編入学支援

2010年度から新たに相模女子大学学芸学部メディア情報学科、プーノレ学院大学国際文

化学部国際文化学科に指定校推薦枠が設けられた。

4月に編入学ガイダンスを開催し、編入学志望者が受講すべき科医とその時期を明示

するとともに、各大学の入試時期や入試科目など、入試の概況について説明した。 i年

生前期は f文章表現技法」、 l年生後期には「社会科学演習皿j の中で編入指導ゼミを 5

ゼ、ミ関誌、 2年生前期には f社会科学演習NJの中で編入指導ゼミを 4ゼミ開講し、編

入を希望する学生には努めて受講するよう指導した。これらの演習では、個別指導を行

い、学力や実践力の強化を殴っている。これらの演習の総分けにおいては学生の進路希

望が考慮されている。演習の中では、 2年生 8月に模擬面接を実施した。また、その他、

1年生を対象に、 12月には編入学合格者、就職内定者との懇談会を開いた。 2月には編

入学模擬試験を実施した。就職・繍入支援室では編入学の募集に関する情報を関覧に供

した。

④ 奨学金関連

授業料減免措置については、 5名が授業料の全額免除、 3名が半額免除を受けた。また

学生支援機構の奨学金については、 1穣 12名、 2種 26名採用された。

⑤ 学生の自主的な活動

自治会役員と 2回の懇談会をもっとともに、新入生歓迎会、春の広場(5/15)、学生大

会 (6/15、12/15)、学生主催公開講座01/4)、短大祭 (11/7)など学生の活動を支援し

た。
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⑥ その他

2010年度は学生による事件が数字|二、発生した。 5Jlには学生の逮捕事件が発生し、緊

急対策本部を設霞した。該当の学生は、停学処分となった。今後、停学や復学の基準の

明磁化と、復学学生の援助が課題となろう。

その他、 8月には夜間において複妻女学生による校舎侵入事件が発生し、校舎侵入問題

調査委員会が設Eまされた。これらのことから、倫理人権委員会の提案を受けて、学生に

対してモラルの向上のために注意を喚起した。さらに学内で窃盗事件も後数回発生した。

2 入学定員及び学生数

( 1 )入学志願者と入学者の推移(最近5ヵ年)

志願者

年度 入学定員
男 女 言十

2007 120 47 56 103 

2008 120 58 57 115 

2009 120 62 54 116 

2010 120 69 70 139 

2011 120 67 69 136 

(2)在籍学生数

定員
l2i分

入学定員 総定員 1回生

社会科学科 120 240 122 

専攻科 15 15 12 

合計 135 255 134 

( 3) 2010・2011年度入学者の年齢檎成

社会科学科

ば
18~ 21~ 26~ 31~ 36~ 41~ 

20 25 30 35 40 45 

(16) (2) 

2010 [剖 [4] [3] [2] 

81 18 4 3 2 

(20) (1 ) 

2011 [13] [6] [2] [3] [1] 

79 18 7 2 3 

志隠者

定員

0.9 

1.0 

1.0 

1.2 

1.1 

学生数

2回生以上

147 

147 

46~ 51~ 

50 55 

(1) 

[1] [1] 

3 1 

[2] 

2 

(2010年 4月 1日環復)

入学者 志願者|

男 女 言十
入学者

43 54 97 1.1 

51 52 103 1.1 

55 49 104 1.1 

57 65 122 1.1 

57 58 115 1.2 

(2010年 5月 113現夜)

科目等履修生 合計
言十

269 31 

12 5 17 

281 36 317 

(2010年 4月 1日現在)

56~ 61 平均
計

60 ~ 年鈴

(19) 

[む [5] [2幻 24.6 

5 5 122 

(21) 

{幻 [1] [30] 22.2 

2 1 115 

※(  )は推薦入試入学者、[ 1は、社会人入試入学者
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専攻科 (2010年 4月 l日現在)

3 18- 21- 26- 31- 36- 41- 46- 51- 56- 61 平均
言十

20 25 30 35 40 45 50 55 60 ~ 年齢

2010 2 2 5 54.6 

2011 1 1 40.0 

(4)年度別休学・退学者数(長近 5ヵ年) (2010年 3月 31日現夜)

X 
社会科学科 専攻科

休学 退学 休学 退学

男 女 計 男 女 言十 5号 |女 言十 男 女 言十

2006 23 7 30 (1) 9 8 ( 1)17 1 1 2 3 3 

2007 26 9 35 (2)17 (1)10 ( 3)27 1 2 (1 )2 (1)2 

2008 26 18 44 15 (1) 6 ( 1)21 1 3 4 1 1 2 

2009 19 13 32 16 10 26 1 3 4 1 1 2 

2010 17 21 38 (2)17 15 (2)32 3 3 

※( )1立、除籍者で肉数

3 卒業さ主・修了生の進路

( 1 )年度目IJ卒業者数(最近 5ヵ年)

社会科学科 専攻科
卒業年度

回数 5理 女 言十 回数 男 女 言十

2006 53 40 31 71 9 1 4 5 

2007 54 49 48 97 10 3 3 6 

2008 55 36 39 75 11 2 

2009 56 40 41 81 12 3 。 3 

2010 57 34 43 77 13 2 4 6 

累計 1954-2010 2.695 2.488 5，183 1998-2010 48 46 94 

( 2) 卒業生の4年制大学等編入学先

愛媛大学 法文学部 総合政策学科(夜間主) 2 

愛媛大学 法文学部 人文学科(夜間主) 3 

高知大学 人文学部 社会経済学科 1 

高知大学 人文学部 人間文化学科 1 

高知大学 人文学科 国際社会コミュニケーション学科 1 

香川大学 法学部 法学科 1 

高知県立大学 文化学部 文化学科 l 
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駿河台大学 法学部 法律学科 1 

和光大学 現代人間学部 現代社会学科 1 

京都産業大学 法学部 法律学科 1 

南九州大学 環境図芸学部 環境i弱芸学科 1 

京都学園大学 緩営学部 経営学科 I 

延べ4年市!J大学編入計 15名(笑人数13名)

高知短期大学 専攻科 I名

( 3)卒業さ主・修了生の就職先

側サンプラザ

アイフルホーム l 

開ニチイ学館

国家公務員E種国立病院機構 1 

高知県職員 一般行政事務 l 

小中学校事務 l 

高知市消防局 消防職員 l 

土佐市職員 一般行政事務 1 

延べ百十8名(美人数 7名)

※既就職者を除く、新卒採用分のうち卒去さ生7)>ら総出された判明分のみ掲絞
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4 2010年度開講科目(社会科学科)
噂 非常勤講師

授薬科自 f之 思任投貝
紘 氏名 7夢iI高等

F、
法 学 ワ 子 IlJ経一議師

法 学 E 2 摂 i干忠議陥
tllJ 

監 前 学 2 大井 jj子紋綬

{:iムV i首 主字 H 2 繍 J，奇佼問教授
1司 2 持i !t 広 ブレイン・ソフトーサ ピス

i官 報 処 現す i官2 !t 広 プレイン・ソフト・ <f ヒス
る 1官 手i! 処 現 荘

。 ifj J十 広 ブレインーソフト・サ ピス

科 i青 報 処 君! III 2 j司 !I u; プレインーソフト・サ ピス

目 1-.1会科学基礎演習 2 専 Jt 主弘 H 
2左 r !!~‘縫ゼミ j

英語 1 (初級 JA ワ はl 続 lJl ft 高持!大学非常勤議師

E詰
英 語 1 (初級 IB つ ド司 時 事邑 je I~!î 知大学人丈ヲー絡准紋授

ヲ~ )!音 E rj'1 穀) 2 思 付 糾 代 高知! 大学人文学部教授

タト 英議 lll(会話初絞} 2 1')マ ワ 高知大年非常勤縫締
数

国 英語 N(告訴中級) “ つ TJ マ ナ 高知大学非常勤講 i鴻
議 ド イ 、ノ 開一花凶 2 ，)、 t持 良 冗正o531土手人工学部教授

官
手ト フ フ " ス A昔 2 山本明日香 r:fJ知大学非常勤続師

日 自 ヲ"弐" 2 玉 蹴 が附ζ 1 高知大学非常盤台講師

科 中 回 "吾 耳 2 王 事主 啓 子 高知!大学非常勤議師

穐 国 Jli 2 ti'i 官主 務日 高知大学非常勤議帥

目 斡 陸i 認 E 2 徐 型、 関 尚昆!大手非常勤縫師

ま乙 保 縫 {本 首「
。

本 問 禁 E長 向知大半数青学部教授
4ふ

体 rr 1， 技H A 2 神 場ミ 成 i均 持 ! 大 学 教 官 学 部 教 授

日 体 宵 ヲ: 技 B 2 liii 回 {支 tムu 尚昆!大学教育学部教授

哲 …y 吟 2 思L 埼 3草 T主 高知大学教育学部教授

教 文 Jで少子 2 芋 生 裕 fi:i 高知女子大学文化学部教授

養 芸 指 文 化 苦込 2 味 7じ 略 改 現代俳句協会主要同人

科 士 寧 主主 現 技 法 2 証邑 旺i ミ官法γ 土{主主張践校非常勤務飾

日 自 然 科 * 2 j_!1 Z土 f県 ifg 高知大学恩学部操教授

'L、 理 i'h，_~ 2 芝因不比人 尚知/と J工大学文化学部教授

<I!て 法 2 小 林 直 コ准 ftH~ 

垂 法 E 2 小体庶ご准紋授

行 政 法 I 2 小林庄一操教綬

行 政 法 E 2 小林直一准数授

税 法 2 金 !ド 監 15 金子税理士事務所 税斑士

税 法 E 2 ヨi.j詮繰次郎 尚知短期大学名替紋授

1出 t主 総 苦訟 I 2 邸中 0，代議師

関 法 総 主孟 E 2 問中段代講師

烈l 法 各 芸誌 I 2 田中康代講師

jJ1) 法 各 2晶 E 2 田中康代縫陣
計一喝百r 

jJ1) 母E 訴 E似" 法 2 苔 脇 和 尚持] '1去 Ht 専Z 石~ j釘 弁縫士
法

民法{総則物機 I1 2 密j翠;jfj久男議教授
rj 決法(総則物綴)耳 2 西認論久男准紋投

学 民法(僚機 l 2 凶i事命久男准教授

教 民法(憤権} E 。“ 間i事者T久男准教授

系 民 法 ( 京 』長 2 務 方 Eま 高知大学人文字部指数授

官 民 者詳 訴 ii告 話、 2 回 キナ 裕 九ノ内法律事務所 弁護士

手十 商法(総員1) 路行為 J1 2 菊地{在人 講 師

科 商法(総則 路行為 Jn 2 菊池直人講師

目 衛法{会社) 1 2 菊池直人縫師

目
商法(会社) E 2 沼地区E人講師

経 i斉 法 2 j読 111 和 i事 高知大学人文学部教授

労 動 法 2 根岸忠誠陥

労 掛 法 E 2 根岸忠 誠 師

型与 喜重 ?上 写急 。臼 絡 方 賢 お知大学人文学部 J桂数授

基 E霊 注 マよニ巳ー E 2 寺 出 1事 元高知短期大学教授

十士 会 保 時 法 2 根岸忠誠締

図 際 法 2 下山謹一議締

図 型空 法 E 2 F山議 議 t市
法学特殊議選亀E叩法哲学女 2 玄 Sロ" 浩 際西大学非常勤講師

法学時殊議議N-itと経涜学古 2 小 祝 望量 紀 I "政え学 J吋 F 子 7 ド:ニストレ ， 
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F五 済 民、 論 E 2 l羽根 j民日 1m紋 i1:
!司 主主 wr f!f 芸誌 2 1事 純 治 高知大学人文平部品数段

現代資本主議論 宅迂 2 木 越 4主 百日 fIIl西大学非常勤議阿

経 涜 ，下r 主 I 2 繍居 i史明救授

苦主 1;'守 史 2 柳川平太郎 高知大学教官学部地数段

まを i斉 Z父 1fi も邑 E 2 大井 1]:r"教授

経
lil 政 '""jゴ，~ I 2 杉浦勉~!紋授

財 政 さ宇 E 2 杉浦勉 o主 救 授

金 融 主ゐ 2 関根猪一 郎 救 授
t白

国 E告 経 消 苦込 I 2 組隆俊郎j紋 授

凶 軍主 経 t高 言語 H 2 組l防{究明救授

手壬 日 イヌ 経 iJ) E訟 I 2 持説I勉批救 j受

日 本 急主 2員 i詣 E 2 杉浦惣識救援

公f j出 域 経 済 議 l つ 1M 制 flI 善 乙 高知短期大学名誉紋授

II 3誌 経 i荷 義主 2 主主 能 高l 事 高知大詐人文学部数 f~

品 労 世1 縫 涜 言語 2 大 )1'}j子数投

現 1¥ 韮 3註 i詰 2 青木宏之 准 救 援

手十 現 1¥ 韮 会ど 2晶 E 2 配水宏之 J世 紋 授

お苦 〆白q 号 2 古木宏之司会設}}2

日
経 ぜM安 }':ミー 百 2 青木宏之 ot救授

必人二 業 世 析 長J t:a原太 議師

瓜人1み 盤 タr 軒 論 E 2 惚[J;{主:一議f.iU

~ζ 五i 品マザ I 2 梶原太一線削

会 時-r H 2 拠 限 太 講 師

f草 記 宇一 I 2 相} 11 正 持 高知大学非常勤縫蹄

;年 記 ";A E h ワ 都 手1 正 持 高知大学非常勤講師

流通経済論 主 2 '人 保 E主 夫 備紋大学非常勤議陥

政 之fム" 守子一 I 2 干事 世 f主 高 知 大 学 人 文 学 部 准 紋授

政 治 仇一2浩ヨ E 2 Iニ 神 世 111 高知大学人文学部 iiil紋授

政 治 史 H 会 2 "x 下 資 京都大学 COE 研究日

捻 出 陪下 関 i事 t廿波 2 下山 ~l 勾講師

'1' 事1 !'.f: 長 ワ“ l勾 拝1 和 It 商知大学非常勤講師

合 行 政 マザー 。ー 水詩事j必准設 45'::

行 政 学 豆 2 水苔伊Ij?¥，;ii主救授

干上 Jm }j 告 治 i議 2 水幸子手1]1t准紋綬

i由 方 自 {J 口 論 E 。" 水谷利発地教授

~ ζ 

千l お企~
，γ ，.!. 2 3堂 山 t主 苦t 高 知 大 学 人 文 学 部 准 教授

主上 ~ζ 品続1 1ft 史 2 森 正i 人 尚 III大学人文学部議師

社会保隊 干副社論 I 2 聞中きよむ i均知立子大学社会稿祉学部教授
，j¥ミ

社会保障福祉総 H 2 田中きよむ 荷量l女ナ大学社会福祉学部救授

ン コL ノ ダ 話孟 2 池谷江間子 高知工議高等専門学校礎教授

科 1ヒ 燦 正 司 高知大学礎学部教授
王軍 3宅 論 u つ

保 1豆 官 自E 3話器l大半人文字部名替紋授

目 てr ス コ 、 通 “ ? 宮 キす 関 7c 高 知 放 J笑 民ネJ

!援 史 守主 2 4、 強 尚 高 知 大 学 人 文 学 部 地 救授

i!!i 話<r 近 現 1t 史 2 栂川平太郎 高 知 大 学 教 官 学 部 准 教授

Jili j是 史 2 j¥渉、 x 、 長均匁 尚知市立自由~!露記念館司|常勤調査民

高 知l 学 1茂 * 2 青 木 宏 之准紋授 オムニパス

外 番: 書年 押g己記 I 2 山 根 寺口 1¥ 高知丈学非常勤務締

外 諮二 議 蕊 E 2 7j 沼 博 JC 尚知短期大学教授

各 キャリアデザイン 2 制 11 正 持 高知大学非常勤講師

*、 消 l! 生 :百 主主 2 関根猪一 部 教 授 オムニパス

J1; 社会科学 m習 1. rr 2 専 任 救 民
過

r w 門ゼミ j

社(r会l年科後期学進路識ゼ習ミj) E 2 噂 証 教 民

社(r会2年科前期学進路問ゼ習ミ」)W 2 ‘宮 住 紋 同

~ ‘.~.，出合域対t ιHl'''' ，、''''河、'"哩4守段位、立ザ-.cc・，~
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2010年度関議科目(専攻科)

授議科目

地 靖 政 w J色 li1 

地 地域政箭持議 3缶

域
地 域銭前議特議

政
j虫 主主 1ft ，~ 為

t註
地域金融システム言語

応 空1 お 論 ヰチ 書草
系

地 方自山続持議

用 社 ムエε 調 査 革主

望星 法 特 言革

千士 "'1 官主 法 特 講

11 政 法 年手 言註

ム以
JI1) 法 特 3呈
尖 務 民 tj~ 法

干上 ;Ji; 務 百百 法
科 会 労 融 11ε 与を 事邑

ヲミ 本 盟b 主主 法 女
Jγ 品、

務 経 乞民岳a を存 特 J藷
刃J、 財 務 議 ，< 論

専 世 務 ;l/j 長 i論 H 

簿記守主将議 I u 
Z主 ?軍 記 ! Eを ヰ手 話量 E 

税 務 ムぉ 自i 革込

説 法 ヰ? 3呈

総
情説処理応用談習

ぷg、 消 n 生 z古 ;詰

培 JjIJ 日f ~ 
交通常講義期間以外の集中講義を手すぐ

2010年度正規外附議科目

仁王二二ユ i苦

有色 非常勤講師
c' 専任数日
2主 氏名 所 E高 等

8 i若木宏之准教授

2 オ ム ー パ ス

2 指 国 菩 乙 高知短期:こ学名誉紋授

。“ 杉浦勉准数段

2 関根猪 郎教授

2 翻際俊明救授

2 水苔利硲准紋授

2 I~~ 弘日二 行 NPO潟知市民会議事務局長

2 ，)、1*fff.::::准紋J段
2 下山議一縫締

2 小林If[一夜救授

2 回IjJ L詰代縫郎

4 iITii禁論久男i韮救4f
4 持3池直人講師

2 娘 岸 忠議師

2 竹 村 車 jま 竹村忠彦事務所 土地京堅調査士

2 i平木宏之准救授

2 認 闘士 議 rnu
2 事主治、 1ζ 議開

ワ S'f 陸 タl' J[エi!i.悩識経理!専門学校総師

2 lIf 鹿 。jl 元土i!i.f荷主主経到専門学校議師

2 警器 ITI 羽目 認 桜田税理士事務所碕球士

勺 王控雄次郎 高知短期大学名誉教授

ーワ 大井方子救授

2 関根猪 日1>救授 オムニパス

4 専 If 救 日

[池 純子 高知大学非常勤講師l
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5 授業評倒

2010年度も綬業評価アンケートを実施した。集計・分析結果は付属資料を参照。

6 学生論集の発行

高知短期大学専攻科の地域政策淡習では、高知県の経済や生活の現状や課題を受講生

が調査し、その結果を『高知短期大学学生論集』にまとめている。 2010年度は Wi高知短

期大学学生論集』第 13号が、 2011年 3月 31日に発行された。 2010年度 f地域政策演習j

l土、「高知県紙産業の陵史と現状j をテーマとし、高知県の伝統的地場産楽である製紙芝誌

を取り上げた。執筆者l土地域政策演習受講生の井上能子、阿部厚範、斎藤警告子、杉本出

美、戸梶JI慎子、森伊宇子、編集者は青木宏之准教授であった。

[自E灯

、はしがき

序章

第 1主主 土佐紙産業の歴史

第2主主 ニッポン高度紙工業(株) 一世界一の絶縁紙メーカー-

第 3主主 演瀬製紙(株) ー湿式不織布のパイオニアー

第 4]雲 金星製紙(株) 一環境と人を大切にする小さな大企業ー

第 5主主 ハヤシ商事(株) 一家庭紙の企画から販売までー

給率

あとがき
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N 教員の研究・研修活動

1 個人研究

関根猪一郎(専門金融論、経済復論)

く所総学会〉

経済理論学会、日本金融学会、信用理論研究学会、経済統計学会、経済教育学会、

政治経済・経済史学会、環境経済・政策学会、基礎経済科学研究所、大学評価学会

く研究テーマ>

日米欧資本市場の比較研究

公的金融に関する理論的実証的研究

<研究業績>

ト経済教育学会第 25回全国大会、第 3分科会 f21世紀恐慌と経済教育の課題」、

於.関西大学、学会誌『経済教育』第 29号、 2009年 9月 25日。

2. く書評> f有井行夫箸『マルクスはし、かに考えたか~資本の現象学~JJ、『経済J

第 186号、 20日年 2月 8日。

<講演>

ft生界と詞本の金融事情~ギリ、ンャ債務危機以降の国際金融~J 、金融学習会、ゅ

うあいクラブ・主催、高知県金融広報中央委員会・支援、於 ゅうあい工房、 2010

年 9月 18日。

くf土会活動>

大学基準協会 短期大学評価委員会分科会委員、 2010 年 4 月 1 日 ~2011 年 3 月 31 S。

大井方子(専門.労働経済学、計量経済学)

く所属学会>

日本経済学会

<研究テーマ>

技術革新と労働に関する実証研究

細居俊明(専~q :周際経済学)

<所属学会>

悶際経済学会、経済理論学会、政治経済学・経済史学会、経済学教育学会

英国 DSA(Development Studies Association) 

<研究テーマ>

グローパリゼーションの理論的検討

途上国開発と外国貿易の役割l

東アジアにおける経済統合

地域経済発展と地域間交易の役割
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水谷'fI1亮(専門・行政学、地方自治論)

<所属学会>

行政学会、地方自治学会、政治学会、老年社会科学会、四医財政学会

<研究テーマ>

府県機能と府県出先機関に関する研究

「限界集落Jにおける行政支援のあり方に関する研究

地域づくりと「地元学Jに関する研究

<研究業績>

[論文]

• f地方自治と府県出先機関の機能J(村上i等・自治体問題研究所繍『都道府県は時

代遅れになったのか?一都道府県の役割lを再確認する』自治体研究社、 2010年。

・イ府県の地域産業振奥政策における行政計額と府県出先機関一高知県と愛媛県の比

較分析 J W社会科学論集』第 98号、 2010年。

・共著「地域産業鮫奥における都道府県出先機関と基礎的自治体の機能と連携一長

野県諏訪地i戒を事例として J W社会科学論集』第 98号、 2010年。

・「府県の本庁・出先機関関係と地域的分機JW立命館法学~ 5.6号、 20日年。

[調査研究〕

・[研究代表者]平成 22年度科学研究焚補助金(3主役研究(C))、課題番号 20530127、

研究課題名「平成の大合併後における複線型自治制度の実態と府県機能に関する

実託研究j

. [研究分組者}平成 22年皮科学研究焚補助金(基盤研究 (C))、課題番号 20530526、

研究課題名「限界集務における高齢者の孤立問題と行政・地域社会の支援機能に

関する実証分析」

くその{也>

・本山町公開講座 (2010年 12月 11Sと17S :地元学の実践と報告会・シンポジ

ウム)のコーディネート[テーマ『地元学で再発見 1本山町の「あるもの探しJ:第

2~単行川流域~~

西主事希久男(専門・タイ民法)

<所属学会>

アジア法学会、日本法社会学会、比較法学会、日本私法学会

<研究テーマ>

タイ担保法、タイ障害者法

<研究業綴>

論文等

① fタイにおける障害者謄用の法的問題点j 小林昌之編『野再発途上国の滋害者獲

用 主主用法市IJと就労実態 』日本貿易振興機構・アジア絞済研究所、 2011年

くその{也>
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①高知県側人情報保ま襲警変会委員

②日本貿易振興機構・アジア経済研究所「開発途上国の障害者雇用ー雇用法制と

就労実態 」研究会委員

③釘本貿易援奥機構・アジア経済研究所 fタイの立法過程とその変容j 委員会委

員

青木宏之(専門・経営学、人事労務管理論)

<所属学会>

日本経営学会、社会政策学会、日本労務学会、労務理論学会

く研究テーマ>

人的資源管理、生産管理、請負関係

、ご研究業綴>

[著書]

1.予言ー木宏之「鉄鋼製品開発を支える組織と人材 JFEスチールの自動車用ハイテ

ン鋼板j、尾高;佳之助、松島茂編『イノベーションの創出・ものづくりを支える人

材と組織』、第 4i言、有斐閣、 pp.115-139、2010年 5月。

[オーラル・ヒストリー]

1.中村尚史、青木宏之、篠崎修、仁田道夫『炎の記↑怠:釜石製鉄所労働者の才一

ラル・ヒストリーHー圧延・設備編 』東京大学社会科学研究所研究シリーズ、

No.44、2011年 3月。

2.守村尚史、青木宏之、機的修、仁田道夫『炎の記憶:釜石製鉄所労働者のオー

ラル・ヒストリー 1-製銑・製鋼・東海転出者編 』、東京大学社会科学研究所研

究シジーズ、 No.43、2011年 1月。

<研究助成>

1. [研究代表者I平成 22年度科学研究費補助金(若手研究 (B))、研究課題名「日

本鉄鋼業の現場管理システムの形成史J

2. [共同研究者}平成 22年度サントリー文化財聞研究助成、研究課題名「希望学・

福井調資:地域経済・社会における希裂の位相に関する総合的研究j

3. [共同研究者]日本学術振興会二国間交流事業共同研究・セミナー (ANR) < 
CHORUS> rフランスとの共同研究」、平成 20年 9月~平成 23年 9丹、研究諜題名

「年齢層と性差への対応に然長を当てた労働市場の構造変化に関する日仏比較研

究J

潜水穫樹(専門・政治学)

<所E語学会>

The American Political Science Association、日本政治学会、日本選挙学会、

日本比較政治学会、日本行政学会

く研究テーマ>
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財政金融政策の地域配分

<研究業績>

「公共投資の壊滅を説明する姿因は{可か 公共投資の社会保畿の役割に注尽した分析

-J ~立命館法学』第 333 ・ 334 号、 2011 年 3 月、 773-787 頁

杉浦 勉(専門:財政学)

<所属学会>

日本財政学会、国際公共経済学会

<研究テーマ>

1980年代以降の英国財政

PFIと官民役割分担の展開

く研究業績>

単著「ブラウン労働党政権における公民役割分担の展開-PFIの観点からーJ財政学

研究会『財政と公共政策J第 32巻第 1号、 2010年 6月。

く研究報告>

「英国 PFIと財政政策J京都大学地方財政研究会、京都大学法経総合研究棟 7階小

会議室、 2010年 10月初日。

「日本財政の現状と課題j 大阪市立大学学生ゼミナール講演会、大阪駅前第 2ピル

6階大阪市立大学文化交流センタ一、 2010年 10月初日。

小林直三(専門・ 2霊法、行政法)

<所震1学会>

日本公法学会、関西アメリカ公法学会

<研究テーマ>

民主主義と立窓主義との緊張関係、プライヴァシ一様、

自己決定(自己定義)機、中絶権

くそのイ也>

高知県消防学校消防職員初任教育非常勤講師(担当.法制通論)

田 中 康代(専門‘刑法)

く所属学会>

日本刑法学会、国際人権法学会、臼本犯罪社会学会、法と精神医療学会

<研究テーマ>

わが国刑事司法と国際人権法の関係 国際人権法から見た触法精神障害者問題

下山憲二(専門:国際法)

<所属学会>

国際法学会、防衛法学会、海洋政策研究会、日本海洋法研究会

く研究テーマ>
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海洋の科学的調査をめぐる国際法上の問題

海賊行為に関する国際法上の問題

<研究業績>

論文等

「海賊行為の取締、訴追及び処罰に関する一考察 ソマリア沖の事例を中心lこー『社

会科学論集~ 98号、 2010年12月、 23-43賞。

fj毎日世行為における私的問的に関する一考察ー北極海における調査捕鯨船に対する

妨言撃事件を素材にーJ~防衛法研究~ 34号、 2010年10月、 227-234頁。

菊池直人( 専 門 商 法 )

<所属学会>

日本保険学会、日本海法学会

く研究テーマ>

保険契約における第三者のためにする契約

生命保険契約における被保険者の地位

く研究業綴>

論文等

「生命保険契約における被保険者の同意についてJ~生命保険論集』第174 号、 2011
年3月、 45-64頁。

その他

(共事年) f2010年学界回綴 保険・海商・航空法J~法律時報』第82号13号、 2010年
12月、 151-160頁。

根 岸 窓(専門.労働法、社会保障法)

<所属学会>

日本労働法学会、日本社会保障法学会

<研究テーマ>

企業年金の減綴及び廃止の法理論に関する研究

障害の定義に関する法的研究

<研究業綴>

・「第 5重量 雇用保険J本沢巳代子、新田秀樹編著『トピック社会保障法 第4版』

(不磨苦手房、平成 22年)

・「年金給付受給権は隣婚によって影響を受けるかj労働法律旬報 1726号(平成

22年)

梶源太一(専門・会計学、企業分析論)

<所属学会>

日本簿記学会、日本会計史学会、日本会計研究学会

く研究テーマ>

複式簿記情報の悶有の性質に関する研究

く研究業績>

論文

・「複式簿記機構の行動経済学的分析 限定合理性とルール規定的行動-J (田口総
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志氏との共事年) W潤志社商学J第 62宅金第十 2号、 2010年 7月、 pp.77-98o

ワーキングペーパー

-“Does Systematic Recordkeeping Contribute to Human Development?"， SSRN 

Working Paper Series， March 25， 2011.， pp.1・5

その他雑誌記事

・「学会ルポ 日本簿記学会第 26回全国大会JW企業会計』第 63巻第 3号、 20日年

3月、 pp.120-121o

報告

・「単式簿記による情報作成の特質についてj 第 l沼財務会計研究会(於・向怠社大

学)、 2010年 5月8日。

講演

、第 27回本山町教育委員会主催公開講座講演(於・本山町プラチナセンター)、昭商

人道』がす旦う、地域の“発達"J、2010年 12月 17日。

外部研究資金

・日本学術振奥会アジア研究教育拠点事業「人間の持続的発途に隠する経済学的研

究J(日本銀IJ拠点機関京都大学)協力研究者経費 53千円 (2010年度)。

-伺志社大学大学院研究高度化推進特別経焚「複式簿記の間有の性質に際する研究j

(個人研究)特別研究資:250千円 (2010年度)。
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2 長期研修報告

潜水直樹

私は、アメリカのコネチカット州ニューへイブンにあるイエール大学マクミランセン

ターにて、 2010年4月から 2011年 3月までの 1年間、客員研究員として長期研修の機

会をいただいた。

イエール大学は、非常に規模の大きい大学である。したがって、研究環境はとても恵

まれていた。スターリング記念図書館をはじめとする 20カ所の図書書館では、英語文献

だけでなく、日本語の文献も笠宮であり、アメリカにいながら B本のデータを入手する

ことができた。また、私が専攻する政治学の書記子ジャーナルのほぼすべてのものを図書

館でダウンロードすることができたので、研究に必要な論文を簡単に入手することがで

きた。加えて、イエール大学の政治学部では、アメリカ政治、比較政治、政治経済など

の研究会が、それぞれ 1週間に 1田原{議されており、最近のアメリカ政治学の研究動向

を勉強することができた。これらの研究会には、若手研究者だけでなく、ベテランの先

生方も多く参加しており、とても多くの刺激を受けた。特に、アメジカ政治、議会研究

の大家であるデイピッド・メイヒュー先生が、当時 73歳であるにもかかわらず、毎回

元気に参加し、若手研究者に対して活発に議論をしている姿には、研究そのものだけで

なく、研究に対する姿勢のあり方についても学ばせていただいたように思う。

イエール大学のキャンパスは、ダウンタウンと融合している珍しいキャンパスである。

つまり、普通の大学とは異なり F~や塀がなく、イエール大学の施設がニューへイブンの

ダウンタウンに点夜しているのだ。そのため、 1Dカード発行センターの隣にファース

トフード庖があったり、インターナショナル・オフィスが一般の建物と区別がつかなか

ったりなど、どこがイエール大学の建物なのか、渡米当初はわからなかった。しかし、

慣れてくるとその独特の雰囲気を楽しめるようになった。私は、ダウンタウンの中心地

にあるアパートを借りて生活していたので、まるでイエール大学のキャンパスの中で生

活しているような気分を味わうことができた。また、買い物に行くときや、通学のとき

には、イエール大学の建物とニューへイブンの街並みが調和した雰囲気を味わうことが

できた。こうした経験は、イエール大学で長期研修を行ったからこそできたと思う。

また、ニューへイブンは、イエール大学があるだけではなく、政治学者の聞ではとて

も有名な都市である。アメリカでは、 1950年代から 60年代にかけて「地域権力構造

(Communi ty Power Structurel J論争が行われた。これは、一部のエリートが都市を支

配していることを主張する権力エリート論と、エリート支配ではなく影響力は広く分散

されていると主張する多元主義論との論争である。後者の代表的な論者であるロパー

ト・ダールが、アメリカの都市の権力構造は多元主義であることを実証するために調査

したのがニューへイブンである (i地域権力構造J論争について詳しくは、秋元律郎『権

力の檎造・現代を支配するもの』有斐閥、 1981年を参照されたい)。彼がニューへイブ

ンを調査対象とした理由は、在職していたイエール大学がここにあり調査しやすいとい

うだけではない。ニューへイブンは、ニューイングランドの l都市であり、アメリカの
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中では祁対的に長い歴史を持っている、アメリカの都市の典型だからである。たった l

年間だけの滞在であるので、私にはニューへイブンが多元主義型なのか、権力エリート

型なのか、判断できない。しかし、はじめてのアメリカ長期滞在をアメリカの都市の典

型、および「多元主義のふるさと j で行うことができたのは、政治学者として喜びであ

った。

私の長期研修の罰的は、アメリカ政治学界の最近の研究動向を学び、それを活かし、

私の研究テーマである「財政金援h政策の地域配分」の研究を進めることであらた。日本

の政治学、特に私が専攻している現代政治分析の分野は、アメリカ政治学の影響を強く

受けており、理論の「輸入j によって成り立っていると言言える。すなわち、アメリカは

政治学の「本場Jである、一方で日本は政治学の「後進国Jである。その「本場j で最

近の研究動向を学び、研究に活かすことは、私にとってE重要で、あると考えた。

最近の研究動向を学ぶため、私は上に述べた研究会への参加、いくつかの講義を聴講

した。また、世界最大の政治学会であるアメリカ政治学会 (APSA : The American 

Political Science Association)の研究会に参加した。最近のアメリカ政治学の傾向

は、より一般化を指向し、数理モデルや統計分析が多く用いられていると感じられた。

在外研究中に進めた研究は、「公共投資の増減を説明する要悶は何か:公共投資の社会

保護の役割lに注目した分析J~立命館法学』第 333 ・ 334 号、 2011 年と、「手Ij主主誘導政治

と金融政策の関係J2011年度日本選挙学会(於関西学院大学)分科会 Jr選挙研究の

フロンティア」報告にその一部をまとめた。

以上のように、恵まれた環境で研究を進めることができたのは、私を受け入れてくだ

さったイエール大学政治学部の斉藤淳先生のご尽力のお陰である。斉藤先生はアメリカ、

B本を中心に活躍されている政治学者である。昨年に出版された『自民党長期政権の政

治経済学:利益誘導政治の自己矛盾j](効革審房、 2010年)は、日本の政治学界で大き

な話題となった本である。長期研修前に拝読した『自民党長期政権の政治経済学』の草

稿は、私に多くの示唆を与えた。また、滞在中も先生から多くのアドバイスをいただい

た。研究面のみならず、はじめてアメリカで長期滞在する私を気にかけ、アメリカ生活

へのアドバイスを下さったり、何度か先生のご自宅にお招きいただいたりした。 1年間

の長期研修を無事に終了させることができたのは、ひとえに斉藤先生のお陰である。こ

の場を借りて、深くお礼を申し上げたい。また、高知短期大学は法人化など多くの課題

を抱え、大変忙しいときだったo それにもかかわらず、このような機会をくださった関

係者の皆様にも深くお礼を申し上げたい。このご患、は、今後、研鐙を積むことでお返し

していきたいと忠、う。
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3 W社会科学論集』の発行

今年度は、社会科学論集第 98号を綴集及び発行した。掲載論文の目次は以下の通りである。

第 98号(2010年 12月 22日)

論説

府県の地域産業娠喜専攻策における行立主計凶と府県出先機関

一高知県と愛媛県の比較分析ー

海賊行為の取締、訴ill及び処罰百に関する一考祭

ーソマリア沖の事例を中心にー

核兵器のない|止界へ(その 1)

研究ノート

水谷 利亮

下山

弥永万三郎

地域産業綬輿における都道府県出先機関と恭礎的自治体の機能と連携

長野県五lR訪地域を事例としてー 平岡和久

水谷利苑

オーーラノレ・ヒストリー

新日本製綴OB調査 金IU亜希在住(設備技術者、釜石製鉄所長)

V 社会活動・地域貢献活動

1 審議会委員等

高知県側人情報保談後査会委員

(2009/1011 ~2011/3/31) 

高知県LPガスお客様相談所委員会委員

(2009/10/1 ~2010/9/30) 

(2010/10/1 ~2011/9/30) 

高知市廃棄物処王皇室E営審議会委員

(2009/1011 ~2011/9/30) 

潟知県消費生活審議会委員

(2009/1111 ~2011110/31) 

高知市消まを者会議委員・副委員長

(20071711 ~2010/6/30) 

(20101711 ~2012/6/30) 

高知県独立行政法人雇用・能力開発機檎運営協議会

青木宏之

商議希久男

総 唐 俊 明

細 居 俊 明

大升二 方子

級 居 俊 明

関根猪一郎

関線猪一郎

およひ~ï~i知機奨能力開発促進センターものづくり人材育成推進協議会委員

(20101711 ~2012/3/31) 大井方子
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2 非常勤講師

高知女子大学 「暮らしと経済学j

(2010/ 4/1 ~201 1/3/31) 

I高知工業潟等専門学校 「経済学j

(2010/ 4/8~201 1/3/31) 

潟知リハビリテーション学院 「社会学j

(2010/10/1~2011/3/31) 

高知県消防学校 「法制通論j

(2010/ 4/14~2010/5/26) 

流通経済大学 「社会保障法 1J、「社会保障法llJ

(2010/4/1 ~201 1/3/3 l) 

f期酋大学 「導入演習 日本国5益法J

(2010/ 4/1 ~2010/9/20) 

3 高知短期大学で繍催された開放講座

( 1 )日本語講座

(第2部盟ー 1ー(2) -5 (35 ..，_)を参照)

(2 )社会科学会関連公開講座

細 居 俊 明

細 居 俊 明

水 谷利 亮

小林 iJ1[三

根岸忠

小 林直 三

今年度は、春季公開講座として第 36回(2010年 6月 10日)を秋季の短大祭公開講座とし

て第 40回(2010年 11月 4日)を開催した。いずれも多数の参加者さと数え、講演終了後は活

発な質疑応答がなされた。また、今年度は学生募集の一環として、特別公開講座を実施し

Tこ。

① 第 36閲公開講J![(2010年 6月 10日)

元NHKアナウンサーでいらっしゃる大川紀男氏を講師としてお招きし、 fアナウンサ一

生活 35年j と題して、ご、講演をいただいた。参加者は学内関係者ーが 68名、一般が 9名

の計 77名であった

② 短大祭第 40凹公開講座(2010年 11月 4日)

本学の下山慾二講師に「尖隠諸島をめぐる諸問題Jと題して、ご講演をいただし、た。参

加者は学内関係者及び一般併せて約 80名であった。

③ 特別公開議皮(2010年 12月 12日)

東海大学専任議郎でいらっしゃる大江一平氏をお招きしし、 f定住外国人の政治参

加と地方自治Jと題して、ご講演をいただいた。参加者は約 10名であった。

④ 科I'jJIJ公開j拝殿 (2011年 3sJ 7日)

静岡大学准教授でいらっしゃる1吉下修一氏をお飽きし、 fおまとめローンの民j と

題して、ご講演いただいた。参加者は約 20名で、あった。
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VI 学生及び腐連諸国体の活動

1 クラブ

a 経済学クラブ

経済学クラブは、 1987年 2月に発足した自主ゼミである。前後期の試験期間と長期

休暇を除いて、月 1回、経済学の文献を講読することを活動の基本としている。

今年度 (2010fJ三皮)は、滝田洋一事室『通貨を読む<第 2 版>~ (日経文庫)をテキ

ストとして、第 164悶から第 172閉まで、百十9図の例会を開催した。今年度の経済学

クラブ廠問は、関根教授と杉浦j徒数授である。

今年!変テキストの『通俊を読む<第 21坂>~はなかなか尚皮な内容で、内・ドル・

ユーロ・人民元についての為稼祁場の推移を説明するだけでなく、為替相場変動の背

愚:をも解説するものである。経済学クラブの会長は、水準のi弱いこのテキストをよく

こなしたと思う。最終回の例会では、杉浦繭問による『通貨を読む<第 3版>~の増

補部分の講義があり、年j交を通じてこのテキストを読み切ったとぎってよい。

今年度は、例会以外に多くの取組みがあった。

「王手のひろばJとf短大祭Jに模綴j古を出席するのは恒例となった。また、 10月に、

愛媛大学教授の村田武先生が企画・同行した「協問組合の原点を探るスタディ・ツア

ー~スコットランド・イングランドを訪ねて~J に多くの会員が参加している。杉浦

顧問が引率の資任者であった。 11月には京都研修旅行を実施した。京都大学を訪問し、

京の錦秋を満喫する旅で‘あった。

b 地域経済研究会「潟知・知っちゅう会J

地域経済研究会(日IJ名「高知・知っちゅう会J)は商知県の市町村の産業や経済活動

を実際に現地へ行って地域の方と触れ合いながら学び、多くの新しい発見をしようと

いうクラブである。部員数約 55名 (23年度)。

平成 22年度は、 3回のフィールド活動を実施した。

1、ゆすはら・維新の送社中の燦索(平成 22年 5月 29日 参加人数 23名)

NHK大河ド、ラマ龍潟伝の fであい博jに参加している待旅田Tを訪問。梼原IDTは、

2009年 f小規模市町村型環境モデ、ル都市Jに選定され、また「美しい日本の村景観

百選Jにも選ばれている本当に景色の絡騒な罰丁である。小学校が平成 23年度から、

三校から一校に統合されると開き、人口減少の速さに改めてみな絞かされた。

2、安芸市・法!崎弥太郎こころざし社中(平成 22年 7月 10日 参加人数 31名)

安芸市観光課と連絡取り合い、場崎弥太郎生家・土居廓中・聖子良時計・安芸市立

歴史民俗資料館・などを見学。安芸市と三菱の係わりについて、本音を市の職員か

ら開くこともできて有議な研修となった。寂しさと厳しさを感じました。

3、大山町(大分県)訪問(平成 23 年 3 月 5~6 日 参加人数 37名)

「梼原町のまちづくり」と比較するため、大山町(大分県民岡市)を訪問し、 fNPC

運動によるまちづくり jの学習を進めた。「梅まつり Jを見学、市職員による大山町

のNPC運動の歴史.[現夜の悩み」などを聞く事ができ、大変参考になった。 (NPC
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はnewplum and chestnuts [梅と訴さ〕からきていて、当初の運動のキャッチフレ

ーズは「梅築様えてハワイに行こう」という、山村における所得向上を目指す取り

組みだ、ったが、主主動の理念はさらに f学びj や「愛j へ発展してきている。)

c 龍法クラブ

龍法クラブは、法学をより深く、より幅広く学ぶ場が欲しいという学生からの強い

要望によって、 2010年度に設けられた新しいクラブである。顧問には、西津希久男准

教授と小林直三J住教授を迎えた。

活動内容は、設立して聞もないこともあり、試行錯誤のうちに進めているが、当面

は、本学の法学系の専任教員が、普段の講義では話すことがない、より専門的な研究

テーマについて講演を行う形式で、勉強会を行っている。それによって、一方では、

数鼠の立場からすれば、それぞれの専門の研究テーマについて講演ができ、その研究・

教育能力を活かすことができ、他方で、学生の立場からすれば、普段の講義だけでは

学ぶことができない内容を聴くことができることになる。その意味で、教員・学生と

もに、有意義な活動の場が縫供できているものと評価できるだろう。

2010年度l士、設立当初に総会を開いて役員選出等を行い、その後、本学の法学系の

専任教良の全長、すなわち、商漆希久男准教授、小林直三准教授、下山議二講師、根

岸忠、講師、菊池直人講師、問中康代講師の 6名の教員に、それぞれ、 1図ずつ、講話量

をして頂き、勉強会を開催した。それぞれの勉強会は、概ね 20名前後が参加し、お

よそ 60 分程度の議淡の後、 30~60 分程度の質疑を行い、充実した活動を行うことが

できた。

ただし、今後は、問じように講演を行うにしても、せっかくの学びの機会であるこ

とから、より関かれた公開講座という形式にするのか、あるいは、これまでのような

講淡形式の勉強会だけでなく、見IJのやり方も行うのかについては、色々と検討してい

かなければならない。

なお、顧問ではないにも関わらず、積線的にご協力頂いた下山講師、彼岸講師、菊

池講師、問中講師には、この場をかりで、心から感謝したい。

d 高知・丸ごとキャンパス

「高知・丸ごとキャンパスjは、 2010年度に正式にサークルとして発足し、本科生

と専攻科生の 10名がメンバーで、卒業生のグ、ループ f短美会Jと協働して県内の地域

づくり活動に参加している。主に安芸市入河内地区のfまちとむらの交流を考える会」

と交流して「地元学」を実施しながら、入河内大根の栽培を入河内地区の「入河内・

丸ごとキャンパスの畑Jで、行った。 2011年 1Jl 30日には日曜市で、その入河内大根

と味H段、ゆず酢、シシ肉入り入河内大根i'tの販売を行った。また入河内大根の一部は、

高知市内の4つの食堂でら昼食の食材として提供し、東京のホテルのレストランにも提

{共した。
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e フットサル部

フットサノレ郊は 2010~手 4 月に創設されたサークルである。 2011 年 3 月末待点、のメンバ

ーは 101'. (うち男子 91'.、女子 1名。)である。

フットサノレ部の運営は、メンバーの互選によって選ばれた主将と、主将が指名する副将

とを中心として、その都度、全体ミーティングを開催して活動内容を決定している。フッ

トサルは個人競技ではなくチームスポーツであるため、音11の方針や目擦を定める際にも、

メンバー全員が納得のいくまで滋諭して、チームのために自分をどう生かすか、チームの

ために自分には何ができるかについて共に考えるように努めた。

創設して間もないことから、 2010年の春から夏にかけてはチーム全体のレベルアップの

ために、ひとまず学内での練習を繰り返した。 2010年の秋~冬には、学内総督の成来を試

すために、学外のチームとの練習試合も綴極的に企画し、実戦での経験を積むようにした。

学外チームとの練習試合は、 2010 年 12)~ ~2011 年 3 月のうちに計 12 回、試合回数とし

ては計 122試合が行われた。月別の戦絞は、次の表 1のとおりである。

月 勝敗 勝率

2010年 12月 711書 4敗 1分 .583 

2011 '1o 1月 2ft会20敗 3分 080 

2011年 2月 12勝 45敗 11分 .176 

2011年 3月 3 J除 10敗 4分 .176 

合計 24勝 79敗 19分 196 

表 1 月別i除詩文および11語系

2011年度の具体的な図様は、セントラルフットサルパーク高知のセントラノレ OneNight 

リーグミドルクラスで後l践することである。加えて、日々、向上心を持って練習をし、学

生スポーツとして他の学生からの支援や激励、期待に応える存在となれるように、引き続

き努力したい。

2 学友会

2010年度の主な取り組みは以下のとおりで、あった。

( 1 )短大の教育・研究活動への協力

1) r春の広場J、短大祭への参加・協力

「春の広場Jと短大祭には、学友会として「おでんj を出活し、好評であった。

2)公開講座、開放講座への参加・協力

春と秋の公開講座に際しては、会員に講座を知らせるとともに、会員も穣緩的に

参加した。

3 )学生自治会への資金協力

学生自治会へ26万円の資金助成を行った(前年より 6万円増を昨年度総会で決定)。
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4)医i際交流事業への協力

縁関普州産業大学との交流に対しては、記念品代を負担した。

5 )卒業記念品の贈呈

全卒業生に記念品として図書カードを贈呈した。

6)入学式、卒業式の会長挨拶

7)その他

・震災募金活動.機敏な対応で募金 73，515月

-学生被災者へのお見舞い l万円、そのほか学友会有志から 25，000河

( 2 )学生募集活動への協力

1 )広告費への財政支援

昨年同様、学生募集のために、新開各紙と FM高知の広告費の補助を行うととも

に、 RKCテレビ、 RKCラジオ、電寧内での広告などを新たに取り総んだ。また、

2次募集への対応も行った。社会科学会との協力も進め、また会員有忠からの募金

も募ったが、追加的な予算指援を行った。

2)会員・卒業生への協力要請等

学友会会員への募集協力の要請を1Tい、また、街頭でのチラシによる宣伝を行っ

た。

(3)短大の将来への取り組み

1 )知事、議会・議員、マスコミに対する働きかけ

2) r短大のあり方を考えるシンポジウムj 等の潟催

(4)会長問の情報交換と親睦のための活動

1 )会報「灯J第 16号を発行した。

2) ホームベージの光実については継続課題である。

(5 )学友会組織の拡大・強化

1 )新入生の入会促進は、学生自治会、社会科学会との協力組織での取り総みと大

学の協力により、大きく前進した。

2)卒業生会員の会資'納入が促進した。
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彊総括と課題

2010 (平成 22)年度は、本学にとって、公立大学法人への移行が決定し、また、認誌

評価を受けた年度として記憶に残ることとなったo

本年度は、重点課題として、 1.学生募集活動、 2. 大学改築への取り組み、 3、認

証評価への対応、 4.学生支援、の4宅耳目を設定して始まった。以下、これらの課題へ

の取り組みの結巣を総括し、来年度への展望を示すこととする。

学生募集活動と教育の充実・改養

学生募集活動l土、毎年、本学の重点線題としている。本年皮は、新たに広報委員会を

設置し、この課題への取り組みを強化してきた。全教職員が学生募集活動に参加する体

制を構築し、新しい工夫も取り入れて所期の活動を行うことができた。

教育の充実・改善への絞り級みにおいては、新たにi高知県立消焚生活センターとの連

携講座「消焚生活論j を開設し多くの受講生の参加を得ることができた。短期大学設霞

基準の改正に伴う「社会人基礎カ養成講}]IJの開設や、編入学を希認する学生を対象と

した「社会科学演習Jの充実、バリアフリー化の前進など、多額的な取組みができた。

本学の地域貢献活動を継承し、これを発展させる組織として、 2011年 4月 1J3に f地

域連携センターj が設立されることとなった。地域に根ぎし、地域に僚かれた大学とし

ての機能をより高い水準で果たして行くことが期待される。

太学改革

2010年皮は、大学改革について大きな動きのあった年度である。

「県立大学改革にかかる永国寺キャンパス検討会Jが 2010年 3月に知事宛てに提出

した報告審の方向に即して、本年度は「永国寺キャンパス整備等検討チーム会j が設霞

され、大学改革にかかわる主要な議論は、この「検討チーム会Jに委ねられることとな

った。主たる検討課題は、社会科学系新学部の構想、社会人教育の拡充、高知短期大学

のあり方、とされ、定期的にj食言すが行われたが、本年度中に成案を得るに至らず、検討

は来年度に引き調査がれることとなった。

本学の設援者である県が、本学と高知女子大学とを法人化することを提案したのも本

年度のことである。

本学l士、この提案に対し、高知女子大学との意思、疎通を図るとともに、教授会と教授

会懇談会で議論を主主ね、在学生や学友会とも意見交換をしながら、法人化という提案を

受け入れることを教授会で:正式に決定した。以後、学内に f法人化ワーキング・グルー

プj を設置し、情報収集に努め、資料分祈念するなかで、法人への移行の准儀を進めて

きた。法人定款、諸規程、中期計額、年度計闘等の策定などの課題を進めた。初代理事

長(学長)専任にも、検徳的に見解を述べ、これに参闘してきた。こうした経過があっ

て、 2011年 4月 1日には、高知県公立大学法人の登記が行われ、法人の下における大

学遂営が始まった。

大学改革のもうひとつのE重要な事柄として、大学評価・学佼授与機檎による認託評価
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があった。認証評価にあたっては、昨年度から自己評価委員会の中に「認証言平儲ワーキ

ング・グループJを設澄し、このW Gを塁手引カとして、全学的な取り総み体制を作って

対応してきた。評価結果は本年報に概略を記したとおり、高い評価を得たものと考えて

し、る。

認証言手仰を経験したことは、本学の教育・研究、さらに大学淫営においてエビデンス

(i舌動の証拠となる資料)を残す体制をつくること、また、大学遂営にあたっての諸規

程を整備すること、という点で改善へのインパクトとなるものであった。

来年度の課題

来年皮 (2011年度)にも多くの課題があるが、何よりも公立大学法人に移行する年度

となることが最大の諜題であろう。従来からの継続課題もきちんと踏まえ、以下に来年

度の課題と展望を整理しておく。

来年度も、学生募集活動と教育・研究のft~に力を尽くすことが本来的な課是重である。

この課題をいっそう進めるために、学生部委員会を学生委員会と教務委員会に再編する

とともに、広報委員会の活動強化を重点課題として推し進める。学生支援活動と F D活

動をさらに前進させたい。

大学改革では、次の 2つの課題がある

第 11立、公立大学法人に移行するにあたって、理事会、経営審議会、教育研究審議会

による大学淫営体制を篠立するとともに、学内の民主的な意見集約・合意形成のあり方

を実現する課題がある。法人化にともなって、自徐的で効率的な大学絞営を図り、県内

他大学との連携をいっそう強めることを課題としたい。

第 21士、本学の教育・研究を、時代の主主請に郎応する形で改革する課題である。短期

大学士の質を保障するとともに、さらに学士を志向する学生に対して、専攻科を認定専

攻科に改組する方向を検討すること、あるいは、社会科学に限らず、より広い学習要求

に応える数学課程を幣俄すること、などが検討課題となっている。また、高知工科大学

の社会科学系新学部が関学された時点で、本学のあり jjをどうするかも重要な検討課題

である。この課題は、来年度、ひき続き f永医!寺キャンパス整備等検討チーム会Jで検

討される予定となっている。

来年度は、本学の「地域連携センターj が活動を開始するo 新たな息吹が感じられる

取り組みを展滅して行きたい。
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付属資料

E 独立行政法人 大学評価・学位授与機構による認証評価結巣

認証評価結果

高知短期大学は、短期大学設霞慕準をはじめ関係法令に適合し、大学評価・学位

授与機構が定める短期大学評価基準を満たしている。

主な優れた点として、次のことが挙げられる。

0 教員の教育研究のレベルアップを目的に長期研修制度が設けられており、この

節目度を利用して、特に若手数員の活性化が図られている。

0 社会人入試を重視し、幅広い年齢層の学生を受け入れている。

0 第二部の短期大学として、学生が仕事等と就学を両立させることができるよう

に、長期履修学生制度を導入するなど、学ぶ仮!1の条件に配慮、した教育環境の整

備に積極的に取り組んでいる。

0 学生による自主的な支援組織「ともに学ぶ会jとの協識によって、ノートテイ

ク、教護移動等の障害のある者への支援を実施している。

主な改善を要する点として、次のことが挙げられる。

0建物の老朽化への対策、特に耐震化に向けての対策が必要である。
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II 2010年度外部評価会議

開催日時:2010年 11月8日(月)15: OO~ 17 : 00 

場 所:高知短期大学2階会議室

出席者名 [委員](敬称略)

元高知大学部学長

弁護士

高知県商工会連合会専務理事

高知県立高知丸の内高等学校教頭

高知県西部NPO支援ネットワーク理事

高知市教育委員会教育次長

[高知短期大学]

学長代理

学生部長

教授

事務局次長

事務局総務企画課長
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松永健二

稲 泊 知 江 子

久 保 田 寿 一

織田敦子

大原泰輔

松井成起

調根猪一部

大井方子

細居俊明

千矢正一

田島総



E アンケート

1 事詩人生アンケート結祭 (2010若手 4月5臼実施)

2010年度新入生数 122名、回答者 112名、回答率 91.8%

I 短大入学についてお閤きします。

( 1 )高知短大を受験するきっかけとなったのは

どこからの情報でしたか? (複数回答可)

①高校・予備校の先生 33 

②本学のそE学生・卒議生 16 
③雑誌・新閤広告 3 
④新関記率 8 
⑤テレど・ラジオ 4 
⑥県広報 6 
⑦ポス告- 5 
⑧大学案内・パンフレット 38 

⑨本学ホームページ 20 
⑩その他 18 

(2 )【 1(1)で①と回答した方へお閤きします。】

それはいつでしたかっ

① 1年生

② 2年生

③ 3年生 1学期

④ 3年生変休み

⑤ 3年生2学期

⑥ 3年生冬休み

⑦ 3年生 3学期

③その他

n
U
噌

i
R
u
q
u
ρ
o
q
u
r
D
守

I

ー

(3 )受験前、高知短大の以下の説明会に

参加したことがありますかっ(複数回答可)

①業者主催の進学説明会 1 
②高知短大での入試説明会 42 
③オープン・キャンパス 5 

④参加したことはない 65 

(4 )高知短大への進学の動機は侭でしたか?

(複数回答可)

①累立大学 26 
②夜間関議 41 
③学聖堂が比較的安い 68 
④立地がいい B 

⑤充実した議議 13 
⑥短大卒業資格 31 
⑦就廠・繍入学へのステップ 53 
⑧仕率に役立つスキル 11 
⑨豊かな教養 17 
⑩その他 4 

(5)高知短大で学んでいく上で困難はありますかっ

①仕事との両立 30 

②授芸華料負担 11 
③健康不安 14 
④家庭との両立 7 
⑤学力の問題 29 
⑥その他 7 
⑦闘量産iま特にない 35 

E 入学時点での就議状況についてお騎きします。

( 1 )あなたは現在仕率をしていますか?

①はい

②いいえ

46 
66 

(2) [II (1)で①「はいj と問答した方へお間きし

ます。]それはどのような就業形態ですかっ

①自営業 5 
②正規援用 B 
③契約社員 4 

④派王室社員 2 
⑤パート・アルバイト 27 

(3 )【宜 (2)で③、④、⑤と回答した方へお節きし

ます。】週平均の勤務時間はどれくらいですかっ

① 10時間未満 7 
② 10時間台 5 
③ 20時間台 11 
④ 30時間台 8 

⑤ 40時間以上 6 
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2 卒業生就職進学アンケート結果 (2011年3月21日実施)

2010年度卒業生数 71:1'，、回答者数 65名、問答率 90. 3% (専攻科修了生数6名、回答者数

6:1'，、回答率 100%) (括弧o内は専攻科修了生数。各人数に、専攻科生は含まない。)

I 入学時点での就業状況についてお尋ねします。

( 1 )入学時点でi般に就いていましたか。月後に就いていた方は、その裁縫形態もお答え Fさい。

1.はい 自営・32 4名(0) (うち入学時点 56歳以上 0名。 55歳以ド 2名。不明 2名。)

2 はい 正規雇用 9名(0) (うち入学時点 55綴以下 9名。)

3 はい‘契約社員 2:1'， (0) (うち入学時点 55歳以ド 2名。)

4 はい:派遣社員 O名(1)

5 はい:ハ山由トまたは了ル!¥-'イト 22名(1) (うち入学時点 56歳以上 1名。 55歳以下 21名。不明 l名。)
6 いいえ 27名付) (うら入学時点 56歳以上2名。 55歳以下 22名。不明 3名。)
無回答 1名(0) (うち入学時点 56歳以上 l名。)
注)不明とは、学籍番号の記裁がないため、入学時の年齢が分からない者。

E 夜学中の就職・転職活動についてお尋ねします。

( 1 )在学中、就職や転職を希望していましたか(卒業後の就職・転職希望を含む)。

l はい 23名 (2)
2. (， ¥(，、え 42 :1'， (3) (→( 3 )へ進んでください。)

1かっ 2 0名(1)

(2) -a [(1) で fl.はいJと問答した方へお毒手ねします。l
就職・転機のために何か取り組みましたか(複数回答可)。

1.情報収集(学内の説明会参加、ジョブカフェに通う等)

2.企3語訪陪(業者主催のセミナー参加等)

3.求人に応募:回数一一一回
( 1回3名、 3回2名、 5回1名、党えていない2名)

18名(0)

3名 (0)

8名(0)

4‘その他 (具体的に) 4名(0)

(回答 教養試験に向け勉強、後察の試験を受験、資格取得、ハロワ・総数訓練)

5 特別な取り総みはしなかった 3名(2)

(2) -b [(1)で fl.はい」と回答した方へお尋ねします。]

就職・転織は決まりましたか。決まっていない場合、現在も就職先を探していますか。

1.はい、既に{動き始めている 7名(2) (→ (4 )-aへ進んでください。)

2. はい、 4月から働く 2名(0) (→(4)-aへ進んでください。)

3 まだ、決まっておらず、現夜も探している 12名(1) (→凹へ進んでください。)

4. まだ、決まっていないが、もう探していない 3名(0) (→聞へ君主んでください。)

(3) [(1) で f2. いいえj と回答した方へお尋ねします。}

なぜ就職や転職を希望しないのですか(複数回答可)

1 既に勤務しており勤務先に満足しているから 11名(1)

2.進学・編入学希望だから 24名(0) (→斑へ進んでください。)

3.定年退職したから。 4名(2) (→Eへ進んでください。)

4. 介護、子育て等家事があるから。 3名(0) (→Eへ進んでください。)

5. 就職をあきらめたから。 o名(0) (→皿へ進んでください。)

6 その他(具体的に) 3名(0) (→阻へ進んでください。)

(回答ー病中につき。~に専門学校に行っていたので。資格勉強中。)
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(4) -a [(2) -bで1または 2と問答した方、(3)で1と回答した方へお尋ねします。]

4月からの就業形態を教えてください。

1 . 自営業 2名(1)

2. 1E規緩照 12名(1)

3 契約社員 2名 (0)

4 派遣社員 O名 (0)

5. パートまたはアルバイト O名 (0)

(4)-b[(2)-bで1または 2と回答した方、(3)で1と回答した方へお尋ねします。]

勤務先を教えてください。(具体的に)

直 進学・編入についてうかがいます。

(1)卒芸最後に進学しようと思いましたか。

1 はい :4年制大学へ
2 はし、:通信市IJの学校(放送大学も含む)へ
3 はい:高知短大専攻科へ
4 はし、:専門学校へ

5.いいえ
無回答

26名 (2)

3名 (0)

3名 (0)

4名 (0)

21名 (0)

7名 (0)

( 2)卒築後の進学は決まりましたか。 決まっていない場合、現在も進学を希望していますか。

1 はい:進学先
2 まだ決まっていないが、現住も進学を希望
3 まだ決まっていないが、現在は就織を希怒
4 まだ決まっておらず、今後どうするかも決めていない

19名 (0)

7名(0)
11名 (0)

8名 (3)

( 3)仮にi高知に夜間に学べる 4年制大学があり、その大学への 3年次編入学制度があれば

進学したいと思いますか。

1 はい 18名 (5)

2. はいただし、条件があえば 32名 (0)

3. いいえ 5名 (0)
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3 卒業生満足度アンケート結果 (2011年3月21日実施)

2010年度卒業生 72名、回収数 66名、回収率 91.67国

1.入学時、不安なこと(複数回答可)

き友 い業授 そ
特 41正

人 るて
るが カ冶し、 lこ 。コ ?思 言己

かで けつ
他

し
入

H21 10 22 7 30 3 

H22 12 29 11 26 3 

H22その他①仕事との両立 5名(仕事との両立2名。出貯2が足りるか夜間の仕事が(会議など)入るこ

とがよくあるので。 I名。授芸誌時間に間に合うかどうか I名。仕事の都合でどうなるかわからないという不

安 1名。)②絞けられるか 14'.0 ③授会話料の支払い 1名。@進路3名(進路 1名。就殺できるか I名。続可能
サポート l名。)。⑤務い人とうまくコミュニケーションがとれるか。 1名

2 得たいもの(複数回答可)

格撃を 短大 3格を その
3五4込民

荒日 毒手
方見 物の

友
そ 1照

号事tを h 見 Fi 人
の 言己

イ也 な f也 入

H21 35 2 21 16 34 23 5 3 

H22 44 29 27 31 20 3 1 

1122その他 人生の友になる l名。法体知識をやぷ目的 l名。大切な人、見守ってくれる人 I名。

4. 1 短大に来たことで、次のことを身につけることができましたか。

できない ど できた

lま ち 査E

と
あ ら や

と 記

ん ま と や
て 入

ど
り も も

1)墜かな毒主主主を身につけるための 日21 8 2 7 18 43 34 9 。
基礎的な学力 日22 2 2 。 7 56 41 15 

H21 10 2 8 14 42 40 2 3 
2)社会科学の専門的な知識

H22 2 7 56 38 18 

3)地域社会の発展に奥味をもち、 H21 23 4 19 10 36 26 10 。
主体的に担うカ H22 5 4 16 45 34 11 。

注)H21年度は、選択肢は「とてもできたj 、 「まあまできたj fI品、(口頭で説明)j 、 「あまりでき

ていないj 、 r3';くできていなしリとしていた。 H22年度は言擦を変え、順番も逆風買とした。
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4. 2 修得方法(複数回答)

授業
の学生 自

Z、Z一一 姐E

プjp市て、， 開 習
。コ 記
{也 入

1)豊かな教主主を身につけるための H21 63 23 10 7 1 

基礎的な学力 H22 61 25 17 2 1 

2)社会科学の専門的な知識
H21 65 22 17 5 1 

H22 63 12 18 1 2 

3)地域社会の発展に奥l朱をもち、 H21 49 23 8 11 7 

主体的に担う力 H22 50 24 14 。
H22その他 1)指導力ができた。レポート。 2)レポート。 3)さまざまな学習をしたいです。就労。

5.本学で学んで満足できましたか。 (1122)

できない ど できた

lま ち 制E

と
&， ら 少 と 言己

ん
ま と し て 入

ど
り も も

H21 2 。 2 18 39 26 13 10 
1)カリキュラムについて

日22 。 。。 6 57 27 30 3 

H21 13 2 11 13 13 8 5 30 
2)就職編入学など進路指導

日22 4 2 2 23 31 9 22 8 

狂21 3 1 2 10 17 13 4 39 
3)その他

日22 1 。 1 19 40 26 14 6 

4)総合的に (H21設問なし) 日22 。 。 10 52 31 21 4 

波)H21年度は、選択肢は「とてもできたJ、 「まあまできたJ rはい(口頭で説明)J、 「あまりでき

ていなしリ、 「全くできていなしリとしていた。 H22年度は言終を変え、阪悉も逆阪とした。 H22年度に

は4)の聞を迫力詳した。
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4 専攻科修了生満足度アンケート結果 (2011年 3月21日実施)

2010年度専攻科修了生 6名、回収数 6名、回収率 100.見

1 入学時、不安なこと(複数問答可)

友人ができるか|授議についていけるか

専H22 。 5 

H22その他 ①仕事苦手との両立 l名(孫のもり)

2.得たいもの(後数回答可)

叫峨|盤かな糊|専門的知見

。 6 2 

3.、卒業後の進路 (H22は口頭で複数回答可)

4. 1 短大に来たことで、次のことを身につけることができましたか。

できない どちら できた
無記入

}まと/νど あまり とも やや とても

l)~まかな教義を身につけるた
場[H22 。 。 。 1 5 5 。 。

めの基礎的な学力

2)社会科学の専門的な知j滋 耳j.H22 。 。 。 1 5 5 。 。
3)地JI車社会の発展に輿味をも

L平H22 。 。 。 l 5 5 。 。
ち、主体的に担う力

4. 2 修得方法(複数回答)

授業 学生伺の交流 自習 その他 然記入

1) ~まかな教去をを身につけるための基終的な学力 専H22 6 5 l 。 。
2)社会科学の専門的な知識 専H22 6 5 1 。 。
3)地域社会の発展に輿味をもち、主体的に相うカ 専H22 6 6 。 。 。

5.本学で学んで満足できましたか。 (H22)

できない どちら できた
無記入

ほとんど あまり とも 少し とても

1)カリキュラムについて 専 H22 。 。 。 。 6 3 3 。
2)就職編入学など進路指導 専H22 。 。 。 2 。。 。 4 

3)その他 場H22 。 。 。 。 5 3 2 l 

4)総合的に 耳f.H22 。 。 。 。 6 3 3 。
6 卒業後の進路
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5 2010年度授業評価アンケート全科呂集計結果 (2006-2009年度との比較)

(1) 入学時の年齢はいくつですかっ

選択肢 2006 2007 2008 2009 2010 

18~21 綴 34% 37% 44% 48% 57% 

22~29 滋 23% 20% 12% 13% 12% 
30~54 綴

41% 43% 
23% 19% 16~ゐ

55歳以上 21% 20% 15% 
僻回答 1% O~'Ó 。% 日% 0% 
サンプル紋 1022 1620 1280 1274 1310 

(2) 現在〆-，_、 働いていますかり

巡択肢 2006 2007 2008 2日09 2010 
闘いていない 24% 30% 34% 35出 32% 
正規藤周・

26% 23% 23% 22切 2日。。
自営業

Iピート.71.，，'イトー
48% 46% 

派遣など
43% 42% 4伊%

知回答 2% 1% 0% l日 0% 
サンプル数 1026 1620 1275 1274 I 1310 

(3) 授議にとの程度出席していますか。

滋択肢 2006 2日07 2008 2009 2010 

すべて出席 66% 76% 76% 77% 42% 

ほとんど出席 24% 18% 20% 20% 54% 

あまり出席し
6% 5% 

4% 
ていない

ほとんど出席
4% 3% 

0% 
していない

1% 1% 

無回答 2% 1% 。% 8% 。%
サンプル数 1022 1620 1278 1274 1314 

(4) 欠席した主な理由は何ですか。

選t放 2006 2007 2008 2日09 2010 

仕事の都合 34% 60% 55% 23% 49% 

病気 1制。 12% 27% 
その他 27% 40% 26% 11% 24% 
生堤防答 39出 0% 0% 54% 0% 

サン7.1レ数 1047 277 294 1274 721 

(5) -， 授*を熱心に受縫し :l，i欲的に芋習しましたか。

選択肢 2006 2007 2008 2009 2010 

そう思わない 6% 6% 6% 6% 1% 

あまりそう恩 7% 

わない

どちらとも弓
25% 25% 

28% 30% 25~{i 

えない

ややそう思う 43% 

そう思う 69% 69% 65日 64% 24% 
組問答 1% 1% O~も 。% 。%

サンプル数 1023 1620 1278 1274 1311 

(6) 授芸器内容は理解でさましたか。

選択肢 2006 2007 20口B 2009 2010 

そう思わない 8% 12% 12% 11% 2% 

あまりそう恕 8% 

わない

どちらとも'a-
45% 43% 

41% 45% 22% 

えない

ややそう思う 49% 

そう思う 46% 44% 47% 44% 19% 
然回答 1% 1% 0% 1% 日%

サンプル数 1620 1276 1274 1315 

(7) 授;t，内容の終息皮l土適切でしたか。

選択肢 2006 2007 2008 2009 2010 

そう思わない 18~ 。 18% 21% 21% 2% 
あまりそう忍 7% 

わない

どちらとも三 25% 

えない
ややそう思う 40% 
そう恩弓 81% 81% 79% 78% 26% 
然回答 1% 1% 0叩 1% 0% 

サンプル主主 1024 1621 i265 1274 I 1309 

(8)数民1:工学生の理解を椴認しながら滋めていました加。

選択絞

そう足、わない

あまりそう臣、

わない

どちらともJ
えない

ややそう思う

そう思う
然問答

サンプル数

(9) 

そう，[!わない

あまりそう忠

わない

どちらとも立

えない

ややそう思う

そう思う

2006 2007 

5% 8日

24% 26% 

70% 65% 

0% 1% 

1022 1621 

2% 3% 

15% 17% 

2008 2009 

8% 日明

27日 26拍

65% 65目
0出 。ちも

1278 1274 

3% 2% 

20% 18% 

2010 

2% 

7% 

20% 

36% 
35% 

0% 

1310 

1% 
2% 

15% 

(10) 数民は適切に準備して数えていると思いましたか。

滋択肢 20日6 2007 2008 2009 2010 

そう思わない 190 2% 2% 3% 1% 
あまりそう思 2% 

わない

どちらともお; 13% 10日 10% 

えない
9% 10% 

ややそう辺、う 31% 
そう足、う 89% 87% 85% 86% 57% 
然回答 。% 0叫 。% 0% 0% 

サンプル数 1022 1623 1276 1274 1311 

(11)数民の声の大きさやB活すスピ ドは適切でしたかっ

選択肢 2006 2007 2008 2009 2010 

そう思わない 4% 3% 5% 8% 2% 

あまりそう思l 5% 

わない

どちらとも誌 14% 12% 14出

えない
11% 12% 

ややそう思う 30% 

そう恩う 84% 84% 80% 79% 50% 
終回答 1% 1% 0% 日出 0% 

サンフ，>)L-笠_l_1022 1622 1278 1274 1310 
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(12) 授業分野に興味を感じ、話tl，~、を深めたいと思いました
色、。

(14)佼議内容は卒議後の仕事や生活で{ITJらかのプラスにな
ると思いますか。

i聾択肢 2006 2007 2008 2009 2010 i笠択肢 2006 2007 2008 2009 2010 

そう応、わない 4% す弛 7% 8出 3% そう思わない 7% 8日 9% 6日 2% 
あまりそう思 5% あまりそう思 4切

わない わない
どちらとも言 24% 26日 22% 
えない

17% 21% 
どちらとも合

19出 24% 
26% 27% 18% 

えない
ややそう思う 35出 ややそう忠、う 38出
そう思う 78% 72% 69% 65% 35% モう怒う 73% 66% 65% 66% 38% 
保日!答 1% 0% mも 1% O~色 奴邸宅手 2% 2% 。% 1% 0% 

サンフ千ル数 1022 1620 1275 1274 1309 サンプル数 1024 1620 1273 1274 1302 

(13)絞殺から刺激を受けて、自発的に千脅しましたか。 (15)授議を総合約に終似して、あなたは泌足していま寸か。

選択肢 2006 2007 2008 2009 2010 I 選択肢 2006 2007 20日B 2009 2010 

特にしていな 25% 35% 39出 40% 3的 そう恩わない 2% 3% 3日 2% 2出
し、 あまりそう忠 8% 9% 8% 日目 5% 

ニュースをよく見 わない
Q 51% 43% 41% 39【ゐ 25% どちらともぷ 17% 
ようになった えない
関連する本を 17出 17% 18% 
読んだ

18% 17% 
ややそう思う 53% 53出 55% 58% 37% 
そうIZう 36% 34% 35% 30% 39% 

イントわトでJ\~
10% 

14出 16% 17% 
ベた

16% 
然摂l替: 1% 1% 。出 1% 。%

ザンプノレ数 1023 I 1621 1264 1274 1307 
その他 5% 4% 0% 5% 4% 
i活問答 5% 2% 0% 。% 0% I 

サンプル欽 1022 1621 1280 1274 1584 

tt : 2006~2009 年皮と 2010 年伎の途い
1) いくつかの設凋を削除した。具体的には、 fこの綬3誌のノートは取りやすかったですか?J 1私語に対する救

災の?士jg:はi歯切でしたかり jの2点である。なお、 2006年度と 2007年度では fあなたの学年はワ j という

設陪があったが、 2008年l支以降は削除している。

2) 設問(1) i没間文を fあなたの短大入学時の年齢は?Jから変更した。

3) 設問(2) 設問文を「あなたは現在枇去さしていますかっJから変更した。

4) 投開(3) 設問文を「あなたはこの議議にどの稜i支出席していますか?Jから変復した。また、選択肢を 3段

附 (2006年度と 2007年度は 4段階)の数値から 4段階的符価へと変更した。さらに、出席皮合いが低し、ほ

うから並べていた巡択肢を、出rll;!主合いがî6'Jし、ほうから並べる選択Il支へと変更した。 2006~2009 年度にお

ける選択肢と 2010年度における選択肢との対応関係は、 190也 100%Jがけーベて防総J、170・89%Jが「ほと

んど出防J、[50-69%Jが fあまり出席していなしリ、 [0-49%Jが「ほとんど出席していない」となっている。

5) 設問(5) 設聞の後半にあったが、設問の前半に移動した。

6) 設問(5)、 (ω 、 (8)~(12)、(14)、(15) 選択肢を 3段階の評{ilIiから 5段階の評仙1へと変笈した。また、評価が

おいほうから主主べていた選択肢を、 J判明が{s;いほうから並べる選択肢へと変更した。

7) 設問(6) 設問文を「授淡はわかりやすいものでしたかワ j という設問から変更した。また、選択肢を飽の設

間と統ーした。 2006~2009 年度における選択肢と 2010 年度における滋択肢との対応関係は、「わかりやす
し、Jが「そう思う j、「普通Jが「どちらとも言えなしリ、 fわかりにくしリが fそう忠わないJとなっている。

8) 設問(7) 設問文を「授議内容のレベルはどうでしたかり j という設照から変更した。また、選択肢を他の設

間と統ーした。 2006~2009 年度における選択!伎と 2010 年度における選択肢との対応関係は、 [11霊しすぎたj

と f縦しすぎたJが fそう恩わなしリ、「適切だった」が fそう思う」となっている。

ω設澗ω)設問文を fこの講義はシラパスに沿った計閥的なものでしたかっ j から変受した。

10)設問(10) 設問文を f数政は適切に準備し教えていると思いましたかっ j から変更した。

U)設伺(12) 投開文を「この授幾分野に興味を感じ、関心を深めましたか?Jから変廷した。

12)設問(13) 設問文を「この授ご障をうけてから、自らi並んで何かをするようになりましたかワ jから変更した。

また、選択肢から「悶複合総で調べたJを削除した。

13)設問(14) 設問文を「この授3誌は、仕事をしていくとで蕊後あるいは間後約に、プラスになると患いますかり J

から変更した。

14)設問(15) 設問文を「この授3誌を総合的に評価して、あなたは満足していますか?Jから変更した。また、

選択伎を他の設問と統ーした。 2006~2009年度における選択肢と 2010年皮における選択!伎との対応関係は、

「ほとんど泌足していなしリが fそう思わなしリ、「あまり満足していなしリが「あまりそう思わなしリ、「だ

いたい満足Jが「ややそう思う j、「十分満足jが「そう段、う j となっている。
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6 2010年度入学者の就業状況調査

7月未認変期調 2010年7F115日(木)-8月3B (火)。調査対象入学者 122名、うち休学者3名、退

学者1名。回収数 98名、未提出者数20名(回収率=98/118=83.1%)

1月末調査期潤 2011年 1Fl 15日(木)-1月31臼(月)。調査対象入学者 122名、うち休学者7名、退

学者6名。回収数35名(回収量1'=35/109=32.1目)

1 )就業状況、就業形慾 2)業種 1)の表で「働いている」者の内訳

7月末 1月末
7月末 1月末

「働いているJ 61 62.2% 23 65.7覧 01.食品 17 27.9出 10 43.5弘
自営業 3 3.1見 2 5.7出 02.衣料品 0.0覧 0.0弘
亙規震用 9 9.2% 2.9覧 問機械器具 0.0覧 0.0% 
契約・派遣 5 5.1弘 2.9% 04.商社 1.6覧 0.0出
ハ。ー卜・アルハ.イト 43 43.9見 19 54.3拡 05百貨庖 0.0出 0.0百
週 10時間未満 3 3.1弘 2.9% 06スーハー・コンヒ二 7 11.5% 4.3覧
週 10時間台 9 9.2出 5 14.3出 07専門庖 4 6.6覧 2 8.7拡
週 20時間台 16 16.3出 8 22.9覧 08.銀行 0.0% 0.0覧
週 30時間台 13 13.3% 4 11.4見 09証券 0.0% 0.0弘
選 40時間台 2 2.0% 。0.0% 10保険 0.0% 0.0百

無記入 1.0% 2.9% 11.他金融 0.0% 0.0覧
「働いていなし、」 35 35.7% 12 34.3% 12運輸 0.0覧
無記入 2 2.0覧 。0.0% 13交通 0.0出 0.0弘

計 98 100.0弘 35 100.0覧 14旅行社 0.0% 0.0% 

15教育 3 4.9% 0.0出
3)議議 1)の表で f働いているJ者の内訳

16医療 0.0% 0.0見
7月末 1月末 17コンヒ。ユ一世 0.0見 0.0見

1事務員 14 23.0% 2 3.3覧
18新聞 0.0見 0.0覧

2研究・技術 2 3.3% 1.6% 19放送 0.0見 0.0見
3営業 7 11.5% 2 3.3出 20広告 1.6% 0.0% 
4その他 22 36.1% 9 14.8% 21出版 0.0見 0.0% 
無記入 16 26.2% 9 14.8百

22企画 0.0出 0.0% 
言十 61 100.0% 23 37.7出

23その他 20 32.8% 6 26.1% 

無記入 7 11.5% 0.0% 
4) 県職員数 1)の表で「働いている」者のうち

言十 61 100.0% 23 100.0% 
7月末 1月末

亙規展用 3 4.9覧 。0.0% 

契約・派遣 3 4.9出 。0.0% 

言十 6 9.8出 。0.0覧
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N 諸データ

資料4-2 ① 2 入学者年齢構成表

。本:fo生

海¥南島と 18~20 21~25 26~30 

(15) (2) (2) 

平成 18年度 [0] [ 18] [8] 

44 25 11 

(17) (1) (0) 

平成 19年度 [0] [9] [4] 

44 16 4 

(12) (1) (1) 

司王成 20年度 [5] [7] 

47 17 8 

(10) 

平成 21年皮 [8] [2] 

57 13 3 

( 16) (2) 

平成 22年度 [8] [4] 

81 18 4 

* ( )は、推1WJ入学者の降掲

31~40 

(0) 

[8] 

8 

(1) 

[3] 

4 

(1) 

[6] 

7 

(2) 

[6] 

9 

[3] 

3 

* [ Jは、社会人を対象とする入学者の再掲

0専攻科生

平ト4 ミ堕 18~20 21~25 26~30 31 ~40 

平成 18fr三度 2 2 

平成 19年度 2 2 

平成 20年皮 1 

平成 21年度

平 成 川 皮|

41~50 

(0) 

[6] 

7 

(0) 

[6] 

6 

[7] 

7 

[7] 

7 

(1) 

[3] 

5 

41 ~50 

3 

資料4-3-①ー 1 社会科学科の怠願者及び入学者数

入学 志願者
年度

定員 f住1!fJ 社会人 一般

平成 18年度 120 27 57 41 125 

平成 19年皮 120 23 43 37 103 

平成 20年度 120 18 42 55 115 

王手成 21年皮 120 14 42 60 116 

平成 22年度 120 21 35 83 139 

-80 

(単位入、歳入学年4月 1S現在)

51~60 61~ 計 平均年齢

(0) (2) (20) 

[2] [5] [ 49] 28.9 

5 8 108 

(2) (1) (22) 

[14] [6] [ 42] 31. 2 

16 7 97 

(1) (1) ( 17) 

[6] [9] [ 40] 30.0 

7 10 103 

(12) 

[8] [7] [38] 28. 5 

8 7 104 

(19) 

[6] [5] [29] 24.6 

6 5 122 

(単位入、歳入学年4jj 1日現在)

51~60 61~ ~'l 平均年富市

4 11 42. 8 

2 8 39.9 

26.0 

4 7 56.9 

2 2 5 54.6 

(単位人)

入学者

捻i慾 社会人 一般 2十

21 49 37 107 

22 42 33 97 

17 40 46 103 

12 38 54 104 

19 31 72 122 



資料4-3ー①-2 専攻科の志綴省主主び入学者数

(単位:人)

年度 入学定員 忘E護者

平成 18年度 15 11 11 

平成 19年皮 15 9 8 

平成20年度 15 4 2 

平成21年1克 15 7 7 

平成22年度 15 5 5 

資料 5-1ー②ー 2 高知女子大学との単位互換実絞一社会科学科

¥ 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

私人数 科医数 人数 科悶数 人数 科白委主 人数 科目数 人数 科目委主

受入 2 3 2 2 1 。“ 11 22 4 4 

派遣 9 18 10 24 17 25 19 10 17 

*人数は実数、科目は延べ数

資料 5-1-②-3 入学前の履tl@¥:単位認定状況

~ 
平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 平成 22年度

人数 単位委主 人数 単位委主 人数 単位委主 人数 単位数

本学における単位履修 1 12 3 20 4 78 4 78 

他の大学での単位隠修 1 12 2 32 1 16 1 16 

合計 2 24 5 52 94 5 94 

資料 5-2ー④ー 2 各年度入学生の長期履修学生前IJ皮利用状況(社会科学科)

(単位.人)

入学年次
平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 | 

15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

入学生総数 115 127 98 107 97 103 104 122 

長持l履修学生 2 17 19 14 17 20 17 8 

内、 3年殿修 9 11 4 9 13 8 5 
ト一一

4年履修 8 8 10 8 7 9 3 

*平成 15年度入学生の;長期履修は平成 16年度になって長期履修学生制度を利用したことによるもの

資料5-5ー④ー 2 各年度入学生の長期履修学金制度利用状況(専攻科)

入学年次
平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

合計
16年度 17年皮 18年度 19年度 20年度 21年箆 22年度

入学生総数 8 7 11 日 2 7 5 48 

内、長怒履修学生 3 4 7 7 l 6 4 32 
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資料 6-1ー②ー 1 単位修得率(受講申請者数に対する単位修得者数害IJ合)

------------
社会科学科単位修得率 専攻科単位修得率

平成 20年度 80.5% 97.1% 

平成 21年度 83.3% 95.0% 

平成 22年度 77.9% 88.9% 

資料 6-1ー②-2:入学年度別段修年限別入学容の卒業年l支及び卒然率(社会科学科)

(単位.人、平成 23年 5月 1日現在)

平成 16年度入学者

履修年|浪別
卒業年度(iド成)

退学・
卒業率

退学・
在学中 (修業主年

入学者数 17年N 18年Jjt 19年皮 20年度 21年度 除籍者 除籍ネ
限内)

標準2年 110 69 8 4 l 。 。 28 62.7% 24.5% 

長期 3年 9 7 1 。 。 1 77.8% 11.1% 

長j努4年 8 6 1 。 1 75.0% 12.5% 

127 69 15 11 2 。 。 30 64.6% 22.8% 

平成 17年度入学者

履修年i波別
卒業年度(平成)

退学・
卒業率

退学・
在学中 (i，*~長年

入学者数 18年度 19年度 20年度 21年度 22年皮 徐籍者 除籍喜子ー
限内)

宇主主経2年 79 52 10 2 。 。 1 14 65.8% 17.7% 

長期 3年 11 10 1 。 。90.9% 0.0% 

長期4年 8 2 2 。 25.0% 50.0% 

計 98 52 20 5 2 。 1 18 65.3% 18.4% 

平成 18年度入学者

履修年限別
卒業年度(平成)

退学・
卒業率

退学・
夜学中 (修業年

入学者数 19年度 20年度 21年度 22年度 除籍者 除籍率
i浪内)

標準2年 93 63 9 3 。 1 17 67.7% 18.3% 

長期 3年| 4 3 。 。 1 75.0% 25.0% 

長期4年 10 4 1 1 4 40.0% 40.0% 

107 63 12 7 1 2 22 65.4% 20.6% 

平成 19年度入学者

履修年限引j
卒業年度(平成)

退学・
卒3詰ヰ宝

退学・
在学中 (修業年

入学者数 20年度 21年度 22年度 除籍者 除籍率
F良内)

原準2年 I80 56 6 1 1 16 70.0% 20.0% 
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長期 3年 9 9 。 。100.0% 0.0% 

長期4年 8 4 。 4 50.0% 50.0% 

計一 97 56 15 5 1 20 71.1% 20.6% 

平成 20年度入学者

履修年限別
卒業年度(平成)

7正岡予山 ・
卒業率

退学・
在学中 (修業年

入学者数
21年

22年度 除籍者 徐豪華率
E主 限内)

標準2年 83 57 5 6 15 68.7% 18.1% 

長期 3年 13 8 1 4 61.5% 30.8% 

長期4年 7 4 3 42.9% 

103 57 13 11 22 67.7% 21.4% 

平成 21年度入学者

履修年限別
卒業年度(平成)

退学・
卒業率

退学・
在学中 (修業年

入学者数
22年

徐籍者 除草蓄率
度 限内)

様準2年 81 58 14 9 71.6% 11.1 % 

長期 3年 14 11 3 21.4% 

長期4年 9 8 1 11.1% 

104 58 33 13 71.6% 12.5% 

平成 22年度入学者

履修年限百IJ

卒業年度(平成)
i奨学・

卒業率
退学・

在学中 (修業年
入学者数 除籍者 除籍主幹

限内)

標準2年 114 104 10 8.8% 

長期 3年 5 5 。 0.0% 

長期4年 3 2 1 33.3% 

計 122 111 11 9.0% 

平成 23年度入学者

履修年限別
卒業年度(平成)

退学・
卒業率

退学・
在学中 (修業年

入学者数 除籍者 除籍率
限内)

擦準2年 103 103 。 0.0% 

長期 3年 7 7 。 0.0% 

長期4年 5 5 。 0.0% 

言十 115 115 0.0% 
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資料6-1-②-3 退学主主由(社会科学科)

(単位:人、平成 23年 5月 1日現在)

年 E主 仕事上 健康上 縫済上 家庭事情 意欲喪失 進路変更 その他 言十

平成 16年度 6 。 1 3 1 4 。 15 

平成 17年度 7 2 2 3 4 3 。21 

平成 18年度 6 2 1 2 1 3 16 

平成 19年度 10 4 1 2 4 2 24 

平成 20年度 5 1 2 3 。 5 4 20 

平成 21年度 11 3 3 3 2 1 3 26 

平成 22年度 11 1 4 6 l 7 。30 

*その{!l!._は、「ついていけなくなったJ、「本人死亡J、「一身一七の都合j

資料6-1-②-3 :休学理由(社会科学科)

(単位人、平成 23年 5月 1日現在)

年 度 仕事上 健康上 経済上 家庭事情 意欲喪失 進路変更 その他 計ー

平成 16年度
[2] [1] [1] [4] 

12 1 3 1 。 1 4 22 

平成 17年皮
[2] [1] [1] [4] 

13 3 2 。 。 。
9 “ 20 

(1) (1) 

平成 18年度 [3] [1] [4] 

14 4 2 3 。 。 3 26 

平成 19年度
[3] [3] 

17 1 1 4 。 2 7 32 

平成 20年度
[2] [2] 

25 4 。 4 1 。 8 42 

平成 21年度
[4] [4] 

19 4 1 2 。 1 1 28 

(1) (1) 

平成 22年度 [1] [1] [2] 

12 4 6 6 。 5 3 36 

*( )は復学許可人数、[ ]は休学特別延長承認人数で外数

*その他は、「将来についての悩みJ、「除外での就織活動j、「一身上の都合J
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資料6-1ー②-4 入学年度j}1j履修年限jjlJ入学者の修了年度及び修了率(専攻科)

(単位.人、平成 23年 5月 1日現在)

平成 16年度入学者

履修年限別 修了年度(平成)
在学中

退学・ 卒業率(修 退学・

入学者数 吋 吋/ 除籍者 菜室年限内) 除草蓄率

標準 1年 5 410  。 1 80.0% 20.0% 

長期 2年 3 。。

/ 
。 。100.0% 0.0% 

8 4 3 。 1 87.5% 12.5% 

平成 17年度入学者

履修年限別 修了年皮(平成)
在学中

退学・ 卒業率(修 退学・

入学者数 17年度 18年皮 19年度 除籍者 ま長年|浪内) 除籍主幹

擦準 1年 3 3 。 。100.0% 0.0% 

長期 2年 4 3 。 。 l 75.0% 25.0% 

計 7 3 3 。 。 1 85.7% 14.3% 

平成 18年度入学者

j復修年限別 修了年度(平成)
在学中

退学・ 卒業率 (i~ 退学・

入学者数 18年度 19年度 除籍者 ま長年限内) 除籍率

擦宣告 1年 4 2 。 2 50.0% 50.0% 

長期 2年 7 5 。 2 71.4% 28.6% 

百十 11 2 5 。 4 63.6% 36.4% 

平成 19年度入学者

履修年限jjlJ 修了年度(平成)
在学中

退学・ 卒業率(修 退学・

入学者数 19年度 20年度 21 22 除籍者 業年限内) 除籍率

様準 1年 1 1 。 。100.0% 0.0% 

長期 2年 7 2 。 1 2 28.6% 28.6% 

言十 8 1 2 2 。 1 2 37.5% 25.0% 

平成 20年度入学者

!夜修年限別 修了年度(平成)
夜学中

退学・ 卒業率(i彦 退学・

入学者数 20年度 21年度 除籍者 1長年限内) 除籍主幹

様宣告 1年 1 。 1 0.0% 100.0% 

長期 2年 1 。 1 0.0% 100.0% 

言十 2 。 2 0.0% 100.0% 

平成 21年度入学者

履修生手限jjlJ 修了年度(平成)
在学中

退学・ 卒業率(修 退学・

e 入学者数
1年皮叫皮γ 除籍者 幾年|根内) 除籍率

標準 1年 1 1 。 。100.0% 0.0% 

長期 2年 6 6 。 。100.0% 0.0% 
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百十 7 1 6 レ~ 。 。100.0% 0.0% 

平成 22年度入学者

履修年限lJlJ 修了年度(平成)
在学中

退学・ 卒業率(修 退学・

入学者数 22年度 除籍者 業年限内) 除籍率

擦等主 1年 1 。 1 。 0.0% 0.0% 

長期 2年 4 4 。 0.0% 

言{ 5 。 5 。 0.0% 0.0% 

平成 23年度入学者

履修年限矧l 修了年度(平成)
在学中

退学・ 卒業率(修 退学・

入学者数 除籍者 業主年限内) 除籍率

標準1年

長期 2年 2 2 

言十 2 2 

資料6-1-②ー 5 退学理由(専攻科)

(単位人、平成 23年 5月 1日現在)

年 度 仕事上 縫康上 経済上 家庭事情 意欲喪失 進路変更 その他 言十

平成16年度 。 。 。 。 。 。 。 。
平成17年度| 。 。 。 。 。 。 。 。
平成18年度 1 l 。 。 。 1 。 3 

平成 19年度 。 。 。 1 。 。 。 1 

平成20年度 1 。 。 。 。 。 l 2 

平成21年度 2 。 。 。 。 。 。 2 

平成22年度 。 。 。 。 。
*その他は、 fついていけなくなった」、「本人死亡J、「一身上の都合j

資料6-1ー②-5:休学理由(専攻科)

年度 仕事上 健康上

平成 16年度 。 。
平成 17年度 。 。
平成 18年度 2 。
平成 19年度 2 。
平成 20年度 [1] 2 。
平成 21年度 [1] 1 。
平成 22年度 。 2 

* [ ]は特別延長許可人数で外数

*その他は、 f一身上の都合j

経済上

。
。
。
。
。
。
。

家庭事情

。
。
。
。
1 

[1] 0 

[1] 0 
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(単位:人、平成 23年 5}j1日現在)

意欲喪失 進路変更 その他 言十

。 。 。 。
。 。 。

。 。 。 2 

。 。 。 2 

。 。 。[1] 3 

。 。 1 [2] 2 

。 。 [1] 2 



資料 6-1ー④ー 2 編入学合格者数とその推移

(単位人、平成 22年 3月4日現在)

平成 18年度 平成 19年度 平成20年度 平成 21年度 平成22年度

国公立大学 5 10 7 18 15 

私立大学 4 3 6 3 6 

合計 9 13 13 21 
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v 2010年度行事日誌

{前期}

4月 4日(日)

4月 5日(月) ~ 4月 7臼(水)

4月 8日(木)

4月 27日(月)

5月 15日(土)

6月 10日(木)

6月 15日(木)

7月 2日(金) ~ 7月 4日(日)

|8月 7、日(土) ~ 9月初日(日)

日月 18日 (水) ~ 8月 22日 (日)

8月 26日(木) ~ 9月 8日(水)

9月 17日(金)

9月22日 (7)<)

[後期}

9月 27日(月)

10月 l日(金)

10月 4日(月)

10月 4日(月) ~ 10月 8日(金)

10月 7日(木)

10月24日(日)

11月 4日(木)

11月 713 (日)

12月 5日(日)

12月 15日(水)

|12月 24日(金) ~ 1月 5日(水)

1月 6日(木)

1月 14日(金)

2月 9日(水)

2月 13日(日)

2月25日(金)

2月 27日(日)

3月 713 (月)
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入学式 (14 ・ OO~、体育館) 式後、所管事項説明

ゼミ5JIJオリエンテーション

オリエンテーション

(履修説明、科目説明、就職・編入学ガイダンス、

健康診断、学生自治会・クラブ紹介等)

前期論義開始

創立記念日(平常授業)

新入生交流行事:f春の広場J (13:00~16:00) 

社会科学会主催公開講座 (19:00-21:00)

学生大会(19:05-20: 05) 

ZE街地区大学総合体育大会(高松市ほか)

亥塁手休暇

韓国研修旅行

夏季集中講義

f;高知学NJ開講

前期科目成綴交付

後期講義開始

入試説明会

笈塁手集中科目成綴交付

オーブン・キャンパス

9月卒業生卒業証書授与式

推薦入試

入試説明会、公開講座 (19:00~21: 00) 

短大祭

社会人前期入試

学生大会 (19:05-20:05)

冬季休暇

講義荷:僚

休講(センタ一入試準備)

入試説明会

専攻科入試

通年・後期1科白成綴交付

社会人後期入試

社会科学科(本科)卒業予定者、応用社会科学科

(専攻科)修了予定者の掲示

一般入試

社会人入試 (2次)

春季休暇

卒業式 (15:00~、体育館)
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